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資
料
翻
刻
1

石
川
淳
日
記

石川 淳（いしかわ・じゅん　明治32・1899～昭和62・1987）

東京生まれ。小説家。年少より漢籍、江戸文化に親しむ。東京外国語学校（現・東京

外語大学）フランス語科卒業後、ジッド、モリエール、アナトール・フランスの翻訳を手

がける。1935年「佳人」で小説デビュー。37年「普賢」で芥川賞受賞。38年「マルスの

歌」が反軍国的とされ発禁処分を受ける。戦後は昭和末期まで「黄金伝説」「焼け跡の

イエス」「紫苑物語」「至福千年」「狂風記」「六道遊行」など旺盛に筆を揮った。和漢洋

の該博な知識、批判と遊芸の精神に富み、「夷齋」の号を冠した随筆でも活躍。1947
年から世田谷区北沢1丁目、48年から翌年にかけて同区北沢2丁目在住。

昭
和
25
年
1
月
1
日
─

昭
和
26
年
12
月
31
日

〈

〉
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昭
和
二
十
五
年　
一
九
五
〇
年

〇
一
月
一
日
（
日
）
雨
。
宝
焼
酎
に
ド
ラ
イ
マ
ル
チ
ニ
を
混
じ
た
る
も
の
こ
れ
我
家

の
屠
蘇
な
り　
終
日
籠
居
し
て
芥
子
園
画
伝*

を
観
る　
夜
群
像*

編
集
長
高
橋
清

次
来
話
サ
ン
ト
リ
イ
一
壜
を
持
参
す　
作
品*

の
た
め
に
随
筆
の
稾
を
起
さ
ん
と

し
て
成
ら
ず　
寅
の
春
一
瀉
千
里
と
お
も
へ
ど
も
伸
び
な
や
み
た
る
筆
の
た
け
哉

 

＊ 

芥
子
園
画
伝　

中
国
・
清
代
に
刊
行
さ
れ
た
彩
色
版
画
絵
手
本
。
各
時
代
の
画
論
の
要
旨
を

集
録
の
う
え
、
樹
石
な
ど
、
山
水
の
描
法
を
分
類
し
て
多
く
の
図
を
掲
載
。

 

＊ 

群
像　

文
芸
誌

 

＊ 

作
品　

文
芸
誌

〇
一
月
三
日
（
火
）
曇
。
池
田
夫
人
通
称
ヨ
シ
来
、
ル
パ
ン
千
代
来
、
と
も
に
年
賀

の
客
也　
和
田
よ
り
ハ
ゼ
を
贈
ら
る　
て
ん
ぷ
ら
に
し
て
食
ふ　
昨
日
の
初
釣
の

み
や
げ
也

〇
一
月
四
日
（
水
）
晴
。
パ
ー
ル
た
ま
女
来　
菓
子
折
を
贈
ら
る
、
窪
田
啓
作*

谷

崎
終
平*

来
話

 

＊ 

窪
田
啓
作　

フ
ラ
ン
ス
文
学
者
、
詩
人
、
銀
行
員
。
本
名
・
開
造
。
窪
田
般
彌
の
兄

 

＊ 

谷
崎
終
平　

谷
崎
潤
一
郎
の
末
弟

〇
一
月
五
日
（
木
）
晴
。
戸
石
泰
一*

来
話
。
ち
か
ご
ろ
丹
羽
某
に
ヘ
ツ
ラ
ヒ
を
る

よ
し
戸
石
み
づ
か
ら
語
る

 

＊ 

戸
石
泰
一　

小
説
家

〇
一
月
七
日
（
土
）
晴
寒
し
。
新
春
は
じ
め
て
外
に
出
づ
、
三
越
に
て�Jean�

Cocteau*�:�Théâtre�1�

を
購
ふ　
値
六
百
七
十
五
円
、
戦
後
は
じ
め
て
購
ふ
と

こ
ろ
の
新
著
の
フ
ラ
ン
ス
本
也
、
帰
途
銀
座
は
せ
川
に
て
の
む　
菅
原
国
隆*

来

り
会
す
。
と
も
に
新
ば
し
パ
ー
ル
に
行
く

 

＊ Jean C
octeau　

ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
。
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
、
小
説
家
、
劇
作
家
。
美
術
、

映
画
で
も
活
躍　

 

＊ 

菅
原
国
隆　

新
潮
社
の
編
集
者

〇
一
月
八
日
（
日
）
晴
。
文
藝
春
秋
社
杉
村
良
吉
来
話
。
夜
前
日
よ
り
書
き
つ
ぎ
た

る
草
藁
成
る
。�

ニ
セ
モ
ノ
記
二
十
一
枚�

、
こ
れ
一
篇
の
生
活
記
録
也
、
作
品
に

寄
す
べ
し

〇
一
月
十
日
（
火
）
雪
。
昨
夜
徳
田
雅
彦*

鷲
尾
洋
三*

と
と
も
に
は
せ
川�

ブ
ー
ケ�

ル
パ
ン
に
の
み
廻
り
乱
酔　
帰
途
終
電
車
を
乗
り
越
し
下
北
沢
に
至
っ
て
菊
水
別

【
資
料
概
要
】

資
料
番
号
1
2
9
1
2
3

《
石
川
淳
日
記　

昭
和
25
年
1
月
1
日
―
昭
和
26
年
12
月
31
日
》

A
4
判
大
学
ノ
ー
ト
（
縦
3
0
0
㎜
×
横
2
1
0
㎜
）
60
枚
綴
り
、

縦
書
、
自
筆
部
分
91
面
、
ペ
ン
書
、
一
部
赤
鉛
筆
書

石
川
眞
樹
氏
寄
贈
（
令
和
元
年
度
）　

　
日
記
本
文
は
大
学
ノ
ー
ト
見
開
き
の
右
面
に
縦
書
で
書
か
れ
、
左
面
（
縦
書
な
の

で
上
段
に
当
た
る
）
に
は
入
稿
記
録
、
旅
行
先
、
メ
モ
書
き
な
ど
を
記
載
。

　
石
川
淳
は
昭
和
24
（
1
9
4
9
）
年
7
月
に
世
田
谷
区
北
沢
2
丁
目
か
ら
品
川
区

高
輪
南
町
に
転
居
。
本
資
料
は
翌
25（
1
9
5
0
）年
正
月
か
ら
翌
年
大
晦
日
に
亘
っ

て
書
か
れ
た
自
筆
日
記
で
、
執
筆
や
行
動
、
交
友
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
家
で
の
来
客

対
応
、
読
書
の
覚
え
書
き
も
多
い
。
ま
た
全
集
未
収
録
の
自
作
句
な
ど
も
詠
み
込
ま

れ
て
い
る
。

　
な
お
、
他
に
3
冊
同
体
裁
の
大
学
ノ
ー
ト
の
日
記
を
受
贈
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容

は
昭
和
27
年
1
月
1
日
〜
12
月
31
日
（
資
料
番
号
1
2
9
1
2
4
）、
昭
和
28
年

1
月
1
日
〜
12
月
31
日
（
資
料
番
号
1
2
9
1
2
5
）、
昭
和
29
年
1
月
1
日
〜

8
月
25
日
（
資
料
番
号
1
2
9
1
2
6
）
と
な
っ
て
い
る
。
本
誌
次
号
（
下
巻
）

で
翻
刻
掲
載
を
予
定
し
て
い
る
。

【
凡
例
】

■ 

漢
字
の
旧
字
体
は
新
字
に
あ
ら
た
め
た
。
た
だ
し
、
人
名
・
固
有
名
詞
な
ど
は
一
部
表
記
（
旧
字
）

通
り
と
し
た

■ 

仮
名　

表
記
通
り
（
ほ
ぼ
旧
仮
名
、
た
だ
し
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
撥
音
便
は
表
記
通
り
）

■ 

数
字
・
記
号　

表
記
通
り

■ 

読
み
易
い
よ
う
に
文
と
文
の
間
に
適
宜
一
字
空
き
挿
入
。
な
お
句
読
点
の
配
置
は
表
記
通
り

■ 
外
国
語　

フ
ラ
ン
ス
語
・
英
語
・
漢
文
の
表
記
通
り
。
適
宜
訳
を
（﹇　

﹈）
で
補
記
し
た

■
判
読
不
明
の
文
字
は
、
そ
の
字
数
分
、
□
□
□
と
し
た

■ 

本
文
対
面
頁
（
上
段
）
に
本
人
筆
の
脱
稿
記
録
、
覚
書
お
よ
び
翻
刻
者
註
（
*
）
は
各
日
末
尾

に
記
載

■ 

註
は
適
宜
。
店
名
は
業
態
が
判
り
づ
ら
い
場
合
や
頻
出
店
で
店
名
表
記
が
揺
れ
る
際
に
入
れ
た

資
料
翻
刻
１

　
　

石
川
淳
日
記
（
昭
和
25
〜
26
年
）
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〇
一
月
二
十
八
日
（
金
）
晴
。
文
藝
春
秋
に
お
も
む
き
文
学
界
の
原
稾
の
遅
る
る
べ

き
こ
と
を
い
ふ
。
省
線
電
車
内
に
て
神
西
清*

に
逢
ふ
、
新
潮
文
庫
に
収
む
べ
き

余
の
小
説
集
の
件
に
つ
き
新
潮
社
よ
り
解
説
を
依
頼
さ
れ
た
り
と
神
西
咄
也　
目

黒
書
店
人
間*

編
集
室
に
て
木
村
徳
三*

と
語
る

 

＊ 

神
西
清　

ロ
シ
ア
文
学
者
、
翻
訳
家
、
小
説
家
、
文
芸
評
論
家

 

＊ 

人
間　

文
芸
誌　

 

＊ 

木
村
徳
三　
「
人
間
」
創
刊
時
か
ら
編
集
を
担
当

〇
一
月
丗
一
日
（
火
）
晴
、
あ
た
ゝ
か
き
こ
と
五
月
の
ご
と
し
、
漂マ
マ

然
と
し
て
巷
を

あ
る
く
、
小
山
書
店
に
て
三
千
円
受
領　
先
日
来
書
き
つ
ゞ
け
た
る
小
説
草
稾
夜

を
徹
し
て
筆
を
呵
し
暁
に
成
る　
影
ふ
た
つ
三
十
八
枚
也

　
上
段
：
影
ふ
た
つ　
三
十
八
枚

〇
二
月
一
日
（
水
）
晴
。
影
ふ
た
つ
の
草
稾
を
文
藝
春
秋
に
わ
た
す　
文
学
界
三
月

号
に
掲
載
す
べ
き
も
の
也　
井
上
勇*

を
時
事
通
信
社
に
訪
ひ
上
海
の
人
沈
承
怡

に
紹
介
さ
る　
沈
氏
二
十
九
歳
新
聞
記
者
小
説
鳩
の
町
の
著
者
也　
そ
の
著
を
贈

ら
れ
て
そ
の
署
名
の
筆
蹟
を
見
る
に
未
だ
必
ず
し
も
筆
札
に
た
く
み
な
ら
ず　
け

だ
し
中
国
戦
後
派
青
年
の
特
徴
也　
沈
氏
の
招
き
に
て
山
田
吉
彦*

と
ゝ
も
に
丸

の
内
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ト
ク
ラ
ブ
に
て
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
供
さ
る　
帰
途
は
せ
川
に

て
ひ
と
り
の
む

 

＊ 

井
上
勇　

翻
訳
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

 

＊ 

山
田
吉
彦　

小
説
家
、
翻
訳
者
「
き
だ
み
の
る
」
の
本
名

〇
二
月
三
日
（
金
）
雨
の
ち
晴
。
昨
夜
乱
酔
の
た
め
今
日
夜
に
至
る
ま
で
昏
昏
と
し

て
書
を
読
む
に
も
堪
へ
ず　
菅
原
国
隆
来
話
、
高
橋
清
次
来　
先
日
う
つ
し
た
る

余
の
写
真
を
持
ち
来
る　
引
伸
し
四
枚
贈
ら
る　
そ
の
中
の
一
枚
を
群
像
四
月
号

に
載
す
べ
し
と
い
ふ

〇
二
月
五
日
（
日
）
晴
。
昨
夜
ま
た
乱
酔　
今
朝
ま
た
し
た
が
つ
て
昏
昏
、
や
れ
や

れ
也　
井
澤
義
雄*

神
戸
よ
り
上
京
し
来
る　
ウ
ナ
ギ
蒲
焼
を
贈
ら
る　
井
澤
と

と
も
に
浅
草
に
行
き
ロ
ツ
ク
座
に
て
エ
ロ
シ
ョ
ー
を
観
る　
池
の
ほ
と
り
な
る
て

ん
ぷ
ら
屋
に
て
て
ん
ど
ん
を
食
ふ
、
留
守
中
信
州
吉
江
真
澄
た
づ
ね
来
れ
る
よ
し

 

＊ 

井
澤
義
雄　

フ
ラ
ン
ス
文
学
者

〇
二
月
六
日
（
月
）
晴
。
芝
区
役
所
に
都
民
税
を
納
む
。
夜
海
老
名
雄
二
来
話
、
将

棋
を
さ
し
焼
酎
を
の
む

〇
二
月
九
日
（
木
）
曇
。
や
や
暖
か
也
、
二
三
日
ま
へ
よ
り
風
邪
の
気
味
に
て
昨
夜

来
い
さ
さ
か
発
熱
す
、
余
に
於
て
発
熱
は
め
づ
ら
し
き
こ
と
也　
こ
の
風
邪
珍
重

也　
伹
執
筆
お
つ
く
う
に
て
い
そ
ぎ
の
原
藁
に
は
か
に
成
り
が
た
き
模
様
な
り

〇
二
月
十
日
（
金
）
晴
。
文
藝
春
秋
新
社
出
版
部
鷲
尾
洋
三
宛
に
単
行
本
野
守
鏡
出

版
の
件
は
取
や
む
べ
き
こ
と
を
通
告
す
、
こ
れ
旧
臘
話
し
お
き
た
る
件
に
し
て
、

鷲
尾
考
慮
中
と
称
し
返
事
を
寄
こ
さ
ゞ
れ
ば
打
切
と
し
た
る
も
の
也

〇
二
月
十
一
日
（
土
）
雨
。
風
邪
を
押
し
て
セ
ン
ト
ラ
ル
映
画
試
写
を
見
に
行
き
た

る
に
何
と
か
い
ふ
ア
メ
リ
カ
物
愚
劣
鈍
重
呆
れ
は
て
た
り　
帰
途
は
せ
川
に
て
小

酌　
夜
伊
藤
濱
子
来
話
、
ち
か
ご
ろ
悪
質
の
風
邪
流
行
し
余
少
し
く
癒
え
た
る
に

よ
ね
ま
た
こ
れ
に
冒
さ
る

〇
二
月
十
三
日
（
月
）
晴
。
小
山
清
戸
石
泰
一
来
話
。
群
像
高
橋
清
次
来
。
風
邪
気

未
だ
全
く
去
ら
ず
人
と
語
る
に
も
の
う
し
。
高
橋
に
単
行
本
出
版
の
件
を
話
す

〇
二
月
十
四
日
（
火
）
雪
。
河
出
書
房
田
中
西
二
郎*

竹
田
博*

来
、
小
説
大
系
戦
後

篇
の
一
巻
と
し
て
坂
口
太
宰
織
田
及
余
の
篇
を
編
む
よ
し　
承
諾
し
お
く
、
焼
酎

を
の
み
雑
談
す
る
に
田
中
共
産
党
ぎ
ら
ひ
に
て
賀
川
豊
彦*

を
偉
人
と
い
ふ
。
こ

の
男
余
が
架
蔵
の
仏
国
禅
師
文
殊
指
南
図
説マ
マ*

及
明
板マ
マ*

李
長
吉*

集
を
示
す
に
そ

の
何
の
書
た
る
か
を
全
く
解
せ
ず
。
田
中
は
北
京
に
在
り
し
こ
と
二
年
半
也
、
し

か
も
唐
山*

の
書
に
暗
く
し
て
賀
川
豊
彦
に
明
か
也
、
余
大
い
に
笑
ふ
、
馬
鹿
の

見
本
也

館
に
泊
す　
今
朝
帰
来
す
れ
ば
牡
丹
雪
菲
菲
た
り　
昨
夜
は
せ
川
に
て
は
じ
め
て

三
島
由
紀
夫*

と
逢
ふ

 

＊ 

徳
田
雅
彦　

文
藝
春
秋
社
の
編
集
者　

徳
田
秋
声
四
男

 

＊ 

鷲
尾
洋
三　

文
藝
春
秋
社
の
編
集
者

　

 

＊ 

三
島
由
紀
夫　

小
説
家　

〇
一
月
十
一
日
（
水
）
晴
。
文
藝
春
秋
に
て
一
万
円
借
。
文
学
界*

に
寄
稾
す
べ
き

こ
と
を
約
す
。
ル
パ
ン
及
は
せ
川
に
て
の
む
。
牛
肉
を
買
つ
て
か
へ
る

　

 

＊ 

文
学
界　

文
芸
誌

〇
一
月
十
二
日
（
木
）
晴
。
作
品
社
員
入
江
久
恵
来
ニ
セ
モ
ノ
記
草
稾
を
わ
た
す
。

小
山
清*

来
話
、
千
勝
三
㐂
夫*

来　
トマ
マ

ブ
ロ
ク
一
升
を
持
参
す　
千
勝
上
京
し
て

新
制
高
等
学
校
の
教
師
と
な
り
た
る
よ
し
也

 

＊ 

小
山
清　

小
説
家

 

＊ 

千
勝
三
㐂
夫　

千
勝
三
喜
男
（
歌
人
）
の
こ
と
か

〇
一
月
十
三
日
（
金
）
晴
。
先
年
ニ
セ
モ
ノ
事
件
の
際
提
出
し
た
る
証
拠
品
の
件
に

つ
き
東
京
地
方
検
察
庁
よ
り
引
取
方
通
知
し
来
れ
る
に
依
り
右
の
品
不
用
の
お
も

む
き
を
い
ひ
て
や
る
、
夜
炬
燵
に
て�Cocteau�:�Les�Parents�terribles�

を
読
む

〇
一
月
十
四
日
（
土
）
雪
。
小
山
書
店
ワ
タ
リ
来　
芥
川
賞
全
集
印
税
内
金
三
千
円

持
参
す

〇
一
月
十
六
日
（
月
）
晴
。
文
学
界
伏
島
来
話
。
夜
銀
座
に
出
で
作
品
社
に
て
八

木
岡
英
治*

由
紀
し
げ
子*

に
逢
ふ
、
は
せ
川
に
て
永
井
龍
男*

鷲
尾
洋
三
に
逢
ふ
、

鷲
尾
と
と
も
に
ル
パ
ン
に
行
く
、
牛
肉
を
買
ひ
て
帰
宅

 

＊ 

八
木
岡
英
治　

編
集
者
。
中
央
公
論
社
、
創
芸
社
、
作
品
社
な
ど

 

＊ 

由
紀
し
げ
子　

小
説
家

 

＊ 

永
井
龍
男　

小
説
家

〇
一
月
十
九
日
（
木
）
晴
。
新
潮
社
酒
井
健
次
郎
来
。
華
厳*

書
下
し
出
版
に
つ
き

交
渉
あ
り
た
れ
ど
話
ま
と
ま
ら
ず
、
し
ば
ら
く
様
子
を
見
る
こ
と
ゝ
す
、
別
に
新

潮
文
庫
に
て
短
篇
集
を
編
む
べ
き
こ
と
を
約
す
、
伊
藤
濱
子
来
話
、
角
川
を
辞
し

て
C
I
D
の
日
本
語
教
師
に
な
ら
ん
と
す
る
よ
し

 

＊ 「
華
厳
」　

昭
和
二
十
四
年
「
表
現
」
連
載
中
、
同
誌
休
刊
に
よ
り
未
完
と
な
っ
た
小
説

〇
一
月
二
十
一
日
（
土
）
晴
。
神
田
月
曜
書
房
に
て
戦
後
代
表
作
集
印
税
三
千
円
受

領
。
は
せ
川
に
て
徳
田
雅
彦
永
井
龍
男
と
逢
ふ
、
デ
ュ
ド
ロ
ツ
プ
イ
ン
に
立
寄
る

〇
一
月
二
十
二
日
（
日
）
晴
。
海マ

マ老
雄
二*

妻
子
五
人
づ
れ
に
て
来
訪
す
、
海
老
名

一
家
そ
ろ
つ
て
上
京
す
る
こ
と
は
じ
め
て
な
り
と
い
ふ
、
す
な
は
ち
こ
れ
を
歓
待

す
、
け
ふ
よ
ね
の
誕
生
日
也

 

＊ 

海
老
名
雄
二　

石
川
が
海
老
名
家
に
間
借
り
し
た
こ
と
も
あ
り
、
戦
前
よ
り
交
流
が
深
い

〇
一
月
二
十
三
日（
月
）晴
。
群
像
高
橋
清
次
来
話
、写
真
を
う
つ
す
こ
と
を
約
束
す
。

神
田
に
お
も
む
き
小
山
書
店
高
村
昭*

と
会
ふ
、
は
せ
川
に
立
寄
り
て
か
へ
る

 

＊ 

高
村
昭　

小
山
書
店
の
編
集
者

〇
一
月
二
十
五
日
（
火
）
晴
。
河
辺
健
一
来
話
。
群
像
高
橋
清
次
写
真
師
を
つ
れ
て

来
り
写
真
を
う
つ
す
雑
誌
に
載
せ
む
と
な
り

〇
一
月
二
十
六
日
（
水
）
晴
。
日
本
橋
高
島
屋
に
て
現
代
油
画
展
覧
会
を
観
る
、
窪

田
啓
作
を
東
京
銀
行
に
訪
ひ
コ
ー
ヒ
ー
屋
に
て
閑
談
す
、帰
途
は
せ
川
に
て
の
む
、

文
藝
春
秋
社
員
尾
実
な
に
が
し
座
に
あ
っ
て
清
水
武
雄
の
息
子
と
名
乗
る
。
意
外

也
、
す
な
は
ち
余
が
従
兄
の
子
也

〇
一
月
二
十
七
日
（
木
）
晴
。
糸
書
房
天
野
亮
来
話
。
福
田
恆
存*

紹
介
也
、
作
家

論
集
を
出
版
す
る
に
つ
き
余
の
著
森
鴎
外
の
一
部
を
転
載
し
た
し
と
い
ふ
、
こ

れ
を
承
諾
す
。
安
部
公
房*

来
話
、
小
説
の
書
け
ざ
る
よ
し
を
語
る
、
池
田
夫
人

来
話

 

＊ 

福
田
恆
存　

評
論
家
、
翻
訳
家
、
劇
作
家
、
演
出
家

 

＊ 

安
部
公
房　

小
説
家
、
劇
作
家
、
演
出
家
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た
ず
。
書
き
了
せ
て
新
発
明
無
き
も
の
乎
。
此
の
如
き
を
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
文
学

と
い
ふ
な
る
べ
し
、
た
だ
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ラ
リ
ス
ム
の
骨
髄
な
ほ
揺
が
ざ
る
も
の

あ
る
を
見
る
に
至
る
。Il�y�a�dans�les�hom

m
es�plus�de�choses��à�adm

irer�
que�de�choses�à�m

épriser�.(P.336)[�

人
間
に
は
、
軽
蔑
す
る
も
の
よ
り
も
賞

賛
す
べ
き
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る]

こ
の
言
は
た
し
て
日
本
人
の
場
合
に
当
る
や

否
や
。
ペ
ス
ト
は
な
は
だ
戦
禍
に
似
た
り
而
し
て
日
本
人
の
オ
ラ
ン
市
民
に
如
か

ざ
る
を
悲
し
む

　

 

＊ 

新
田
敞　

新
潮
社
の
編
集
者

〇
三
月
二
日
（
木
）
晴
。
日
本
橋
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
に
て
窪
田
啓
作
と
会
し
そ
の
作

品
集
の
角
川
書
店
よ
り
出
版
せ
ら
る
べ
き
む
ね
を
伝
ふ
。
夜
は
せ
川
に
て
の
む

〇
三
月
三
日
（
金
）
晴
。
白
木
屋
に
て�Sartre*�:�Situations�

三
冊��Valéry*�:�

Pièces�sur�l’art�

及�M
élange�

を
購
ふ
。
三
越
劇
場
に
て
文
学
座
演
ず
る
と
こ
ろ

の
福
田
恆
存
作
キ
テ
ィ
駘マ
マ
風
を
見
物
す
、
招
待
日
に
て
多
く
知
友
に
逢
ふ
、
帰
途

窪
田
啓
作
加
藤
周
一
中
村
真
一
郎*

矢
内
原
伊
作
岡
本
太
郎*

と
は
せ
川
に
て
の
む

 

＊ Sartre　

ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
。
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
戯
曲
家
、
小
説
家

 

＊ Valéry　

ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
。
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
、
小
説
家
、
批
評
家

 

＊ 

中
村
真
一
郎　

小
説
家
、
文
芸
評
論
家
、
詩
人

 

＊ 

岡
本
太
郎　

美
術
家

〇
三
月
四
日
（
土
）
晴
。
窪
田
啓
作
来
話
。
そ
の
短
篇
集
街
燈
の
原
稾
を
持
参
す

〇
三
月
五
日
（
日
）
晴
。
安
部
公
房
来
話
。
そ
の
書
く
と
こ
ろ
の
壁
二
百
六
枚
の
草

稾
を
示
す
、
あ
づ
か
り
お
く
、
安
部
と
ゝ
も
に
高
田
馬
場
に
藤
川
栄
子
を
訪
ふ　

藤
川
邸
に
て
小
酌

〇
三
月
六
日
（
月
）
晴
。
角
川
書
店
に
窪
田
啓
作
短
篇
集
の
草
稾
を
わ
た
す
。
夜
は

せ
川
に
て
の
む

〇
三
月
七
日
（
火
）
風
強
く
木
木
を
ゆ
る
が
し
て
と
き
に
雨
を
吹
き
つ
け
た
り　
春

の
嵐
也　
こ
れ
わ
が
誕
生
日
也　
海
老
名
雄
二
来
す
な
は
ち
小
宴
を
催
す　
海
老

名
酔
臥
し
て
泊
る

〇
三
月
八
日
（
水
）
晴
。
河
辺
健
一
来
、
人
間
に
華
厳
の
続
稾
を
掲
載
し
た
し
と
い

ふ
。
お
そ
ら
く
書
く
こ
と
に
な
る
べ
し
。
読
売
ホ
ー
ル
に
イ
タ
リ
ヤ
映
画
靴
み
が

き
を
観
る
。
よ
ね
同
伴
也
、
ホ
ー
ル
に
て
藤
川
女
史
母
子
に
逢
ふ
。
帰
途
四
人
に

て
有
楽
町
マ
ロ
ン
に
小
憩　
ま
た
ひ
と
り
は
せ
川
に
お
も
む
き
て
の
む
、
座
に
文

藝
春
秋
の
若
輩
数
名
あ
り
、
ビ
ー
ル
数
本
を
か
た
む
く

〇
三
月
拾
日
（
金
）
晴
。
安
部
公
房
来
。
安
部
と
と
も
に
小
山
書
店
に
お
も
む
き
て

二
千
円
受
領
、
内
千
円
を
安
部
に
あ
た
ふ
。
安
部
窮
迫
き
は
ま
れ
る
が
ご
と
し
、

九
段
近
江
屋
に
て
ビ
ー
ル
を
の
む　
ま
た
月
曜
書
房
に
至
り
群
像
高
橋
清
次
宛
に

安
部
を
紹
介
す
る
手
紙
を
書
く
、
そ
の
作
壁
二
百
六
枚
を
群
像
に
売
り
つ
け
ん
が

た
め
也　
但
こ
の
枚
数
に
て
は
長
き
に
す
ぎ
て
ち
と
む
つ
か
し
か
る
べ
し　
月
曜

書
房
よ
り
そ
の
刊
行
書
二
三
を
お
く
ら
る　
帰
途
ひ
と
り
は
せ
川
に
至
る
に
徳
田

雅
彦
鈴
木
亨*

中
戸
川
宗
一*

に
逢
ふ
、
さ
ら
に
ブ
ー
ケ
ほ
か
二
軒
に
て
の
む
、
昨

日
税
務
署
よ
り
通
知
あ
り
昭
和
二
十
四
年
度
に
於
け
る
余
の
収
入
は
八
十
五
万
円

と
の
こ
と
に
て
税
金
六
十
一
万
何
千
円
を
収
め
よ
と
吹
つ
か
け
来
る　
余
の
昨
年

度
の
収
入
は
全
部
に
て
約
五
十
万
円
を
越
え
ず
悪
税
ふ
と
ゞ
き
也　
む
ち
や
と
い

ふ
べ
し　
相
手
に
す
る
に
足
ら
ず

 

＊ 

鈴
木
亨　

詩
人
、
第
二
次
「
四
季
」
編
集
者

 

＊ 

中
戸
川
宗
一　

文
藝
春
秋
社
の
編
集
者

〇
三
月
十
二
日
（
日
）
晴
。
夜
毎
日
ホ
ー
ル
に
て
ブ
ラ
ン
デ
ン
の
講
演
を
聴
く　
並

び
に
活
動
写
真
大
い
な
る
遺
産
を
観
る　
帰
途
有
楽
町
に
て
某
酒
場
に
神
西
清
と

と
も
に
の
む

〇
三
月
十
四
日
（
火
）
晴
。
群
像
高
橋
清
次
紹
介
に
て
彫
刻
師
某
そ
の
作
る
と
こ
ろ

の
灰
皿
を
売
り
に
来
る
、
愚
劣
な
る
も
の
也
。
買
は
ず
し
て
返
す
、
筑
摩
書
房
石

 
＊ 

田
中
西
二
郎　

翻
訳
家

 
＊ 
竹
田
博　

河
出
書
房
の
編
集
者

 

＊ 

賀
川
豊
彦　

社
会
運
動
家
、
小
説
家

　

 

＊ 

仏
国
禅
師
文
殊
指
南
図
説　

正
し
く
は
『
仏
国
禅
師
文
殊
指
南
図
讃
』。
華
厳
経
入
法
界
品
に

説
か
れ
る
善
財
童
子
の
南
遊
求
法
遍
歴
を
絵
画
化
し
、
こ
れ
に
讃
を
加
え
た
上
図
下
文
形
式

の
版
本
。
宋
版
が
一
点
、
江
戸
時
代
復
刻
版
が
十
数
点
知
ら
れ
て
い
る

 

＊ 

明
板　

明
版
の
こ
と

 

＊ 

李
長
吉　

唐
代
の
詩
人
・
李
賀
の
こ
と　

 

＊ 

唐
山　

中
国
の
こ
と

〇
二
月
十
五
日
（
水
）
曇
。
高
橋
清
次
来
。
余
の
風
邪
見
舞
と
て
ド
リ
コ
ノ
と
称
す

る
も
の
二
壜
贈
ら
る
。
夜
窪
田
啓
作
来
話　
カ
ミ
ュ*

の
ペ
ス
ト
入
荷
せ
り
と
聞

き
そ
れ
を
購
ふ
こ
と
を
依
頼
す

 

＊ 

カ
ミ
ュ　

ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ミ
ュ
（Albert C

am
us

）。
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家
、
劇
作
家
、

哲
学
者

〇
二
月
十
六
日
（
木
）
晴
。
残
雪
。
井
澤
義
雄
来
、
大
学
卒
業
試
験
明
日
を
は
り
郷

里
に
か
へ
る
よ
し　
伊
藤
濱
子
来
、
角
川
書
店
鎗
田
清
太
郎
来
、
矢
代
幸
雄
著
太

陽
を
し
た
ふ
者
贈
ら
る　
夜
風
邪
後
は
じ
め
て
湯
を
浴
ぶ

〇
二
月
十
九
日
（
日
）
晴
。
藤
川
栄
子*

来
話
、
そ
の
後
援
会
々
員
名
簿
に
署
名
す
、

女
史
例
に
依
つ
て
談
論
風
発
す

 

＊ 

藤
川
栄
子　

画
家

〇
二
月
二
十
日
（
月
）
晴
。
先
日
よ
り
書
き
か
け
た
る
小
説
草
稾
夜
来
稾
を
つ
い
で

今
朝
に
至
つ
て
成
る
。
夜
は
夜
も
す
が
ら
三
十
六
枚
也
、
群
像
四
月
号
に
寄
せ
ん

と
す
、
高
橋
清
次
来
、
す
な
は
ち
原
藁
を
わ
た
す
、
田
中
西
二
郎
来
、
先
日
あ
づ

け
お
き
た
る
黄
金
伝
説
の
抜
刷
を
も
ど
し
来
る
、
こ
の
日
国
税
局
よ
り
余
が
昭
和

二
十
四
度マ
マ
の
収
入
八
十
五
万
円
と
通
知
し
来
る
、
む
ち
や
也
、
強
盗
よ
り
も
悪
質

の
政
府
也

　
上
段
：
夜
は
夜
も
す
が
ら　
三
十
六
枚

〇
二
月
二
十
一
日
（
火
）
晴
。
文
学
界
よ
り
影
ふ
た
つ
の
草
稾
用
済
に
つ
き
取
り
も

ど
す　
こ
れ
は
同
誌
三
月
号
に
発
表
の
も
の
也　
作
品
社
に
て
檀
一
雄*

木
山
捷

平*

八
木
岡
英
治
に
逢
ふ　
す
な
は
ち
こ
の
三
人
を
さ
そ
ひ
て
は
せ
川
に
て
の
む　

作
品
社
よ
り
坂
口
安
吾
の
近
著
勝
負
師
を
贈
ら
る

 

＊ 

檀
一
雄　

小
説
家

 

＊ 

木
山
捷
平　

小
説
家
、
詩
人

〇
二
月
二
十
三
日
（
木
）
晴
。
窪
田
啓
作
を
東
京
銀
行
に
訪
ひ
てAlbert�Cam

us�:�
La�Peste�

を
ゆ
づ
り
受
く
、
窪
田
と
ゝ
も
に
は
せ
川
に
て
の
む

〇
二
月
二
十
五
日
（
土
）
晴
。
六
興
出
版
社
大
門
一
男
吉
川
某
を
と
も
な
ひ
て
来
る　

サ
ン
ト
リ
ー
を
贈
ら
る
、
伊
藤
濱
子
池
田
ヨ
シ
来
話

〇
二
月
二
十
七
日（
月
）曇
と
き
ど
き
小
雪
。
本
の
件
に
つ
き
講
談
社
高
橋
清
次
に
、

雑
誌
寄
稾
の
件
に
つ
き
新
潮
社
の
菅
原
国
隆
に
そ
れ
ぞ
れ
速
達
を
出
す
、
夕
角
川

書
店
に
お
も
む
き
窪
田
啓
作
の
小
説
集
を
編
む
べ
き
こ
と
を
承
諾
せ
し
む
、
た
ま

た
ま
来
り
会
す
る
も
の
加
藤
周
一*

矢
内
原
伊
作*

串
田
孫
一*

あ
り　
角
川
わ
れ

ら
を
大
雅
楼
に
む
か
へ
て
小
宴

 

＊ 

加
藤
周
一　

評
論
家
、
小
説
家
、
医
師

 

＊ 

矢
内
原
伊
作　

哲
学
者
、
評
論
家

 

＊ 

串
田
孫
一　

詩
人
、
哲
学
者
、
随
筆
家

〇
三
月
一
日
（
水
）
晴
。
新
潮
社
菅
原
国
隆
新
田
敞*

来
話
。
二
万
円
持
参
す
。
つ

ぎ
に
出
版
す
べ
き�

新
潮
文
庫
処
女
懐
胎�

の
内
容
左
の
ご
と
し
と
い
ふ
報
告
を
受

く
、
山
桜
葦
手
張
柏
端
明
月
珠
処
女
懐
胎　
編
纂
及
解
説
は
神
西
清
也
。
こ
の

夜�La�Peste�
読
了
す
。
い
く
さ
の
の
ち
原
文
に
就
い
て
読
み
た
る
最
初
の
フ
ラ

ン
ス
の
ヌ
ウ
ボ
ー
テ
也
。
お
も
し
ろ
し
。
然
れ
ど
も
未
だ
必
ず
し
も
わ
が
意
に
満
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海
老
名
雄
二
を
東
日
興
業
に
訪
ふ
、
海
老
名
と
そ
の
仲
間
森
井
某
立
川
某
と
ゝ

も
に
有
楽
町
元
八
に
て
小
酌
、
さ
ら
に
転
じ
て
西
銀
座
プ
ッ
サ
ン*

に
お
も
む
く　

こ
の
酒
楼
は
青
山
二
郎*

の
経
営
に
係
る
も
の
と
い
ふ　
今
日
出
海*

横
山
隆
一*

ら
に
逢
ふ
、
深
夜
リ
ン
タ
ク
に
て
帰
宅
、
海
老
名
同
行
し
て
泊
る

 

＊ 

プ
ッ
サ
ン　

他
に
「
プ
サ
ン
」「
プ
ウ
サ
ン
」
な
ど
の
表
記
あ
り

 

＊ 

青
山
二
郎　

装
幀
家
、
美
術
評
論
家

 

＊ 

今
日
出
海　

小
説
家
、
評
論
家
、
演
出
家

 

＊ 

横
山
隆
一　

漫
画
家

〇
四
月
二
日
（
日
）
晴
、
風
つ
よ
し
、
別
冊
文
藝
春
秋
岡
冨
久
子
来
り
て
原
稾
を
も

と
む
、
こ
と
わ
る
、
海
老
名
終
日
あ
そ
び
て
か
へ
る

〇
四
月
三
日
（
月
）
晴
。
新
潮
社
に
お
も
む
き
て
華
厳
書
き
お
ろ
し
の
件
に
つ
き
酒

井
健
二マ
マ

郎*

と
打
合
せ
を
す
、
帰
途
講
談
社
に
立
寄
り
て
夜
は
夜
も
す
が
ら
の
草

稾
を
取
戻
す
、
さ
ら
に
銀
座
作
品
社
に
お
も
む
き
て
真
鍋
呉
夫*

八
十
岡
英
治
と

語
る　
夜
は
せ
川
に
て
の
む

 

＊ 

酒
井
健
次
郎　

新
潮
社
の
編
集
者

　

 

＊ 

真
鍋
呉
夫　

俳
人
、
小
説
家

〇
四
月
四
日
（
火
）
晴
。
新
潮
社
と
華
厳
書
下
し
に
関
し
契
約
書
を
取
交
す
、
書
下

し
費
用
の
う
ち
三
万
円
受
領
、
雑
誌
人
間
に
華
厳
寄
稾
の
件
を
と
り
や
め
に
す
る

こ
と
を
つ
た
ふ
。
夜
は
せ
川
に
て
の
み
ゐ
た
る
に
今
日
出
海
斎
藤
十
一*

菅
原
国

隆
来
り
会
し
転
じ
て
ブ
ー
ケ
に
行
き
ま
た
プ
サ
ン
に
行
く
、
菅
原
と
と
も
に
む
つ

子
の
ア
パ
ー
ト
に
車
を
走
ら
す
、
至
れ
ば
座
に
青
山
二
郎
あ
り
焼
酎
を
の
み
て
語

る
、
暁
ち
か
く
帰
宅
、
菅
原
泊
る

 

＊ 

斎
藤
十
一　

新
潮
社
の
編
集
者

〇
四
月
五
日
（
水
）
く
も
り
の
ち
雨
。
華
厳
の
一
部
分
を
新
潮
に
掲
載
す
べ
き
場
合

に
つ
い
て
一
二
の
注
意
を
書
き
新
潮
社
出
版
部
宛
に
郵
送
す

〇
四
月
七
日
（
金
）
雨
の
ち
晴
。
小
説
新
潮
小
林
博
来
、
徳
田
雅
彦
来
、
徳
田
と
と

も
に
プ
サ
ン
に
行
く
、
ま
た
エ
ス
パ
ニ
オ
ル
に
行
く
、
三
島
由
紀
夫
菅
原
国
隆
に

逢
ふ

〇
四
月
八
日
（
土
）
晴
。
新
潮
社
新
田
敞
来
話
、
華
厳
の
一
部
を
新
潮
に
掲
載
す
る

場
合
掲
載
料
を
支
払
ふ
べ
き
旨
を
通
知
し
来
る
、
神
戸
井
澤
義
雄
よ
り
来
信
、
そ

の
父
の
経
営
す
る
と
こ
ろ
の
旅
館
不
況
に
て
悪
税
取
立
の
た
め
破
滅
に
頻マ
マ

す
と
報

じ
来
る

〇
四
月
九
日
（
日
）
晴
。
お
と
し
ば
な
し
和
唐
内
二
十
三
枚
脱
稾
。
小
説
新
潮
に
寄

せ
む
が
た
め
也
。
夜
徳
田
雅
彦
酒
を
提
げ
て
来
る
、
歓
談
数
刻

　
上
段
：
お
と
し
ば
な
し
和
唐
内　
二
十
三
枚

〇
四
月
十
日
（
月
）
晴
。
お
と
し
ば
な
し
和
唐
内
を
小
説
新
潮
に
わ
た
す
、
小
林
博

菅
原
国
隆
新
田
敞
と
は
せ
川
及
コ
ト
ン
に
て
の
む

〇
四
月
十
一
日
（
火
）
晴
、
安
部
公
房
来
話
、
夜
は
せ
川
に
お
も
む
き
三
好
達
治*

徳
田
雅
彦
と
逢
ふ

 

＊ 

三
好
達
治　

詩
人

〇
四
月
十
二
日
（
水
）
晴
。
松
坂
屋
に
て
検
印
を
註
文
す
、
は
せ
川
に
て
小
酌

〇
四
月
十
三
日（
木
）晴
。
菅
原
と
と
も
に
熱
海
に
お
も
む
き
起
雲
閣
本
店
に
至
る
、

と
き
に
夕
五
時
半
に
垂
ん
と
す
、
温
泉
を
浴
び
て
出
で
来
る
に
サ
イ
レ
ン
の
音
か

ま
び
す
し
く
窓
硝
子
に
あ
た
つ
て
炎
の
色
あ
き
ら
か
な
り
、
火
事
也
、
難
を
魚
見

崎
に
避
く
、
か
へ
り
み
れ
ば
熱
海
全
市
猛
火
さ
か
り
也
、
す
な
は
ち
徒
歩
に
て
鏡

浦
を
へ
て
伊
豆
多
賀
に
至
り
電
車
に
て
伊
東
に
お
も
む
く
、
伊
東
駅
に
て
た
ま
た

ま
坂
口
安
吾*

夫
妻
に
逢
ふ
、
坂
口
は
、
け
だ
し
火
事
見
物
也
、
暖
香
園
に
泊
る

　
上
段
：
熱
海
よ
り
伊
東
へ

 

＊ 

坂
口
安
吾　

小
説
家

〇
四
月
十
四
日
（
金
）
晴
。
坂
口
安
吾
と
ゝ
も
に
伊
東
市
中
の
て
ん
ぷ
ら
屋
に
て
小

井
某*

来
話
、
夜
チ
ェ
ー
ホ
フ
決
闘
六
号
室
学
生
を
翻
訳
本
に
て
よ
む
、
決
闘
も

六
号
室
も
余
少
年
の
む
か
し
読
み
た
る
も
の
な
れ
ど
も
今
日
ま
た
お
も
し
ろ
し　

決
闘
は
た
し
か
黒
ク
ロ
ー
ス
装
の
英
訳
本
に
て
読
み
た
る
や
う
に
記
憶
す　
ち
か

ご
ろ
も
の
書
く
こ
と
に
懶
く
小
説
の
稾
な
か
な
か
進
ま
ず

　

＊ 

石
井
某　

筑
摩
書
房
編
集
者
の
石
井
立
の
こ
と
か

〇
三
月
十
六
日
（
木
）
晴
。
井
澤
義
雄
東
大
卒
業
試
験
を
受
く
る
た
め
に
神
戸
よ

り
上
京
し
来
る
。
別
冊
文
藝
春
秋
岡
冨
久
子*

来　
原
稾
依
頼
也
、
菅
原
国
隆
来
、

菅
原
と
と
も
に
は
せ
川
に
て
の
む　
帰
宅
炬
燵
に
て
夜
半
ふ
と
起
き
た
る
に
腰
痛

に
は
か
に
発
し
て
歩
行
に
堪
へ
ず　
謂
ふ
と
こ
ろ
の
ギ
ツ
ク
リ
腰
か
否
か
余
や
う

や
く
老
い
た
る
が
ご
と
し
笑
ふ
べ
し

　

＊ 

岡
冨
久
子　

文
藝
春
秋
社
の
編
集
者
。
一
般
的
に
は
富
久
子
と
表
記

〇
三
月
十
七
日
（
金
）
晴
。
腰
痛
を
さ
ま
る
。
池
田
ヨ
シ
伊
藤
濱
子
来
、
池
田
夫
人

よ
り
サ
ン
ト
リ
イ
一
壜
を
お
く
ら
る
、
両
女
史
と
と
も
に
よ
ね
有
楽
座
に
映
画
を

観
に
行
く
、
余
こ
も
り
ゐ
て
小
説
の
稾
を
継
が
ん
と
す
れ
ど
筆
は
な
は
だ
重
し　

筑
摩
書
房
石
井
来
翻
訳
本
白
鯨
二
冊
を
贈
ら
る

〇
三
月
十
八
日
（
土
）
曇
の
ち
雨
。
斯
波
武*

来
、
河
野
通
勢*

筆
梅
花
図
一
幅　
狂

歌
堂
真
顔*

筆
茶
釜
売
画
并
賛
を
持
参
す

 

＊ 

斯
波
武　

兄
・
武
綱
の
こ
と
か
、
斯
波
は
石
川
淳
の
旧
姓
（
祖
父
母
の
家
の
養
子
と
な
り
石

川
姓
へ
）

 

＊ 

河
野
通
勢　

画
家

 

＊ 

狂
歌
堂
真
顔　

江
戸
後
期
の
狂
歌
師
、
戯
作
者

〇
三
月
二
十
日
（
月
）
と
き
ど
き
小
雨
、
文
藝
春
秋
の
招
待
に
て
新
ば
し
演
舞
場
に
て

文
楽
を
観
る　
忠
臣
蔵
七
段
目
也　
諸
友
に
逢
ふ　
は
せ
川
ま
た
ブ
ー
ケ
に
て
の
む

〇
三
月
二
十
三
日
（
木
）
晴
。
国
税
局
に
税
金
査
定
の
不
法
不
正
な
る
こ
と
に
つ
き

郵
書
に
て
抗
議
を
呈
出
す
、
菅
原
国
隆
来
、
一
万
円
持
参
（
新
潮
文
庫
処
女
懐

胎
印
税
の
一
部
）
新
潮
社
員
中
野
な
に
が
し
を
同
伴
す　
こ
れ
中
野
好
夫*

長
男

十
九
歳
に
し
て
三
日
前
家
出
し
て
北
海
道
に
赴
き
た
る
が
帰
来
せ
る
も
の
也　
菅

原
に
小
説
南
枝
向
日
の
草
稾
三
十
枚
ま
で
を
わ
た
す
、
こ
れ
は
書
き
か
け
の
部
分

也　
菅
原
中
野
を
つ
れ
て
は
せ
川
に
お
も
む
く　
菅
原
を
し
て
中
野
を
そ
の
父
の

家
に
送
り
行
か
し
む　
留
守
中
窪
田
啓
作
来　
そ
の
小
説
簟
の
原
稾
を
置
き
て
去

れ
り
と
い
ふ

 

＊ 

中
野
好
夫　

英
文
学
者
、
評
論
家
。
信
条
を
異
に
し
た
長
男
・
好
之
は
西
洋
思
想
史
学
者
と
な
る

〇
三
月
二
十
五
日
（
土
）
晴
。
河
辺
健
一
来
話
、
井
澤
義
雄
草
す
る
と
こ
ろ
の
ア
ラ

ン
の
世
界
原
稾
六
十
余
枚
を
雑
誌
人
間
編
集
部
に
わ
た
し
て
そ
の
掲
載
方
を
依
頼

し
お
く　
河
邊マ
マ

と
ゝ
も
に
は
せ
川
に
て
の
む

〇
三
月
二
十
六
日
（
日
）
雨
。
ル
パ
ン
千
代
来
、
牛
肉
を
持
参
す
、
借
金
取
也
、
窪

田
啓
作
来
話　
そ
の
小
説
草
稾
を
一
閲
し
て
か
へ
す
、
菅
原
国
隆
来
話
、
南
枝
向

日
の
草
稾
三
十
一
枚
よ
り
四
十
七
枚
ま
で
わ
た
す　
夜
に
入
つ
て
五
十
枚
ま
で
書

き
了
る
、
新
潮
五
月
号
に
寄
せ
む
が
た
め
也　

〇
三
月
二
十
七
日
（
月
）
晴
。
菅
原
に
南
枝
向
日
の
原
稾
最
後
の
三
枚
を
わ
た
す　

夜
は
せ
川
に
て
の
む

　
上
段
：
南
枝
向
日　
五
十
枚

〇
三
月
二
十
九
日
（
水
）
夜
は
せ
川
に
お
も
む
く　
清
水
昆マ
マ*

に
逢
ふ　
仮
寓
に
か

へ
れ
ば
菅
原
国
隆
来
り
待
つ　
新
潮
の
原
稾
料
を
持
参
し
た
る
也　
菅
原
泊
る

 

＊ 

清
水
崑　

漫
画
家

〇
三
月
三
十
一
日
（
金
）
晴
。
池
田
夫
人
よ
し
来
話　
よ
ね
こ
れ
と
ゝ
も
に
出
づ　

夕
河
出
書
房
に
至
る
に
竹
田
博
坂
本
一
亀*

、
余
を
さ
そ
ひ
て
す
る
が
台
下
鰻
や

す
ゞ
き
に
て
小
酌

 

＊ 

坂
本
一
亀　

河
出
書
房
の
編
集
者

〇
四
月
一
日
（
土
）
雨
は
げ
し
く
風
つ
よ
し
、
小
山
書
店
に
て
二
千
円
領
収
、
夕
方
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三
田
サ
ン
タ
に
て
火
葬
に
附
す
る
よ
し
也
、
夜
義
雄
よ
り
井
澤
家
の
内
状
を
聴
く

〇
四
月
二
十
五
日
（
火
）
晴
。
前
夜
雨
に
て
瀧
の
音
雷
の
ご
と
し
。
午
後
五
社
花
壇

を
発
し
て
東
に
か
へ
る
。
ゆ
り
屋
に
て
夕
食
。
こ
の
行
失
費
多
く
し
て
原
稾
成
ら

ず　
わ
づ
か
に
の
こ
れ
る
は
借
金
の
み
な
り
呵
々

〇
四
月
二
十
六
日
（
水
）
晴
。
午
前
九
時
品
川
着
。
家
に
か
へ
れ
ば
海
老
名
雄
二
座

に
あ
り
、
前
夜
む
つ
子
愛
子
と
と
も
に
酔
つ
て
襲
来
し
泊
り
こ
み
た
る
も
の
也
、

菅
原
国
隆
来
話
、
安
部
公
房
来
話　
安
部
は
そ
の
作
品
壁
第
二
部
を
持
参
す
、
原

稾
売
れ
ず
就
職
で
も
す
べ
き
か
な
ど
と
語
る
、
帰
京
す
れ
ど
爰
元
も
ま
た
あ
わ
た

だ
し
き
こ
と
ど
も
也

　
　
　
河
出
書
房
坂
本
一
亀
に
文
学
大
系
の
検
印
を
あ
づ
け
お
く

　
上
段
：
神
戸
五
社
よ
り
帰
京

〇
四
月
二
十
七
日
（
木
）
晴
。
夜
文
藝
春
秋
別
冊
徳
田
雅
彦
の
案
内
に
て
小
石
川
も

み
ぢ
に
泊
る
。
そ
の
ま
へ
に
プ
ツ
サ
ン
に
て
借
金
を
支
払
ひ
む
つ
子
愛
子
に
対
し

先
夜
我
家
に
ど
な
り
こ
み
た
る
非
礼
を
な
ぢ
り
そ
の
罪
を
謝
せ
し
む

〇
四
月
二
十
九
日
（
土
）
晴
。
夜
来
も
み
ぢ
に
て
小
説
の
稾
を
草
し
暁
に
成
る
。
瀧

の
う
ぐ
ひ
す
二
十
枚
、
徳
田
雅
彦
に
わ
た
す　
も
み
ぢ
を
出
で
神
田
に
て
万
年
筆

を
購
ひ
帰
宅

　
上
段
：
瀧
の
う
ぐ
ひ
す　
二
十
枚

〇
五
月
一
日（
月
）晴
。安
部
公
房
来　
そ
の
小
説
草
稾
壁
第
二
部
を
批
評
し
て
返
す
、

中
央
公
論
社
長
島マ
マ
中
鵬
二*

来
、
原
稾
依
頼
也
、
約
束
せ
ず
、
文
藝
春
秋
に
て
瀧

の
う
ぐ
ひ
す
の
謝
礼
を
受
け
は
せ
川
に
て
の
み
末
広
の
牛
肉
を
み
や
げ
に
帰
る

　

 

＊ 

島
中
鵬
二　

正
し
く
は
「
嶋
中
」
だ
が
、
以
降
も
「
島
中
」
と
記
述
。

〇
五
月
三
日
（
水
）
雨
。
夜
来
銀
座
に
て
の
み
小
石
川
も
み
ぢ
に
泊
り
夕
方
帰
宅
。

大
酔
戒
し
む
べ
し
帽
子
を
ど
こ
か
に
落
し
た
り　
昨
日
安
部
公
房
そ
の
小
説
壁
第

二
部
の
草
稾
を
書
直
し
て
持
参
す　
安
部
は
先
日
追
剥
に
逢
ひ
か
へ
つ
て
賊
の
の

ど
を
絞
め
腕
の
骨
を
抜
き
た
り
と
い
ふ

〇
五
月
四
日（
木
）雨
の
ち
晴
。
鈴
木
貢
来
話
。
文
学
界
の
原
稾
依
頼
也　
鈴
木
と
ゝ

も
に
は
せ
川
に
て
の
む

〇
五
月
六
日
（
土
）
曇
雨
も
よ
う　
河
出
書
房
竹
田
博　
文
学
大
系
の
検
印
並
に
検

印
請
取
証
を
届
け
に
来
る
、
夕
作
品
社
に
て
八
木
岡
英
治
と
将
棋
を
さ
す　
は
せ

川
に
て
鈴
木
貢
と
逢
ひ
エ
ス
ポ
ー
ル
に
お
も
む
く　
そ
こ
に
て
河
出
書
房
主
人
と

逢
ふ　
ま
た
中
村
正
常*

弟
な
に
が
し
と
逢
ふ　
先
夜
忘
れ
た
る
帽
子
を
せ
い
子

が
か
へ
し
て
く
れ
る

 

＊ 

中
村
正
常　

劇
作
家
、
小
説
家

〇
五
月
七
日
（
日
）
晴
。
三
越
本
店
に
て
二
科
会
春
季
展
覧
会
を
観
る　
見
る
べ
き

も
の
無
し
、
伊
藤
はマ

マま
子
女
史
来
話
コ
ー
ヒ
ー
を
届
け
ら
る　
角
川
書
店
の
飯
田

橋
附
近
に
移
転
せ
る
よ
し
を
聞
く

〇
五
月
八
日
（
月
）
曇
。
文
学
界
の
原
稾
執
筆
の
た
め
築
地
三
田
に
お
も
む
く　
鈴

木
伏
島
徳
田
及
ブ
ー
チ
ャ
ン
と
と
も
に
の
む

〇
五
月
十
日
（
水
）
小
雨
く
も
り
。
夜
来
築
地
三
田
に
て�

篠
舩�

第
一
章
十
四
枚
書

く　
文
学
界
六
月
号
掲
載
の
も
の
也　
続
稾
は
七
月
号
に
延
ば
す
こ
と
ゝ
す　
三

田
を
出
で
て
夜
は
せ
川�

サ
ン
ト
リ
ー
バ
ー
、
エ
ス
ポ
ー
ル
に
て
の
む　
同
行
鈴

木
徳
田
及
矢
内
原
伊
作
也

〇
五
月
十
一
日
（
木
）
晴
。
新
潮
社
に
て
二
万
円
受
領
。
華
厳
書
下
し
費
用
の
一
部

也
。
窪
田
啓
作
と
ゝ
も
に
は
せ
川
に
お
も
む
く　
菅
原
国
隆
新
田
敞
あ
と
よ
り
来

り
三
島
由
紀
夫
ま
た
相
会
す

〇
五
月
十
三
日
（
金
）
晴
。
昨
夜
は
せ
川
に
て
の
み
プ
ウ
サ
ン
に
て
の
み
大
酔
前
後

忘
却　
築
地
三
田
に
泊
り
今
日
午
後
に
か
へ
る　
横
浜
の
山
下
夫
人
と
い
ふ
も
の

は
じ
め
て
来
る
、
よ
し
来
話
、
夜
片
山
修
三*

と
は
せ
川
に
て
語
る

 

＊ 

片
山
修
三　

小
説
家
か
ら
出
版
、
編
集
者
と
し
て
「
思
索
」
を
編
集
発
行
。
思
索
社
を
興
す

酌
、
菅
原
帰
京
す
。
昨
夜
熱
海
の
火
事
は
目
貫
の
通
二
千
戸
を
焼
く
と
い
ふ

〇
四
月
十
五
日
（
土
）
晴
。
よ
ね
暖
香
園
に
来
る
。
伊
東
を
出
発
し
て
途
中
下
車
に

て
熱
海
に
立
寄
り
た
る
に
四
周
焼
跡
の
中
に
起
雲
閣
の
こ
り
ゐ
た
り
、
す
な
は
ち

小
憩
し
て
ビ
ー
ル
を
の
み　
つ
ま
み
も
の
ハ
ム
サ
ラ
ダ
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
命
じ
た
る

に
勘
定
は
こ
の
つ
ぎ
に
と
い
ふ
宿
の
挨
拶
也　
な
か
〳
〵
商
売
上
手
也　
一
泊
せ

む
と
は
お
も
へ
ど
電
気
水
道
と
も
に
止
り
ゐ
た
れ
ば
帰
京
す　
こ
の
ご
ろ
野
中
昭

子
と
い
ふ
未
知
の
女
し
き
り
に
手
紙
を
寄
こ
す　
文
学
少
女
な
る
べ
し

　
上
段
：
熱
海
よ
り
帰
京

〇
四
月
十
七
日
（
月
）
晴
。
文
芸
家
協
会
よ
り
全
国
書
房
の
印
税
を
取
立
て
た
る
も

の
の
一
部
を
送
り
来
り
た
れ
ば
こ
れ
を
受
領
す　
夜
は
せ
川
に
て
檀
一
雄
菅
原
国

隆
新
田
敞
と
の
む　
檀
よ
り
そ
の
著
り
つ
子
そ
の
死
を
贈
ら
る
、
中
戸
川
宗
一
岡

冨
久
子
来
り
会
す
転
じ
て
エ
ス
ポ
ー
ル*

に
お
も
む
く
に
宇
野
千
代*

北
原
武
夫*

紀マ

マ
国
屋*

書
店
主
人
に
逢
ふ　
夜
ふ
け
帰
れ
ば
海
老
名
雄
二
来
り
待
ち
つ
つ
あ
り
、

海
老
名
泊
る
、
こ
の
日
月
曜
書
房
よ
り
岡
本
か
の
子*
母
の
手
紙
を
岡
本
太
郎
署

名
に
て
贈
ら
れ
た
れ
ど
も
エ
ス
ポ
ー
ル
せ
い
子
に
取
上
げ
ら
れ
た
り

 

＊ 

エ
ス
ポ
ー
ル　

他
に
「
エ
ス
ポ
ア
ル
」
な
ど
の
表
記
あ
り

　

 

＊ 

宇
野
千
代　

小
説
家

 

＊ 

北
原
武
夫　

小
説
家

 

＊ 

紀
国
屋　

紀
伊
国
屋
書
店
の
表
記
は
、
他
に
「
紀
之
国
屋
」「
紀
ノ
国
屋
」「
紀
の
国
や
」
な
ど

　

 

＊ 

岡
本
か
の
子　

小
説
家
、
岡
本
太
郎
の
母

〇
四
月
十
八
日
（
火
）
晴
。
海
老
名
か
へ
る
、
岡
冨
久
子
来
話
、
東
京
日
日
新
聞
茂

木
某
女
来
話
、
と
も
に
原
稾
依
頼
也
、
新
聞
に
は
書
く
つ
も
り
無
し
、
某
女
云
腕

づ
く
な
ら
負
け
ま
せ
ん
わ
と
、
女
子
の
武
勇
お
そ
る
べ
し

〇
四
月
十
九
日
（
水
）
晴
。
神
戸
よ
り
井
澤
義
男
雄
来
。
井
澤
と
ゝ
も
に
六
甲
に
お

も
む
く
こ
と
ゝ
す
。
文
藝
春
秋
新
社
及
河
出
書
房
に
立
寄
り
夜
銀
座
は
せ
川
に
て

の
む　
菅
原
国
隆
新
田
敞
中
戸
川
宗
一
鈴
木
享
ら
相
会
す
、
新
田
敞
よ
り
ジ
イ
ド

全
集
背
徳
者
の
件
に
つ
き
報
告
を
受
く
、夜
十
時
三
十
分
発
大
阪
行
列
車
に
乗
る
、

こ
の
日
三
省
堂
に
て
註
文
せ
る
検
印
出
来
上
る
。
こ
の
た
び
の
神
戸
行
は
井
澤
の

要
請
に
係
る
も
の
に
て
兼
ね
て
別
冊
文
藝
春
秋
の
原
稾
を
書
く
た
め
也

　
上
段
：
神
戸
行

〇
四
月
二
十
日
（
木
）
晴
。
朝
神
戸
着
。
ゆ
り
屋
に
お
も
む
く
。
こ
れ
は
井
澤
の
兄

が
新
開
地
聚
楽
館
に
て
経
営
す
る
と
こ
ろ
の
食
堂
也
。
島
尾
敏
雄*

を
呼
ぶ
。
井

澤
と
三
人
に
て
東
亜
ロ
ー
ド
の
喫
茶
店
オ
ル
ゴ
ル
に
行
き　
ま
た
福
原
の
お
好
み

焼
にマ
マ
に
て
の
む
、
福
原
は
も
と
の
遊
郭
な
れ
ど
も
焼
失
後
の
今
日
に
て
は
尋
常
安

待
合
ふ
う
の
家
は
か
な
き
軒
を
並
べ
た
り
、
夕
五
社
花
壇
に
着
く
、
こ
の
旅
館
経

営
難
に
て
且
重
税
に
苦
し
み
井
澤
の
父
煩
悶
し
て
ほ
と
ん
ど
自
殺
を
は
か
る
危
険

あ
り
と
い
ふ
、
い
づ
こ
も
安
き
地
無
し

 

＊ 

島
尾
敏
雄　

小
説
家

〇
四
月
二
十
一
日
（
金
）
く
も
り
小
雨
。
島
尾
敏
雄
冨
士
正
晴*

五
社
花
壇
に
訪
ね

来
る
。
置
酒
歓
談
。
両
名
泊
る
。
佐
々
木
基
一*

に
は
が
き
を
遣
る
。
昨
日
別
冊

文
藝
春
秋
宛
に
電
報
を
打
ち
た
り　
チ
ハ
ヤ
フ
ル
コ
ウ
ベ
ニ
ツ
ケ
バ
オ
ソ
ザ
ク
ラ

 

＊ 

冨
士
正
晴　

小
説
家
、
詩
人　

通
常
は
富
士
と
表
記
、
た
だ
し
本
姓
は
冨
士

 

＊ 

佐
々
木
基
一　

文
芸
評
論
家

〇
四
月
二
十
二
日
（
土
）
晴
。
五
社
花
壇
に
し
て
島
尾
冨
士
両
人
朝
に
か
へ
る
。
奥

山
裕
来
話
。
井
澤
と
ゝ
も
に
酒
を
酌
む
。
し
か
る
に
こ
の
夜
井
澤
の
父
急
逝
す
。

死
因
は
肝
臓
の
よ
し
、衰
弱
は
な
は
だ
し
く
し
て
手
当
の
効
な
か
り
し
が
ご
と
し
、

無
常
迅
速
と
い
ふ
べ
し
、
香
奠
二
千
円
を
呈
す
。

〇
四
月
二
十
三
日
（
日
）
晴
。
神
戸
に
出
で
元
町
風
月
堂
に
て
菓
子
折
を
と
と
の
へ

井
澤
の
父
の
霊
前
に
供
ふ
。
夜
ゆ
り
やマ
マ
に
て
の
む　

〇
四
月
二
十
四
日（
月
）く
も
り
雨
。
五
社
花
壇
に
て
井
澤
の
父
の
告
別
式
に
列
す
。
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岡
昇
平*

に
逢
ふ　
提
鞄
を
買
ふ

 

＊ 

河
盛
好
蔵　

フ
ラ
ン
ス
文
学
者
、
文
芸
評
論
家

 

＊ 

大
岡
昇
平　

小
説
家

〇
六
月
三
日
（
土
）
曇
小
雨
。
一
日
よ
り
鈴
木
貢
案
内
に
て
熱
海
古
屋
に
泊
り
今
日

帰
京　
文
学
界
の
続
稾
執
筆
の
た
め
な
れ
ど
も
稾
成
る
に
至
ら
ず　
夜
は
せ
川
に

て
鈴
木
及
徳
田
雅
彦
と
逢
ひ
さ
ら
に
ノ
ン
シ
ャ
ラ
ン
ス*

に
お
も
む
き
ア
ヤ
を
伴

ひ
四
人
に
て
深
川
宮
川
に
て
晩
餐　
ま
た
銀
座
に
も
ど
り
エ
ス
ポ
ア
ル
に
て
小
宴　

連
日
の
酒
に
い
さ
さ
か
疲
れ
た
り

 

＊ 

ノ
ン
シ
ャ
ラ
ン
ス　

他
に
「
ノ
ン
シ
ャ
ラ
ン
」
な
ど
の
表
記
あ
り

〇
六
月
五
日（
月
）晴
。
夜
来
小
説
篠
舩
の
稾
を
書
き
つ
ぎ
て
今
朝
や
う
や
く
な
る
。

文
学
界
六
月
号
の
続
篇
也　
通
算
し
て
四
十
四
枚
。
こ
れ
を
鈴
木
貢
に
手
交
す
。

村
口
書
房
に
お
も
む
き
先
日
見
お
き
た
る
慊
堂
句
棭
齋
書
の
幅
を
あ
が
な
ふ
。
帰

途
銀
座
は
せ
川
に
て
の
む

　
上
段
：
篠
舩　
四
十
四
枚

〇
六
月
六
日
（
火
）
晴
。
銀
座
は
せ
川
に
て
の
み
そ
れ
よ
り
巌
谷
小
波
四
男
大
四*

を
供
に
し
た
が
へ
て
新
ば
し
某
茶
楼
に
の
む　
こ
れ
イ
ン
チ
キ
酒
場
也　
此
日
ア

メ
リ
カ
ン
ミ
リ
タ
リ
ス
ム
に
依
る
共
産
党
弾
圧
は
じ
ま
り
徳
田
球
一
野
坂
参
三
ら

二
十
余
名
公
職
追
放
さ
る　
深
夜
帰
宅
す
れ
ば
海
老
名
雄
二
来
り
泊
す
る
に
逢
ふ　

窪
田
啓
作
留
守
に
来
れ
る
よ
し

 

＊ 

巌
谷
小
波
、
大
四　

小
波
は
小
説
家
・
児
童
文
学
者
、
大
四
は
河
出
書
房
の
編
集
者
を
経
て

文
芸
評
論
家

〇
六
月
七
日
（
水
）
晴
。
海
老
名
雄
二
午
後
か
へ
る　
安
部
公
房
来
話
そ
の
原
稾

三
十
枚
持
参
す
佳
作
な
ら
ず
安
部
に
蝋
石
を
購
ひ
て
蔵
書
印
を
作
る
こ
と
を
依
頼

す　
夜
安
部
と
と
も
に
は
せ
川
に
て
の
む

〇
六
月
八
日（
木
）晴
。
文
芸
家
協
会
よ
り
全
国
書
房
の
印
税
の
一
部
を
送
り
来
る
。

角
川
源
義
ヤ
リ
田
某
を
し
た
が
へ
て
は
せ
川
に
お
も
む
く
。
窪
田
啓
作
を
招
き
て

角
川
に
紹
介
す
。
た
ま
た
ま
よ
ね
ヨ
シ
来
り
会
す
。
帰
途
窪
田
及
び
女
ふ
た
り
と

と
も
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
こ
こ
ろ
み
三
た
び
賞
に
あ
た
る
。
ア
マ
ン
ド
に
小
憩
し

て
か
へ
る
。
こ
の
朝
小
説
新
潮
小
林
博
来
、
小
説
依
頼
也

〇
六
月
九
日
（
金
）
雨
。
作
品
社
よ
り
三
島
由
紀
夫
小
説
集
燈
台
を
贈
ら
る
。
は
せ

川
に
て
の
む
。
帰
途
ビ
ン
ゴ
を
こ
こ
ろ
み
缶
詰
あ
た
る

〇
六
月
十
日
（
土
）
雨
。
山
下
夫
人
す
み
来
話
。
翻
訳
本
チ
ャ
タ
レ
イ
夫
人
の
恋
人

を
読
む

〇
六
月
十
二
日
（
月
）
雨
。
小
山
書
店
に
て
三
千
円
受
領
。
窪
田
啓
作
と
日
本
橋
の

喫
茶
店
に
て
語
る
。
窪
田
の
娘
ま
き
子
七
歳
は
北
川
の
息
子
と
と
も
に
笈
田
幸マ
マ

吉*

　
の
同
門
に
て
天
才
少
女
な
る
よ
し
。
夜
は
せ
川
に
て
井
伏
鱒
二
中
島
健
蔵*

永
井

龍
男
河
盛
好
蔵
と
会
飲
す
、
ま
た
塩
出
和
子
に
逢
ひ
花
馬
車
に
て
小
憩
す

 

＊ 

笈
田
幸
吉　

お
そ
ら
く
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
笈
田
光
吉
の
こ
と

 

＊ 

中
島
健
蔵　

文
芸
評
論
家
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
者

〇
六
月
十
五
日
（
木
）
晴
。
兼
坂
ビ
ル
に
て
試
写
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ク
を
観
る　
夜
永
井

今
河
盛
浦
松
ら
と
築
地
三
田
に
て
の
む

〇
六
月
十
六
日
（
金
）
晴
。
竹
田
博
河
出
来
小
説
大
系
の
印
税
一
部
を
持
参
す　
神

田
の
某
茶
房
に
て
竹
田
と
と
も
に
の
む　
山
本
書
店
に
て
古
詩
源*

及
天
工
開
物*

を
購
ふ　
帰
途
銀
座
に
て
ネ
ク
タ
イ
を
買
ふ　
は
せ
川
に
て
井
伏
河
上
と
逢
ふ

 

＊ 

古
詩
源　

中
国
清
代
の
沈
徳
潜
が
『
唐
詩
別
裁
集
』
に
続
き
編
集
し
た
先
秦
か
ら
隋
ま
で
の

詩
の
総
集

 

＊ 

天
工
開
物　

中
国
明
末
に
宋
応
星
が
書
い
た
産
業
技
術
書

〇
六
月
十
八
日
（
日
）
楳
雨
す
こ
し
く
晴
る　
華
厳
第
九
章
を
書
く　
夜
窪
田
啓
作

中
村
真
一
郎
矢
内
原
伊
作
来
話
歓
談
数
刻

〇
六
月
十
九
日
（
月
）
晴
。
三
鷹
禅
林
寺
に
し
て
桜
桃
忌
に
お
も
む
く
盛
会
也　
帰

〇
五
月
十
五
日
（
月
）
晴
。
作
品
社
に
て
八
木
岡
と
将
棋
を
さ
す　
は
せ
川
に
て
の
む

〇
五
月
十
六
日
（
火
）
晴
。
夜
は
せ
川
に
て
菅
原
国
隆
に
逢
ひ
と
も
に
エ
ス
ポ
ー
ル

に
お
も
む
く　
連
夜
の
酒
に
疲
れ
た
り

〇
五
月
十
七
日
（
水
）
晴
。
河
出
書
房
竹
田
博
現
代
日
本
文
学
大
系
別
冊
第
一
巻
の

成
れ
る
を
届
け
来
る　
こ
れ
は
余
が
作
無
盡
燈
ほ
か
四
篇
を
収
録
し
た
る
も
の
也　

竹
田
京
都
大
学
法
科
を
卒
業
し
た
る
よ
し
な
れ
ど
も
そ
の
経
歴
を
聞
く
に
即
ち
こ

れ
銀
座
の
テ
キ
ヤ
也　
安
部
公
房
来
話
と
も
に
は
せ
川
に
赴
き
て
の
む

〇
五
月
二
十
日
（
土
）
雨
。
山
下
夫
人
来
話
、
夫
人
と
よ
ね
と
を
携
へ
て
は
せ
川
に

て
晩
餐

〇
五
月
二
十
三
日
（
火
）
曇
。
昨
夜
は
せ
川
に
て
海
老
名
雄
二
に
逢
ひ
と
も
に
葭
町

巳
の
家
に
泊
り
今
朝
帰
宅
す
、
文
芸
家
協
会
よ
り
全
国
書
房
支
払
の
印
税
内
金
若

干
を
送
り
来
る　
角
川
書
店
に
お
も
む
き
角
川
源
義
に
逢
ひ
小
山
書
店
に
お
も
む

き
高
村
昭
に
逢
ふ　
た
ま
た
ま
安
部
公
房
来
り
会
す　
す
な
は
ち
安
部
及
び
塩

出
和
子
後
な
に
が
し
を
伴
ひ
て
飯
田
町
某
店
に
て
ビ
ー
ル
を
の
む
、
安
部
は
税
金

七
十
五
円
を
督
促
さ
れ
こ
れ
を
支
払
ふ
こ
と
能
は
ず
税
務
署
員
や
む
を
え
ず
月
給

に
て
立
替
へ
て
お
き
ま
す
と
い
ひ
た
る
よ
し
也　
夜
は
せ
川
に
て
の
む
、
文
藝
春

秋
社
員
の
話
に
坂
口
安
吾
熱
海
の
火
事
に
つ
き
て
雑
文
を
書
き
余
の
名
を
引
合
に

出
し
た
り
と
つ
た
ふ　
菅
原
国
隆
は
せ
川
に
来
る
、
こ
れ
を
携
へ
て
築
地
三
田
に

て
小
酌

〇
五
月
二
十
四
日
（
水
）
晴
。
中
央
公
論
社
長
島
中
鵬
二
来
話
。
夜
鈴
木
貢
と
は
せ
川

に
て
逢
ふ
、
熱
海
行
の
相
談
を
す
、
帰
途
銀
座
通
に
て
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
こ
こ
ろ
む

〇
五
月
廿
六
日
（
金
）
晴
。
夜
徳
田
雅
彦
と
は
せ
川
に
て
の
み
深
川
に
車
を
走
ら
せ

て
宮
川
に
お
も
む
く　
宮
川
の
う
な
ぎ
久
し
ぶ
り
也　
こ
の
店
戦
後
の
普
請
な
れ

ど
も
雅
趣
あ
り
曼
魚
老
人*

に
逢
ふ　
老
人
と
語
る
こ
と
も
ま
た
久
し
ぶ
り
也

 

＊ 

曼
魚
老
人　

宮
川
曼
魚
の
こ
と
。
随
筆
家
、
江
戸
文
化
研
究
家

〇
五
月
廿
七
日
（
土
）
雨
。
山
下
夫
人
す
み
来
話
。
神
田
に
お
も
む
き
て
村
口
書
房

を
訪
ふ
。
書
幅
あ
り
、
慊
堂*

句
棭
斎*

録
す
る
と
こ
ろ
也　
句
に
云　
鉛
槧
図
書

日
廣
従
容
之
趣
安
排
花
卉
時
観
栄
落
之
情　
二
大
家
の
高
風
掬
す
べ
し　
こ
れ
を

購
ふ
べ
き
こ
と
を
約
す　
他
に
永
徳*

蕪
村*

の
軸
を
見
る　
永
徳
は
い
か
り
天
神

の
図
に
て
め
づ
ら
し
き
小
品
也*　
今
月
は
余
の
行
状
い
さ
ゝ
か
酒
に
み
だ
れ
た

る
に
茲
に
こ
れ
ら
の
書
画
を
観
て
目
を
そ
そ
ぎ
た
る
こ
こ
ち
す　
然
れ
ど
も
悪
癖

未
だ
止
ま
ず
帰
途
ま
た
は
せ
川
に
て
の
む　
笑
ふ
べ
し

 

＊ 

慊
堂　

松
崎
慊
堂
。
江
戸
時
代
後
期
の
儒
学
者

 

＊ 

棭
斎　

狩
谷
棭
斎
。
江
戸
時
代
後
期
の
考
証
学
者

 

＊ 

永
徳　

狩
野
永
徳
。
安
土
桃
山
時
代
の
絵
師
、
狩
野
派
を
大
き
く
発
展
さ
せ
た
。「
い
か
り
天

神
」
と
は
、
菅
原
道
真
を
祀
る
天
神
信
仰
が
盛
ん
と
な
る
中
で
天
神
像
が
描
か
れ
、
初
期
は

表
情
に
道
真
の
怒
り
を
表
現
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
図
様
を
引
き
継
い
だ
画
題

 

＊ 

蕪
村　

与
謝
蕪
村
。
江
戸
中
期
の
俳
人
。
文
人
画
も
よ
く
し
た　

 

＊ 

こ
の
村
口
書
房
で
観
た
書
画
類
に
関
し
て
は
「
乱
世
雑
談
」（『
夷
齋
俚
言
』）
に
言
及
あ
り

〇
五
月
二
十
八
日
（
日
）
曇
を
り
を
り
小
雨
、
梅
雨
の
ま
へ
ぶ
れ
な
る
が
ご
と
し　

新
潮
文
庫
版
処
女
懐
胎
の
校
正
を
閲
し
了
る

〇
五
月
二
十
九
日
（
月
）
曇
。
銀
座
松
坂
や
に
て
時
計
修
繕
成
り
こ
れ
を
受
取
り
、

は
せ
川
に
お
も
む
く
、
井
伏
鱒
二*

に
逢
ふ
、
太
宰
後
家
八
雲
書
店
の
土
地
建
物

を
未
払
印
税
の
代
り
と
し
て
取
上
げ
名
義
書
替
へ
た
り
と
井
伏
の
話
也　
徳
田
雅

彦
と
ゝ
も
に
三
田
に
お
も
む
き
て
の
む
、
食
膳
に
鮎
出
て
た
り
但
う
ま
か
ら
ず

 
＊ 
井
伏
鱒
二　

小
説
家

〇
五
月
三
十
日
（
火
）
う
す
曇
。
戸
石
泰
一
津
田
直
紀
来
話
、
戸
石
は
失
業
津
田
は

雲
州
松
江
に
落
ち
行
く
と
て
と
も
に
貧
棒マ
マ
ば
な
し
也　
津
田
に
餞
別
を
あ
た
ふ

〇
五
月
三
十
一
日
（
水
）
晴
の
ち
小
雨
。
新
潮
社
に
て
華
厳
書
下
し
費
用
を
受
領
す　

河
盛
好
蔵*

と
語
る　
新
田
を
し
た
が
へ
て
は
せ
川
に
お
も
む
く　
三
好
達
治
大
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鮮
に
上
陸
す　
戦
乱
の
機
迫
れ
る
に
似
た
り

　
上
段
：

　 

＊ 

こ
の
蔵
書
印
に
つ
い
て
は
「
安
部
公
房
君
鐫
印
」（
一
九
五
五
年
六
月
俳
優
座
公
演
、
安
部
公

房
作
「
ど
れ
い
狩
り
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
「
安
部
君
に
つ
い
て
」
と
し
て
寄
稿
、「
文
藝
」
同
年

十
二
月
号
に
再
掲
、
六
〇
年
『
夷
齋
饒
舌
』
収
録
時
に
同
題
）
に
詳
し
い

〇
七
月
三
日
（
月
）
晴
。
新
潮
社
新
田
敞
来
話
、
文
庫
本
処
女
懐
胎
の
成
れ
る
を
持

参
し
た
る
也　
京
都
金
閣
寺
馬
鹿
書
生
の
放
火
の
た
め
炎
上
せ
る
よ
し

〇
七
月
五
日
（
水
）
晴
。
戸
石
泰
一
小
山
清
来
話
、
太
宰
全
集
続
刊
の
件
に
つ
き
報

告
に
来
れ
る
也

〇
七
月
六
日（
木
）晴
。
夜
来
お
と
し
ば
な
し
列
子
の
稾
を
書
き
つ
ぎ
て
暁
に
成
る
、

二
十
六
枚
也
、
新
潮
社
に
お
も
む
き
て
小
説
新
潮
小
林
に
こ
れ
を
わ
た
す
。
夕
五

時
よ
り
文
藝
春
秋
社
に
て
文
学
界
主
催
の
ビ
ー
ル
の
会
に
列
席
す　
三
島
由
紀
夫

に
逢
ふ

　
上
段
：
お
と
し
ば
な
し
列
子　
二
十
六
枚

〇
七
月
九
日
（
日
）
晴
。
夜
来
海
老
名
雄
二
筒
井
久
太
郎
来
話
二
人
と
も
泊
る
。
福

田
恆
存
岡
本
謙
次
郎*

来
岡
本
よ
り
そ
の
著
ル
オ
ー
を
贈
ら
る
、
海
老
名
と
と
も

に
目
黒
八
芳
園
に
お
も
む
く　
こ
れ
久
原
房
之
助
と
や
ら
い
ふ
も
の
ゝ
旧
宅
な
る

よ
し　
そ
の
規
模
の
貧
弱
料
理
の
ま
づ
き
こ
と
い
は
ん
方
な
し　
し
か
も
房
之
助

園
内
の
一
部
に
恋
々
と
し
て
居
住
す
と
い
ふ　
そ
の
目
論
見
の
い
や
し
き
こ
と
唾

棄
す
べ
き
も
の
也　
海
老
名
ま
た
泊
る

 

＊ 

岡
本
謙
次
郎　

美
術
評
論
家

〇
七
月
十
一
日
（
火
）
晴
。
菅
原
国
隆
来
、
新
潮
に
エ
セ
エ
を
連
載
す
る
こ
と
を
依

頼
さ
る　
夜
ひ
と
り
銀
座
に
て
の
む

〇
七
月
十
二
日
（
水
）
晴
。
小
雨
あ
り
。
角
川
書
店
鎗
田
来
。
神
西
清
の
消
息
を
聞

く
、
ま
た
窪
田
啓
作
の
病
め
る
こ
と
を
聞
く
。
銀
座
は
せ
川
の
女
あ
る
じ
中
元
の

挨
拶
に
来
る
。
ふ
ろ
し
き
並
に
玉
木
屋
の
つ
く
だ
煮
を
持
参
す

〇
七
月
十
三
日
（
木
）
雨
。
夜
は
せ
川
に
て
の
む
。
新
古
今
集
宮
内
卿
の
歌
に　
聞

く
や
い
か
に
う
は
の
空
な
る
風
だ
に
も
松
に
音
す
る
習
あ
り
と
は*　
天
明
狂
歌

は
こ
の
技
巧
を
う
ば
ひ
た
る
も
の
也　
心
づ
く
ま
ま
に
記
す　
ま
た
戦
後
フ
ラ
ン

ス
に　

litérature�engagée*�

の
語
あ
り　
意
味
の
文
学
と
訳
せ
ば
如
何　
一
般

に
芸
術
家
は
物
を
作
る　
し
か
る
に
こ
れ
は
物
に
つ
い
て
そ
の
特
定
の
意
味
を
描

く
も
の
也　
あ
る
ひ
は
ア
ン
ガ
ア
ジ
ェ
を
直
訳
し
て
質
に
取
ら
れ
た
文
学
と
で
も

い
ふ
か
契
約
文
学
な
る
べ
し　
方
法
論
的
に
は
意
味
規
定
の
文
学
也　
芸
術
家
は

物
を
作
る
、
作
品
は
物
と
か
ん
が
へ
ら
れ
た
れ
ど
も
今
や
小
説
は
む
し
ろ
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
似
た
り　
世
界
観
を
う
ご
か
す
も
の
也　
小
説
家
は
芸
術
家
な
ん
ぞ
に
は

非
ず　
小
説
の
敵
は
も
は
や
芸
術
に
は
非
ず
し
て
物
理
学
也
（
物
で
あ
り
ま
た
同

時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
た
ら
ん
と
す　
孤
独
と
解
放

－

分
裂　
無
理
の
場
）

 

＊ 

文
中
傍
線
2
カ
所
は
赤
鉛
筆

〇
七
月
十
四
日
（
金
）
晴
。
プ
ツ
サ
ン
岡
野
某
来
、
中
元
の
挨
拶
か
ね
て
借
金
の
催

促
也　
夜
は
せ
川
に
て
の
む　
三
好
達
治
河
上
徹
太
郎
に
逢
ふ

〇
七
月
十
五
日
（
土
）
晴
。
新
潮
社
大
田
美
和
来
こ
の
女
子
は
実
践
国
文
科
出
身
に

し
て
菅
原
国
隆
の
恋
ひ
わ
た
る
と
こ
ろ
の
も
の
也　
河
出
書
房
竹
田
博
来
小
説
大

系
の
印
税
を
持
参
す　
竹
田
を
し
た
が
へ
て
銀
座
は
せ
川
に
て
の
む

〇
七
月
十
六
日
（
日
）
晴
。
邦
訳
エ
ー
リ
ヒ
・
ケ
ス
ト
ナ
ー
「
エ
ミ
ー
ル
と
軽
わ
ざ

師
」
新
潮
社
こ
ど
も
本
を
読
む
、
さ
し
た
る
こ
と
も
無
き
本
な
が
ら
こ
の
筆
法
を

途
は
せ
川
に
て
河
上
徹
太
郎*

に
逢
ひ
吉
田*

に
て
と
も
に
の
む　
松
村
良
一
と
ビ

ン
ゴ
を
こ
こ
ろ
む　
二
回
あ
た
る

 

＊ 

河
上
徹
太
郎　
　

文
芸
評
論
家

 

＊ 

吉
田　

他
に
「
よ
し
田
」
な
ど
の
表
記
あ
り

〇
六
月
二
十
日
（
火
）
雨
の
ち
く
も
り
。
作
品
社
に
お
も
む
き
社
長
山
内
文
三
に
逢

ひ
太
宰
全
集
出
版
の
こ
と
に
つ
き
て
話
す　
栃
木
営
業
八
木
岡
編
集
立
会
ふ　
帰

途
は
せ
川
ノ
ン
シ
ヤ
ラ
ン
プ
ツ
サ
ン
に
て
の
む　
三
島
由
起マ
マ
夫
よ
り
其
著
怪
物
を

贈
ら
る

〇
六
月
二
十
一
日
（
水
）
晴
。
作
品
社
に
て
太
宰
全
集
続
刊
の
件
を
承
諾
す　
檀
一

雄
に
逢
ひ
ス
エ
ヒ
ロ
及
は
せ
川
に
て
の
む

〇
六
月
二
十
二
日
（
木
）
晴
。
文
藝
春
秋
新
社
の
銀
座
五
丁
目
に
移
転
し
た
る
に
つ

き
そ
の
社
屋
を
見
に
行
く　
文
学
界
七
月
号
を
一
閲
す
る
に
篠
舩
続
稾
の
「
二
」

「
三
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
恣
意
に
「
一
」「
二
」
と
掏
り
か
へ
た
る
を
発
見
せ

り　
す
な
は
ち
抗
議
書
を
提
出
す　
社
員
数
名
と
は
せ
川
に
お
も
む
き
ま
た
ノ
ン

シ
ヤ
ラ
ン
に
立
寄
り
さ
ら
ら
ア
ヤ
を
ひ
き
つ
れ
て
三
田
に
至
つ
て
の
む　
連
日
昏

酔
わ
が
生
活
も
ま
た
乱
れ
た
る
か
な
。
こ
の
日
山
形
沢
渡
恒*
よ
り
桜
桃
一
箱
を

贈
ら
る
。
応
酬
ひ
ら
く
よ
り
桜
桃
箱
を
こ
ぼ
れ
た
り
。
ま
た
太
宰
全
集
続
刊
の
件

に
つ
き
津
島
美
知
子*

に
書
を
遣
る

 

＊ 

沢
渡
恒　

詩
人
、
作
家

 

＊ 

津
島
美
知
子　

太
宰
治
夫
人

〇
六
月
二
十
三
日
（
金
）
晴
。
は
な
は
だ
暑
し
。
角
川
書
店
に
お
も
む
き
そ
の
新
刊

書
三
冊
を
贈
ら
る
。
新
潮
社
に
至
り
菅
原
新
田
を
ひ
き
つ
れ
て
銀
座
に
出
で
は
せ

川
に
て
の
む
。
帰
途
ウ
ェ
ス
ト
に
て
小
憩
す
る
に
そ
の
給
仕
の
女
の
平
峯
満*

が

女
な
る
こ
と
を
知
る　
こ
の
日
小
山
書
店
よ
り
代
表
作
全
集
の
印
税
を
送
り
来
る

 

＊
平
峯
満　
「
三
田
文
学
」
に
戯
曲
等
を
寄
稿
、
帝
国
劇
場
に
勤
め
る

〇
六
月
二
十
四
日
（
土
）
晴
。
小
山
清
来
話
、
津
島
美
知
子
の
使
者
と
し
て
ネ
ク
タ

イ
を
届
け
に
来
れ
る
な
り
、
ネ
ク
タ
イ
は
太
宰
治
が
生
前
着
用
せ
る
結
城
紬
の
裂

地
を
も
つ
て
作
り
た
る
も
の
に
て
け
だ
し
形
見
分
な
る
べ
し

〇
六
月
二
十
五
日
（
日
）
晴
。
北
鮮
の
兵
隊
三
十
八
度
線
の
堺
を
越
え
て
南
鮮
に
侵

入
す
。
い
く
さ
ふ
た
ゝ
び
来
ら
ん
と
す

〇
六
月
二
十
六
日
（
月
）
晴
。
前
田
順
敬*

と
と
も
に
は
せ
川
に
お
も
む
く
に
た
ま

た
ま
坂
口
安
吾
菅
原
国
隆
来
る
坂
口
ペ
ニ
シ
リ
ン
病
な
る
が
ご
と
し　
朝
鮮
の
い

く
さ
い
よ
い
よ
急
な
ら
ん
と
す

　

 

＊ 

前
田
順
敬　

前
田
純
敬
（
小
説
家
）
の
こ
と
か

〇
六
月
二
十
七
日
（
火
）
晴
。
今
朝
北
鮮
共
産
軍
京
城
に
攻
め
入
つ
て
こ
れ
を
占
領

す
と
つ
た
ふ
。
新
潮
社
よ
り
文
庫
版
処
女
懐
胎
の
検
印
紙
五
千
枚
送
り
来
る
。
夜

銀
座
は
せ
川
に
お
も
む
き
漫
画
家
横
山
隆
一
泰
三
兄
弟
と
会
飲
す

〇
六
月
二
十
八
日
（
水
）
雨
。
新
潮
社
に
文
庫
の
検
印
を
と
ゞ
け
る
。
角
川
書
店
に

立
寄
り
近
江
屋
に
て
ビ
ー
ル
を
の
む
。
夜
美
術
ク
ラ
ブ
に
し
て
井
伏
鱒
二
の
会
に

お
も
む
く
。
神
楽
手
妻
な
ど
あ
り
て
盛
会
也
。
帰
途
銀
座
に
て
の
み
電
車
を
乗
越

し
て
横
浜
に
至
り
日
本
橋
待
合
か
ね
た
に
泊
る

〇
六
月
二
十
九
日
（
木
）
雨
。
か
ね
た
を
出
て
支
那
町
の
料
理
店
華
勝
楼
に
小
憩
す　

み
や
げ
を
買
ひ
て
帰
る　
山
下
夫
人
す
み
来
た
ば
こ
を
届
け
に
来
れ
る
也　
夜
八

木
岡
英
治
来
話　
将
棋
を
さ
す

〇
六
月
三
十
日
（
金
）
晴
。
銀
座
に
出
で
松
坂
や
に
て
シ
ャ
ツ
を
買
ふ　
は
せ
川
に

て
小
酌　
井
伏
鱒
二
に
逢
ふ　
夜
菅
原
国
隆
来
話　
朝
鮮
の
風
雲
益
々
急
也　
ア

メ
リ
カ
の
海
軍
空
軍
出
動
す

〇
七
月
一
日
（
土
）
晴
。
巌
谷
大
四
竹
田
博
田
中
西
二
郎
来
話
、
安
部
公
房
来
そ
の

鉄
筆
を
ふ
る
ひ
た
る
印
を
持
参
す　
印
や
や
大
に
過
ぐ　
洋
書
に
捺
す
べ
き
蔵
書

印
と
も
な
さ
ば
な
す
べ
し
、
安
部
と
は
せ
川
に
お
も
む
き
小
酌　
ア
メ
リ
カ
兵
朝
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に
贈
つ
て
返
礼
と
す　
朝
鮮
の
い
く
さ
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
敗
北
ほ
と
ん
ど
必
至
な

る
が
ご
と
し　
い
よ
〳
〵
乱
世
を
た
の
し
む
ほ
か
に
策
無
し　
小
国
の
人
民
の
窮

極
の
権
利
な
り

　

 

＊ 

こ
の
日
は
天
気
の
記
載
な
し

〇
七
月
二
十
七
日
（
木
）
昼
晴
。
安
部
公
房
来
話
、
と
も
に
は
せ
川
に
お
も
む
く　

夜
に
入
つ
て
雨　
は
せ
川
に
て
坂
口
安
吾
徳
田
雅
彦
鈴
木
貢
鷲
尾
洋
三
に
逢
ふ　

坂
口
伊
東
に
か
へ
る　
帰
途
安
部
徳
田
並
び
に
遅
れ
て
来
れ
る
菅
原
国
隆
を
伴
ひ

て
新
ば
し
与
平
に
て
小
憩　
菅
原
高
輪
ま
で
送
り
来
る　
新
潮
の
エ
セ
エ
執
筆
を

断
り
た
る
に
依
つ
て
ふ
た
ゝ
び
催
促
の
た
め
に
来
れ
る
也

〇
七
月
二
十
九
日
（
土
）
夜
来
大
雨
。
朝
鮮
の
ア
メ
リ
カ
軍
今
や
敗
色
明
か
也　
昨

夜
お
そ
く
海
老
名
雄
二
来
一
泊　
今
夕
に
至
つ
て
や
う
や
く
辞
去
す　
夜
は
せ
川

に
て
の
む　
菅
原
国
隆
大
田
美
和
来
り
会
し
原
稾
催
促
し
き
り
也

〇
七
月
三
十
日
（
日
）
晴
。
二
日
ふ
り
つ
ゞ
き
の
雨
は
れ
た
り
。
各
所
に
出
水
の
よ

し
、
菅
原
国
隆
来
話　
新
潮
に
エ
セ
エ
を
書
く
こ
と
を
依
頼
さ
れ
を
れ
ど
も
実
際

に
は
九
月
号
よ
り
今
年
末
ま
で
わ
づ
か
四
回
に
し
て
連
載
と
称
し
な
が
ら
そ
の
実

と
も
な
は
ず
意
に
み
た
ざ
れ
ば
こ
れ
を
書
く
に
張
合
な
く
す
な
は
ち
執
筆
を
こ
と

わ
る
、
菅
原
釈
然
た
ら
ざ
る
色
あ
り
、
や
む
を
え
ざ
る
仕
儀
也

〇
七
月
三
十
一
日
（
月
）
晴
。
作
品
社
に
お
も
む
き
八
木
岡
英
治
と
将
棋
を
さ
す　

夜
は
せ
川
に
て
三
島
由
紀
夫
鈴
木
貢
ら
と
逢
ひ
さ
ら
に
エ
ス
ポ
ー
ル
に
て
の
む
、

昼
角
川
源
義
来　
角
川
文
庫
に
て
太
宰
治
斜
陽
を
出
版
す
る
に
つ
き
余
の
太
宰
治

昇
天
を
収
録
し
た
し
と
い
ふ　
す
な
は
ち
こ
れ
を
許
す

〇
八
月
一
日
（
火
）
晴
。
文
藝
春
秋
社
に
お
も
む
き
た
る
に
坂
口
安
吾
先
日
の
小
岩

の
あ
そ
び
を
安
吾
巷
談
に
書
き
実
名
入
に
て
あ
ら
ぬ
こ
と
を
も
口
走
り
た
る
よ
し　

池
島
信
平*

の
話
也　
安
吾
の
悪
癖
こ
ま
つ
た
や
つ
也

 

＊ 

池
島
信
平　

文
藝
春
秋
社
の
編
集
者

〇
八
月
二
日（
水
）晴
。
田
中
西
二
郎
来
つ
て
そ
の
訳
著
メ
ル
ヴ
ィ
ル
白
鯨
を
示
す
、

し
か
る
に
そ
の
書
に
伊
藤
整*

の
序
文
あ
り
て
田
中
の
略
歴
を
記
し
中
に
余
の
森

鴎
外
に
田
中
の
思
考
の
あ
と
あ
り
と
い
へ
り
、
い
や
な
き
も
ち
を
禁
じ
が
た
し
、

余
の
森
鴎
外
に
は
田
中
の
思
考
の
あ
と
無
し
、
余
と
田
中
と
は
こ
と
ご
と
に
意
見

相
反
す
、
鴎
外
を
論
ず
る
に
あ
た
り
部
分
的
に
は
結
果
と
し
て
見
解
の
一
致
す
る

こ
と
は
あ
れ
ど
も
思
考
の
筋
道
は
た
が
ひ
に
相
違
す
、
そ
の
相
違
が
余
と
田
中
と

の
個
人
的
附
合
の
場
な
り
き
、
伊
藤
こ
の
消
息
を
知
ら
ず
し
て
み
だ
り
に
暴
言
を

吐
く
、
ほ
と
ん
ど
中
傷
に
似
た
り
、
し
か
も
こ
れ
を
田
中
の
訳
著
に
記
載
す
る
に

至
つ
て
は
む
ち
や
也　
余
が
森
鴎
外
の
論
稾
を
草
し
た
る
当
時
田
中
は
単
に
鴎
外

全
集
を
他
よ
り
借
り
る
た
め
に
奔
走
の
労
を
と
り
た
る
に
止
ま
る
。
伊
藤
の
言
事

実
に
当
ら
ず
、右
に
つ
き
田
中
よ
り
釈
明
あ
り
た
れ
ど
も
余
心
中
に
釈
然
と
せ
ず
、

本
は
す
で
に
発
売
中
な
れ
ば
如
何
と
も
し
が
た
し
、
田
中
辞
去
の
の
ち
直
ち
に
田

中
宛
に
は
が
き
に
て
絶
交
を
い
ひ
や
る
、
此
の
如
き
も
の
出
入
さ
し
と
め
也
、
あ

と
味
よ
か
ら
ず
、
人
間
附
合
め
ん
だ
う
也

 

＊ 

伊
藤
整　

小
説
家
、
詩
人
、
文
芸
評
論
家

〇
八
月
三
日
（
木
）
雨
。
夜
徳
田
雅
彦
鷲
尾
洋
三
と
は
せ
川�

ノ
ン
シ
ャ
ラ
ン�

ブ
ー

ケ
に
て
の
む　
豪
雨
に
濡
れ
て
か
へ
る

〇
八
月
四
日
（
金
）
雨
。
高
橋
清
次
来
話
。
河
盛
好
蔵
よ
り
そ
の
翻
訳
本
二
十
五
時

を
贈
ら
る
、
こ
れ
ル
ー
マ
ニ
ヤ
人
ヴ
ィ
ル
ヂ
ル
・
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
の
小
説
也

〇
八
月
五
日
（
土
）
晴
に
向
へ
る
か
と
お
も
ふ
に
夜
に
入
つ
て
ま
た
雨
な
り　
夕
方

銀
座
に
出
で
ん
と
し
て
バ
ス
に
乗
り
た
る
に
八
田
元
夫*

に
逢
ふ　
新
協
劇
団
に

属
す
る
よ
し　
は
せ
川
に
て
河
上
徹
太
郎
井
上
流
は
ん*

を
携
へ
来
り
歓
談
数
刻

 

＊ 

八
田
元
夫　

演
出
家
・
劇
作
家

 

＊ 

は
ん　

上
方
舞
の
舞
踊
家
、
武
原
は
ん
の
こ
と
と
思
わ
れ
る

〇
八
月
七
日
（
月
）
晴
。
講
談
社
高
橋
清
次
来
、
と
も
に
深
川
宮
川
に
お
も
む
く　

も
つ
て
コ
ン
ミ
ユ
ニ
ス
ト
少
年
物
語
を
書
か
ば
お
も
し
ろ
か
る
べ
し
と
お
も
ふ

〇
七
月
十
七
日（
月
）晴
。
窪
田
啓
作
来
話
。
か
ね
て�Albert�Cam

us�:�L’Etranger�
を
借
覧
し
た
き
む
ね
を
い
ひ
た
る
に
そ
の
本
を
持
参
し
て
示
さ
る
。
窪
田
頭
痛
に

て
銀
行
を
休
み
静
養
中
な
り
と
い
ふ　
夜
は
せ
川
に
の
み
河
上
徹
太
郎
に
逢
ひ
と

も
に
プ
ウ
サ
ン
に
お
も
む
く
乱
酔　
言
語
道
断
ま
た
し
て
も
わ
が
生
活
の
み
だ
れ

わ
れ
な
が
ら
目
も
あ
て
ら
れ
ず

〇
七
月
十
八
日
（
火
）
晴
。
炎
暑
書
を
読
む
に
も
の
う
し
、管マ
マ
原
国
隆
新
田
敞
来
話
、

菅
原
伊
東
に
お
も
む
き
坂
口
安
吾
を
た
づ
ね
た
る
に
坂
口
の
ペ
ニ
シ
リ
ン
病
回
復

せ
り
と
語
る　
余
け
ふ
よ
り
数
日
酒
を
し
り
ぞ
け
て
な
に
か
書
く
こ
と
に
決
心
す

し
か
る
に
夕
刻
菅
原
国
隆
ふ
た
ゝ
び
来
る
、
す
な
は
ち
こ
れ
を
た
づ
さ
へ
て
は
せ

川
に
お
も
む
き
て
小
酌
。
夜
和
田
傳*
と
閑
談　
朝
鮮
の
戦
局
ア
メ
リ
カ
に
非
な

る
こ
と
を
い
ひ
て
大
笑
す

 

＊ 

和
田
傳　

小
説
家

〇
七
月
二
十
日
（
木
）
晴
。
文
芸
家
協
会
よ
り
全
国
書
房
の
印
税
の
一
部
を
送
り
来

る
。
講
談
社
に
お
も
む
き
高
橋
清
次
に
逢
ひ
福
永
武
彦*
安
部
公
房
の
原
稾
の
件

に
つ
き
て
話
す
、
帰
途
文
藝
春
秋
社
に
寄
り
て
鈴
木
貢
と
銀
座
に
て
ビ
ー
ル
を
の

む　
夜
に
入
つ
て
ひ
と
り
深
川
に
お
も
む
き
宮
川
に
て
小
酌
す　
曼
魚
子
に
逢
ひ

「
七
拳
図
式
」*

を
示
さ
る

 

＊ 

福
永
武
彦　

小
説
家
、
詩
人

 

＊ 

七
拳
図
式　

江
戸
後
期
の
滑
稽
本
、
西
村
源
六
著
。
竹
林
の
七
賢
の
名
を
呼
ん
で
勝
負
す
る
拳

〇
七
月
二
十
一
日
（
金
）
晴
。
新
潮
大
田
美
和
来
話
、
菅
原
よ
り
大
田
に
托
し
て
カ

ナ
デ
ィ
ア
ン
ク
ラ
ブ
一
壜
贈
ら
る
、
角
川
書
店
鎗
田
来
話
、
山
下
夫
人
す
み
来　

よ
ね
夫
人
と
と
も
に
白
木
屋
に
お
も
む
き
放
出
物
資
あ
れ
こ
れ
購
ひ
か
へ
る
、
余

終
日
家
居
カ
ミ
ュ
・
レ
ト
ラ
ン
ヂ
ェ
読
了
、
お
も
し
ろ
し
、
然
れ
ど
も
余
は
む
し

ろ
ペ
ス
ト
を
採
ら
む　
但
ペ
ス
ト
と
比
較
し
て
論
ず
る
は
当
ら
ず　
こ
の
原
文
甚

だ
平
易
に
し
て
ペ
ス
ト
よ
り
も
読
み
易
し

〇
七
月
二
十
二
日
（
土
）
晴
。
夜
は
せ
川
に
て
徳
田
鈴
木
鷲
尾
中
戸
川
と
相
会
し
と

も
に
新
宿
道
草
お
梅
の
店
に
お
も
む
く　
お
梅
狡
猾
に
し
て
勘
定
べ
ら
ぼ
う
也

〇
七
月
二
十
四
日
（
月
）
晴
。
菅
原
国
隆
来
話
、
原
稾
依
頼
也
、
夜
は
せ
川
に
お
も

む
き
た
る
に
坂
口
安
吾
あ
り　
文
藝
春
秋
社
員
と
と
も
に
小
岩
な
る
東
京
パ
レ
ス

に
行
か
む
と
す
る
と
こ
ろ
也
と
い
ふ　
け
だ
し
安
吾
巷
談
の
た
め
に
探
訪
記
事
を

取
ら
む
と
す
る
も
の
也　
す
な
は
ち
そ
の
自
動
車
に
同
乗
し
て
小
岩
に
向
ふ　
林

芙
美
子*

も
ま
た
同
行
す　
東
京
パ
レ
ス
は
田
圃
の
中
に
あ
り
元
精
巧
社
女
子
寮

の
建
物
に
し
て
今
日
は
売
笑
婦
の
巣
窟
な
れ
ど
も
そ
の
う
す
ぎ
た
な
き
あ
り
さ
ま

宛
然
書
生
の
寄
宿
舎
に
似
た
り　
娼
婦
の
数
は
百
七
十
人
に
し
て
夜
毎
に
三
十
人

づ
つ
附
属
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
出
場
す
と
い
ふ　
す
な
は
ち
ホ
ー
ル
を
見
物
す　

バ
ン
ド
五
人
客
ま
ば
ら
に
て
貧
弱
笑
を
発
せ
し
む　
ダ
ン
ス
は
九
時
に
終
り
そ
れ

よ
り
娼
婦
の
部
屋
に
入
る
、
余
が
敵
は
三
棟
三
十
番
の
京
子
に
し
て
大
正
九
年
生

三
十
歳
と
聞
く
、
一
時
間
ほ
ど
ゐ
て
一
同
引
揚
ぐ
、
こ
の
東
京
パ
レ
ス
に
は
永
井

荷
風*

を
り
を
り
通
ひ
来
る
と
ぞ
、
パ
レ
ス
内
部
に
は
焼
鳥
屋
喫
茶
店
す
し
屋
髪

床
ま
で
軒
を
な
ら
べ
場
末
の
市
場
に
似
た
り　
小
岩
は
蚊
の
名
所
に
て
一
に
蚊
岩

と
い
ふ
と
か

 

＊ 

林
芙
美
子　

小
説
家
、
詩
人

 

＊ 

永
井
荷
風　

小
説
家

〇
七
月
二
十
五
日
（
火
）
晴
。
夜
は
せ
川
に
て
徳
田
雅
彦
鈴
木
貢
と
逢
ひ
さ
ら
に
バ
ア

二
軒
を
の
み
あ
る
く　
朝
鮮
の
い
く
さ
に
ア
メ
リ
カ
軍
し
き
り
に
負
け
つ
づ
く　
日

本
の
運
命
い
か
ゞ
な
る
べ
き
か
考
へ
て
も
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
こ
と
だ
け
は
明
白
也

〇
七
月
二
十
六
日
（
水
）*�

菅
原
国
隆
大
田
美
和
来
話
、
原
稾
依
頼
也
、
加
治
木
智

種
よ
り
ビ
ー
ル
一
ダ
ー
ス
を
贈
ら
る
、
加
治
木
の
草
し
た
る
実
話
海
賊
物
語
を
文

藝
春
秋
に
紹
介
し
た
る
に
つ
き
そ
の
謝
礼
也　
す
な
は
ち
M
J
B
一
缶
を
加
治
木
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酔
ひ
臥
し
て
日
ご
ろ
の
疲
労
を
わ
す
れ
た
り　

閑
に
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
オ�La�

diffi
culté�d’être�

を
読
む
に
こ
れ
ま
た
一
篇
の
好
読
物
な
り
き
、
コ
ク
ト
オ
五
十

代
を
過
ぎ
て
死
の
は
な
は
だ
遠
か
ら
ざ
る
こ
と
を
感
ず
と
い
ふ
、
コ
ク
ト
オ
は

一
八
八
九
年
の
生
れ
な
り
、
余
一
八
九
九
年
を
も
つ
て
生
る
、
コ
ク
ト
オ
が
五
十

代
を
過
ぎ
た
る
と
お
な
じ
度
合
に
て
余
は
四
十
代
を
過
ぎ
た
り　
余
性
疎
懶
い
ま

だ
死
の
近
づ
け
る
こ
と
を
お
ぼ
え
ず　
茫
々
然
と
し
て
白
昼
の
夢
に
ふ
け
る　
笑

ふ
べ
き
の
み

〇
九
月
四
日
（
月
）
晴
。
昨
日
ジ
ェ
ー
ン
駘マ
マ

風
と
い
ふ
も
の
阪
神
地
方
を
お
そ
ひ
た

り
と
聞
け
ど
今
朝
東
京
の
空
爽
か
な
り
。
中
央
公
論
社
女
記
者
二
名
来
、
原
稾
依

頼
な
り
、
夜
文
藝
春
秋
の
徳
田
鈴
木
田
川
中
戸
川
と
銀
座
よ
り
新
宿
に
わ
た
つ
て

の
む

〇
九
月
五
日
（
火
）
晴
。
新
潮
社
新
田
敞
来
、森
鴎
外
集
一
冊
の
監
修
を
依
頼
さ
る
、

河
盛
好
蔵
も
ま
た
こ
れ
に
参
画
す
る
よ
し
、
短
篇
の
稾
を
起
し
た
れ
ど
も
遅
々
と

し
て
す
す
ま
ず

〇
九
月
七
日
（
木
）
晴
。
河
出
書
房
竹
田
博
来　
島
尾
敏
雄
の
書
下
し
小
説
三
百
枚

を
持
参
し
て
閲
読
を
乞
は
る
、
あ
づ
か
り
お
く
、
夜
は
せ
川
に
て
小
酌

〇
九
月
十
二
日
（
火
）
曇
小
雨
。
駘マ
マ
風
来
ら
ん
と
し
て
方
向
を
転
じ
九
州
の
方
に
襲

ひ
行
く
ら
し
と
つ
た
ふ
。
先
日
よ
り
小
説
の
稾
を
お
こ
し
た
る
が　
け
ふ
深
夜
に

お
よ
ん
で
や
う
や
く
成
る
。
梟
二
十
八
枚
。
別
冊
文
藝
春
秋
に
寄
せ
む
と
欲
す

　
上
段
：
梟　
二
十
八
枚

〇
九
月
十
三
日
（
水
）
晴
。
文
藝
春
秋
別
冊
に
梟
を
わ
た
す
。
夜
檀
一
雄
徳
田
雅
彦
鈴

木
貢
ほ
か
数
名
と
銀
座
に
て
の
む　
の
む
こ
と
数
軒
に
わ
た
つ
て
深
夜
に
か
へ
る

〇
九
月
十
四
日
（
木
）
晴
。
河
出
書
房
竹
田
博
に
島
尾
敏
雄
書
下
し
原
藁
を
か
へ
し

て
そ
れ
を
出
版
す
べ
き
こ
と
を
い
ふ
、
神
田
に
お
も
む
き
て
岩
波
書
店
に
て
理
化

学
辞
典
ほ
か
二
冊
を
購
ふ　
帰
途
銀
座
に
て
三
原
及
は
せ
川
に
て
の
む　
時
事
通

信
に
て
井
上
勇
の
ア
メ
リ
カ
に
お
も
む
け
る
こ
と
を
聞
く

〇
九
月
十
六
日
（
土
）
晴
。
三
越
劇
場
に
て
俳
優
座
所
演
令
嬢
ジ
ュ
リ
ー
を
観
る
。

千
田
是
也*

の
一
人
芝
居
の
み
。事
務
所
に
て
久
保
田
万
太
郎
伊
藤
熹
朔*
に
逢
ふ
。

帰
途
小
林
秀
雄*

三
好
達
治
井
伏
鱒
二
河
盛
好
蔵
永
井
龍
雄マ
マ

と
新
ば
し
若
竹
お
よ

び
カ
ー
ボ
ン
に
て
の
む　
昨
十
五
日
夜
は
坂
口
安
吾
檀
一
雄
と
銀
座
に
て
数
軒
に

わ
た
つ
て
痛
飲　
こ
の
と
こ
ろ
酒
と
縁
は
切
れ
ざ
る
が
ご
と
し

 

＊ 

千
田
是
也　

演
出
家
、
俳
優

 

＊ 

伊
藤
熹
朔　

舞
台
美
術
家
、
美
術
監
督
。
千
田
是
也
の
兄

 

＊ 

小
林
秀
雄　

文
芸
評
論
家

〇
九
月
十
八
日
（
月
）
雨
の
ち
晴
。
新
潮
社
小
林
博
菅
原
国
隆
の
案
内
に
て
新
宿
セ

ン
ト
ラ
ル
に
ス
ト
リ
ツ
プ
シ
ョ
オ
を
観
る
。
ヒ
ロ
セ
元
美
を
楽
屋
に
訪
ふ
、
帰
途

酒
場
い
す
ず
に
て
の
む

〇
九
月
十
九
日
（
火
）
晴
。
越
後
国
三
条
の
筆
師
渡
辺
健
一
郎
と
い
ふ
も
の
岸
田
國

士*

紹
介
に
て
訪
ね
来
る
、
す
な
は
ち
リ
ス
一
本
イ
タ
チ
一
本
、
ヒ
ツ
ジ
大
小
二

本
を
購
ふ
、
ヒ
ツ
ジ
の
芯
に
黒
き
剛
毛
を
入
れ
た
る
は
猪
毛
な
る
よ
し
、
筆
の
毛

は
貂
を
以
て
よ
し
と
す
、
但
貂
の
尾
の
み
を
取
る
ゆ
え
高
価
な
り
と
ぞ　
渡
辺
氏

は
三
条
の
名
家
に
て
先
代
よ
り
筆
師
也　
鉄
斎*

む
か
し
そ
の
家
に
泊
り
て
今
に

遺
墨
を
と
ゞ
む
と
健
一
郎
咄

 

＊ 

岸
田
國
士　

劇
作
家
、
小
説
家
、
翻
訳
家
、
演
出
家

 

＊ 

鉄
斎　

富
岡
鉄
斎
。
幕
末
〜
大
正
期
の
文
人
画
家
、
儒
学
者

〇
九
月
二
十
一
日(

木)

晴
。
上
野
美
術
館
に
し
て
新
制
作
派
展
覧
会
ヴ
ェ
ル
ニ
サ
ー

ジ
ュ*

を
見
る
、
帰
途
は
せ
川
に
お
も
む
く
に
徳
田
雅
彦
中
戸
川
宗
一
と
逢
ひ
さ

ら
に
カ
ー
ボ
ン
、
エ
ス
ポ
ア
ル
を
め
ぐ
つ
て
の
む　
林
芙
美
子
北
原
武
夫
と
逢
ふ　

 

＊ 

ヴ
ェ
ル
ニ
サ
ー
ジ
ュ　

内
覧
会
の
こ
と

〇
九
月
二
十
二
日
（
金
）
と
き
ど
き
雨
。
新
潮
大
田
美
和
来
話

女
中
梅
と
い
ふ
も
の
と
ぼ
け
た
や
つ
に
て
お
も
し
ろ
し　
本
名
新
井
光　
浅
草
冨

士
学
校
出
身
の
よ
し　
宮
川
に
て
座
敷
の
あ
く
の
を
待
つ
間
に
八
幡
境
内
を
あ
る

く　
昔
日
の
お
も
か
げ
無
し　
帰
途
は
せ
川
に
寄
る　
灘
万
は
ん
に
逢
ふ
ま
た
ノ

ン
シ
ャ
ラ
ン
に
寄
る　
あ
や
と
新
ば
し
に
て
そ
ば
を
食
ふ　
こ
の
日
菅
原
国
隆
来

話　
新
潮
に
エ
セ
エ
執
筆
を
依
頼
さ
る

〇
八
月
八
日
（
火
）
晴
。
高
島
屋
に
て
欧
米
絵
画
展
覧
会
を
観
る
。
お
ほ
く
小
品
に

し
て
中
に
つ
き
レ
バ
ル
ク
の
裸
婦
色
彩
み
ご
と
也
。
事
務
所
に
て
読
売
新
聞
社
員

と
語
る
。
ア
メ
リ
カ
は
共
産
党
弾
圧
に
夢
中
な
れ
ど
も
絵
は
ヘ
タ
ク
ソ
也
と
い
ひ

て
笑
ふ　
帰
途
文
藝
春
秋
に
立
寄
り
徳
田
鈴
木
中
戸
川
印
南
と
は
せ
川
に
て
の
む　

菅
原
新
田
そ
の
場
に
在
り
群
像
川
島
ま
た
来
り
会
し
閑
談
数
刻

〇
八
月
十
日
（
木
）
晴
。
原
稾
筆
す
す
ま
ず
夜
ま
た
は
せ
川
に
て
の
む
、
島
中
鵬
二

と
逢
ふ
、
徳
田
雅
彦
と
ノ
ン
シ
ャ
ラ
ン
に
て
小
酌

〇
八
月
十
八
日
（
金
）
晴
、
夜
来
小
説
の
稾
を
書
き
つ
ぎ
今
朝
や
う
や
く
成
る
、
妖

女
五
十
二
枚　
群
像
大
久
保
の
来
れ
る
に
こ
れ
を
わ
た
す
群
像
十
月
号
に
寄
す
る

も
の
也　
窪
田
啓
作
来
歓
談
数
刻　
夜
は
せ
川
に
お
も
む
く　
徳
田
雅
彦
鈴
木
貢

と
ロ
ー
タ
リ
ー
及
エ
ス
ポ
ア
ル
に
て
の
む　
エ
ス
ポ
ア
ル
に
て
十
二
時
す
ぎ
に
ア

メ
リ
カ
人
三
名
押
込
に
入
り
来
る
北
原
武
夫
と
と
も
に
こ
れ
を
逐
ふ　
徳
田
来
泊

　
上
段
：
妖
女　
五
十
二
枚

〇
八
月
二
十
一
日
（
月
）
曇
、
褥マ
マ
暑
は
な
は
だ
し
、
菅
原
国
隆
来
安
部
公
房
来
、
夜

は
せ
川
に
て
の
む　
中
島
健
蔵
清
水
昆マ
マ
永
井
龍
男
三
好
達
治
と
逢
ふ　
け
ふ
安
部

と
は
も
つ
ぱ
ら
画
の
話
に
て
ガ
ッ
シ
ュ�

フ
ロ
タ
ー
ジ
ュ
に
つ
き
て
論
ず　
し
か

る
に
夜
は
ま
た
清
水
昆マ
マ
と
は
日
本
画
の
話
に
な
れ
り

〇
八
月
二
十
二
日
（
火
）
晴
、
群
像
高
橋
清
次
来
原
稾
料
持
参
す　
夜
は
せ
川
に
お

も
む
く　
池
島
信
平
ほ
か
井
伏
三
好
河
上
と
逢
ふ

〇
八
月
二
十
九
日
（
火
）
曇
小
雨
、
夜
来
牛
込
二
葉
荘
に
て
面
貌
に
つ
い
て
（
夷
齋

筆
談
一
）
を
脱
稾
三
十
枚　
い
く
さ
の
の
ち
は
じ
め
て
書
き
た
る
エ
セ
エ
也　
二

葉
荘
に
て
は
じ
め
て
久
保
田
万
太
郎*

に
逢
ふ
、
前
夜
窪
田
啓
作
来　
窪
田
サ
ル

ト
ル
の
翻
訳
を
新
潮
に
寄
す
と
い
ふ　
余
の
筆
談
も
ま
た
新
潮
に
連
載
す
べ
き
も

の
也

　
上
段
：
面
貌
に
つ
い
て　
三
十
枚　
夷
齋
筆
談
一

 

＊ 

久
保
田
万
太
郎　

小
説
家
、
劇
作
家
、
俳
人

〇
八
月
三
十
日
（
水
）
曇
の
ち
晴
。
角
川
源
義
来
角
川
文
庫
よ
り
太
宰
治
斜
陽
を
出

版
せ
る
に
つ
き
そ
の
一
部
を
届
け
来
る　
角
川
の
話
に
堀
辰
雄*

危
篤
に
お
ち
い

り
た
れ
ど
も
や
う
や
く
一
時
の
急
を
取
止
め
た
る
よ
し　
角
川
と
ゝ
も
に
作
品
社

に
お
も
む
き
八
木
岡
英
治
と
将
棋
を
さ
す　
夜
徳
田
雅
彦
鈴
木
貢
と
は
せ
川
ロ
ー

タ
リ
ー
吉
野
鮨
エ
ス
ポ
ア
ル
と
の
み
あ
る
く

 

＊ 

堀
辰
雄　

小
説
家

〇
八
月
三
十
一
日
（
木
）
晴
。
新
宿
紀
国
屋
に
てSartre�:�Les�m

ains�sales,�
Alain*�:�Les�D

ieux�;�Avec�Balzac,�Julien�Benda*�:�Songe�d’Éleuthère�

を
購
ふ
、
帰
途
は
せ
川
に
て
小
酌　
こ
の
朝
中
央
公
論
社
長
島
中
鵬
二
来
原
稾
依

頼
也

 

＊ Alain　

ア
ラ
ン
。
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
評
論
家
（
本
名
：
エ
ミ
ー
ル
＝
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・

シ
ャ
ル
テ
ィ
エ
）

 

＊ Julien B
enda　

ジ
ュ
リ
ア
ン
・
バ
ン
ダ
。
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
小
説
家

〇
九
月
一
日
（
金
）
晴
。
上
野
美
術
館
に
し
て
二
科
会
展
覧
会
に
お
も
む
く
。
会
場

事
務
室
に
て
東
郷
青
児*

藤
川
栄
子
野
間
仁
根*

安
部
公
房
と
逢
ふ
、
帰
途
安
部
夫

妻
を
た
づ
さ
へ
て
は
せ
川
に
て
の
む
、
さ
ら
に
藤
川
栄
子
を
高
田
馬
場
な
る
そ
の

家
に
訪
ふ　
酒
を
酌
み
て
深
更
に
お
よ
び
や
う
や
く
か
へ
る

 

＊ 

東
郷
青
児
、
野
間
仁
根　

と
も
に
洋
画
家

〇
九
月
三
日
（
日
）
晴
。
昨
日
小
石
川
も
み
ぢ
に
泊
り
て
今
日
か
へ
る
。
一
日
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＊ H
enri Troyat　

ア
ン
リ
・
ト
ロ
ワ
イ
ヤ
。
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家
、
伝
記
作
家
、
随
筆
家

 

＊ 

田
辺
茂
一　

紀
伊
国
屋
書
店
創
業
者

 

＊ 

八
木
義
徳
、
野
口
富
士
男　

い
ず
れ
も
小
説
家

〇
十
月
十
日
（
火
）
雨
。
大
門
一
男
来
。
原
稾
催
促
也
、
安
部
公
房
来
話
、
新
居
の

造
作
を
み
づ
か
ら
按
配
す
る
苦
心
を
語
る
、
安
部
の
先
日
持
参
せ
る
小
説
草
稾
を

批
評
し
て
返
す

〇
十
月
十
一
日
（
水
）
あ
か
つ
き
雨
や
ま
ず
、
夜
来
お
と
し
ば
な
し
管
仲
二
十
枚
稾
成

る
、
夜
は
せ
川
に
て
徳
田
雅
彦
と
逢
ひ
さ
ら
に
門
お
よ
び
エ
ス
ポ
ア
ル
に
て
の
む

　
上
段
：
お
と
し
ば
な
し
管
仲　
二
十
枚

〇
十
月
十
二
日
（
木
）
曇
。
大
門
一
男
来
、お
と
し
ば
な
し
管
仲
の
草
稾
を
わ
た
す
、

大
門
余
の
も
と
に
来
る
こ
と
三
年
こ
の
た
び
は
じ
め
て
寄
稾
の
約
を
果
す　
小
説

公
園*

に
掲
載
す
べ
き
も
の
也　
新
潮
よ
り
一
万
円
借　
大
田
美
和
こ
れ
を
持
参

す　
大
田
を
つ
れ
て
は
せ
川
に
お
も
む
き
た
る
に
菅
原
国
隆
た
ま
た
ま
来
り
会
す　

さ
ら
に
カ
ー
ボ
ン
に
て
の
む

 

＊ 

小
説
公
園　

文
芸
誌
。
六
興
出
版
発
行

〇
十
月
十
三
日
（
金
）
晴
。
夕
読
売
ホ
ー
ル
に
て
笈
田
幸マ
マ

吉
門
下
生
の
ピ
ヤ
ノ
演
奏

会
あ
り
、
窪
田
啓
作
娘
眞
樹
子
七
才
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
を
弾
き
ま
た
自
ら
作
曲

せ
る
小
曲
を
弾
く
、
す
な
は
ち
こ
の
会
に
お
も
む
く
、
少
女
ち
と
の
才
あ
る
に
似

た
り　
帰
途
は
せ
川
に
て
眞
樹
子
窪
田
夫
妻
及
加
藤
周
一
夫
妻
と
小
宴　
眞
樹
子

に
清
月
堂
の
菓
子
を
贈
る

〇
十
月
十
六
日
（
月
）
晴
、
菅
原
国
隆
来
話
、
大
門
一
男
来
話
、
お
と
し
ば
な
し
原

稾
料
持
参
。
よ
ね
と
と
も
に
大
映
試
写
室
に
て
ダ
ニ
イ
・
ケ
イ
主
演
映
画
な
ん
と

か
を
観
る
、
帰
途
花
馬
車
に
て
小
憩　
よ
ね
を
か
へ
す
、
は
せ
川
に
て
徳
田
雅
彦

鈴
木
貢
と
逢
ひ
さマ

マら
ロ
ー
タ
リ
イ
に
て
の
む

〇
十
月
十
七
日
（
火
）
晴
。
銀
座
に
て
シ
ャ
ツ
を
買
ふ
。
夜
徳
田
雅
彦
鈴
木
貢
と
若

竹
カ
ー
ボ
ン
に
て
の
み
さ
ら
に
エ
ス
ポ
ア
ル
銀
馬
車
に
お
も
む
く
。
エ
ス
ポ
ア
ル

に
て
林
房
雄*

北
原
武
夫
井
上
友
一
郎*

に
逢
ふ　
い
さ
さ
か
酒
に
つ
か
れ
た
り

 

＊ 

林
房
雄　

小
説
家
、
文
芸
評
論
家

 

＊ 

井
上
友
一
郎　

小
説
家

〇
十
月
二
十
二
日
（
日
）
晴
。
水
道
橋
能
楽
堂
に
て
下
掛
宝
生
会
演
能
を
観
る
、
小

山
書
店
の
招
待
也
、
自
然
居
士
シ
テ
宝
生
九
郎
ワ
キ
松
本
謙
三
。
狂
言
米
市
野
村

万
蔵
、
紅
葉
狩
シ
テ
観
世
華
雪
ワ
キ
宝
生
弥
一
、
会
場
に
て
三
好
達
治
に
逢
ひ
と

も
に
神
田
及
新
宿
に
て
の
む

〇
十
月
二
十
三
日
（
月
）
晴
。
菅
原
国
隆
来
話
、
二
十
七
日
夜
の
日
響
演
奏
会
の
切

符
三
枚
を
都
合
し
て
届
け
来
れ
る
也
、
こ
の
演
奏
会
に
は
来
朝
中
の
レ
ヴ
ィ
氏
の

出
演
あ
り
、
レ
ヴ
ィ
氏
の
ピ
ヤ
ノ
先
日
ラ
ヂ
オ
に
て
聴
き
た
る
の
み
な
れ
ど
も
そ

の
ヴ
ィ
ル
チ
ュ
オ
ジ
テ*

感
ず
べ
き
も
の
也　
右
切
符
の
一
枚
を
徳
田
雅
彦
に
お

く
る　
夕
文
藝
春
秋
社
楼
上
に
て
ビ
ー
ル
を
の
む
集
会
に
列
す

 

＊ 

ヴ
ィ
ル
チ
ュ
オ
ジ
テ　

virtuosité　

妙
技
の
意

〇
十
月
二
十
七
日
（
金
）
晴
。
夕
日
比
谷
公
会
堂
に
て
ラ
ザ
ー
ル
・
レ
ヴ
ィ
の
ピ
ヤ

ノ
を
聴
く
、
シ
ュ
ー
マ
ン
協
奏
曲
及
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
妙
技
也　
た
だ
日
響

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
拙
な
る
を
憾
む　
帰
途
徳
田
雅
彦
と
は
せ
川
及
エ
ス
ポ
ア
ル
に

て
の
む　
公
会
堂
に
て
窪
田
啓
作
に
逢
ひ
た
れ
ど
も
出
口
に
て
そ
の
姿
を
見
う
し

な
ひ
た
り

〇
十
月
二
十
八
日
（
土
）
晴
。
先
日
来
書
き
つ
ぎ
た
る
夷
齋
筆
談
三
沈
黙
に
つ
い
て

三
十
二
枚
の
稾
成
る
、
新
潮
十
二
月
号
の
た
め
也　

　
上
段
：
沈
黙
に
つ
い
て　
三
十
二
枚　
夷
齋
筆
談
三

〇
十
月
二
十
九
日
（
日
）
晴
。
三
越
劇
場
に
て
木
下
順
二*

作
夕
鶴
の
上
演
を
観
る
。

ぶ
ど
う
の
会
と
称
す
る
し
ろ
う
と
芝
居
に
て
立
女
形
は
山
本
安
英*

也
。
帰
途
三

好
達
治
市
原
豊
太*

と
ビ
ー
ル
を
の
む　
夜
に
入
つ
て
雨
。

〇
九
月
二
十
四
日
（
日
）
晴
。
高
橋
邦
太
郎*

来
話
。
じ
つ
に
久
し
ぶ
り
の
男
也
、

閑
談
数
刻
、
安
部
公
房
来
話
、
そ
の
小
説
草
稾
持
参
す　
安
部
は
そ
の
住
居
立
退

を
迫
ら
れ
て
困
却
の
よ
し
を
語
る

 

＊ 

高
橋
邦
太
郎　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
職
員
、
翻
訳
家　

石
川
の
小
学
校
時
代
か
ら
東
京
外
国
語
学
校
に
至

る
同
級
生

〇
九
月
二
十
五
日（
月
）晴
。
中
央
公
論
社
長
島
中
鵬
二
来
話
、夜
は
せ
川
に
て
の
む
、

河
上
徹
太
郎
城
左
門*
に
逢
ふ
、
ま
た
芥
川
比
呂
志*

に
逢
ふ
、
芥
川
と
と
も
に
ど

こ
や
ら
の
バ
ー
に
て
の
み
た
る
や
う
に
お
ぼ
ゆ
れ
ど
も
そ
の
後
は
前
後
不
覚
な
り

 

＊ 

城
左
門　

詩
人
・
小
説
家　

城
昌
幸
の
別
名
で
ミ
ス
テ
リ
ー
で
も
活
躍

 

＊ 

芥
川
比
呂
志　

俳
優
・
演
出
家　

芥
川
龍
之
介
の
長
男

〇
九
月
二
十
六
日
（
火
）
晴
。
菅
原
国
隆
新
田
敞
来
話
、
菅
原
に
エ
セ
エ
原
稾
十
三

枚
ま
で
わ
た
す
、
新
潮
に
寄
せ
む
が
た
め
に
書
き
か
け
の
も
の
也
、
新
田
は
鴎
外

集
編
纂
依
頼
也

〇
九
月
二
十
八
日
（
木
）
曇
。
夜
来
エ
セ
エ
娯
楽
に
つ
い
て
三
十
枚
脱
藁
新
潮
大
田

美
和
に
こ
れ
を
わ
た
す　
夜
徳
田
雅
彦
鈴
木
貢
と
は
せ
川
ひ
ら
の
エ
ス
ポ
ー
ル
に

て
の
む

�　
上
段
：
夷
齋
筆
談
二　
娯
楽
に
つ
い
て　
三
十
枚

〇
九
月
三
十
日
（
土
）*�

昨
夜
三
好
達
治
と
ゝ
も
に
新
ば
し
若
竹
及
銀
座
は
せ
川
に

て
の
み
深
夜
帰
宅
す
れ
ば
海
老
名
雄
二
来
泊
す
る
あ
り
、
戸
石
泰
一
新
田
敞
来
話

　

 

＊ 

こ
の
日
は
天
気
の
記
載
な
し

〇
十
月
二
日
（
月
）
曇
。
新
潮
新
田
敞
来
話
、
森
鴎
外
集
上
下
二
巻
の
編
纂
に
つ
い

て
指
定
を
あ
た
ふ
、
夕
四
時
よ
り
東
京
美
術
倶
楽
部
に
し
て
今
日
出
海
の
会
に
お

も
む
く
盛
会
也　
久
保
田
万
太
郎
と
語
る

〇
十
月
三
日
（
火
）
晴
。
安
部
公
房
来
話
、
新
居
に
移
転
せ
る
よ
し
を
告
ぐ
、
但
こ

の
新
居
他
家
の
物
置
な
り
と
い
ふ
、
大
門
一
男*

来
話
、
原
稾
依
頼
也　
大
門
カ

ナ
デ
ィ
ア
ン
ク
ラ
ブ
一
壜
持
参
す　
た
ち
ど
こ
ろ
に
の
む　
新
潮
社
よ
り
森
鴎
外

編
纂
費
若
干
を
届
け
来
る
、
夜
和
田
傳
と
閑
談
、
酒
の
は
な
し
を
聞
く
、
ミ
リ
ン

は
三
河
の
九
重
、
カ
ニ
の
缶
詰
は
Ｆ
20
を
よ
し
と
す
と
い
ふ

 

＊ 

大
門
一
男　

東
宝
を
経
て
六
興
商
事
出
版
部
（
の
ち
の
六
興
出
版
）
を
設
立
。
翻
訳
も
行
う

〇
十
月
四
日
（
水
）
雨
。
神
田
大
屋
書
店
に
て
朱
楽
菅
江*

狂
歌
大
体
源
真
楫*

興
歌

考
を
購
ふ　
帰
途
は
せ
川
に
て
小
酌

 

＊ 

朱
楽
菅
江　

江
戸
後
期
の
戯
作
者
・
狂
歌
師
、『
狂
歌
大
体
』
は
そ
の
著
書
。「
狂
歌
百
鬼
夜
狂
」

（『
夷
齋
清
言
』）
参
照

 

＊ 

源
真
楫　

本
名
林
国
雄
、
江
戸
中
・
後
期
の
国
学
者
。
真
顔
に
狂
歌
を
学
び
、
狂
歌
を
「
興
歌
」

と
呼
ぶ
こ
と
を
主
張
し
た

〇
十
月
六
日
（
金
）
晴
。
夕
六
時
よ
り
ピ
カ
デ
リ
ー
劇
場
に
て
ヘ
ツ
ダ
ガ
ブ
ラ
ー*

の
上
演
を
観
る
、
終
演
後
レ
ヴ
ァ
ン
テ
に
て
千
田
是
也
田
村
秋
子*

ら
と
語
る
。

帰
途
千
田
と
と
も
に
エ
ス
ポ
ー
ル
に
て
の
む

 

＊ 

ヘ
ツ
ダ
ガ
ブ
ラ
ー　

イ
プ
セ
ン
の
戯
曲
『H

edda G
abler

』
の
こ
と
か

 

＊ 

田
村
秋
子　

女
優

〇
十
月
八
日
（
日
）
晴
。
窪
田
啓
作
来
話
。
小
林
博
来
話
、
小
林
は
小
説
新
潮
の

原
稾
依
頼
也
。
窪
田
と
と
も
に
新
宿
紀
国
屋
に
お
も
む
き
フ
ラ
ン
ス
書
を
見

る　

Paul�Claudel*�:��L’oeil�écoute,�Sartre,�Rousset*,�Rosenthal*

：

Entretiens�sur�la�politique,�Alain�:��Les�idées�et�les�âges,�H
enri��

Troyat*�

：L’araigne�

を
購
ふ
、
こ
の
店
の
喫
茶
部
に
て
田
辺
茂
一*

八
木
義
徳*

野
口
冨マ
マ
士
夫マ
マ*

に
逢
ふ

 

＊ Paul C
laudel　

ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
。
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
、
劇
作
家　

外
交
官
と
し
て

駐
日
大
使
も
務
め
た

 

＊ R
ousset　

ダ
ビ
ド
・
ル
セ
。
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
、
政
治
活
動
家

 

＊ R
osenthal　

ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ロ
ー
ゼ
ン
タ
ー
ル
。
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
家
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来
訪
の
よ
し

　
上
段
：
望
楼　
二
十
枚

〇
十
一
月
十
五
日
（
水
）
晴
。
竹
内
読
売
記
者
、
竹
田
博
、
安
部
公
房
来
話　
夜
は

せ
川
に
て
小
酌
こ
の
店
の
た
べ
も
の
近
来
と
く
に
ま
づ
く
な
り
て
舌
こ
れ
に
堪
え

ず
、
不
心
得
也
、

〇
十
一
月
十
六
日
（
木
）
晴
。
小
山
清
来
話
。
一
葉
の
た
け
く
ら
べ
に
倣
つ
て
大
正

版
の
吉
原
を
書
か
ん
と
す
る
よ
し
を
語
る
。
八
木
岡
英
治
よ
り
来
信
、
作
品
社
の

没
落
を
告
ぐ

〇
十
一
月
十
八
日
（
土
）
雨
。
夕
六
時
よ
り
神
田
共
立
講
堂
に
て
ラ
ザ
ー
ル
・
レ

ヴ
ィ
の
告
別
演
奏
会
あ
り
、
よ
ね
と
と
も
に
雨
を
つ
い
て
こ
れ
に
お
も
む
く
、

Couperin*

：Les�Lys�naissants,�Les�Rozeaux.�Schum
ann*

：Kreisleriana.�
Liszt*�:�D

eux�L

マ
マ

egendes.�D
eux�piano�:�M

ozart*�et�Chabrier*.　
連
弾
は
原

智
慧
子
、
安
川
加
寿
子
也　
中
に
つ
い
て
シ
ュ
ー
マ
ン
も
つ
と
も
よ
し
、
帰
途
菅

原
国
隆
お
よ
び
池
亀
某
女
と
ゝ
も
に
銀
座
は
せ
川
に
て
小
酌

 

＊ C
ouperin

（
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ク
ー
プ
ラ
ン
）、Shum

ann

（
ロ
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ー
マ
ン
）、

Liszt

（
フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
）、M

ozart

（
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
マ
デ
ウ
ス
・
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
）、C

habrier

（
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
シ
ャ
ブ
リ
エ
）　

い
ず
れ
も
作
曲
家

〇
十
一
月
二
十
日
（
月
）
晴
あ
た
ゝ
か
也　
島
尾
敏
雄
書
お
ろ
し
小
説
「
贋
学
生
」

の
た
め
に
短
評
一
枚
を
書
き
て
こ
れ
を
河
出
書
房
竹
田
博
に
あ
た
ふ
、
神
保
町
き

や
ん
ど
る
に
お
も
む
き
て
ハ
イ
ボ
ー
ル
を
の
み
小
憩　
扇
二
本
に
句
を
書
き
て
あ

た
ふ　
と
き
に
夕
刻
神
田
の
町
は
な
は
だ
暗
し　
村
口
書
房
に
立
寄
り
て
墨
水
遊

覧
誌*

一
冊
を
購
ふ

 

＊ 

墨
水
遊
覧
誌　

天
保
14
年
、
公
家
徳
大
寺
大
納
言
実
堅
・
日
野
前
大
納
言
資
愛
が
幕
府
船
で

隅
田
川
遊
覧
を
行
っ
た
際
の
記
録
。
両
卿
お
よ
び
幕
府
側
諸
家
の
詩
歌
が
入
る
。
著
者
は
花

屋
敷
鞠
塢
。「
墨
水
遊
覧
」（『
江
戸
文
学
掌
記
』）
参
照

〇
十
一
月
二
十
一
日
（
火
）
晴
、
夜
に
入
つ
て
雨
、
八
木
岡
英
治
来
話　
作
品
社
の

没
落
状
況
を
聴
く
、
将
棋
を
さ
す

〇
十
一
月
二
十
四
日
（
金
）
雨
の
ち
晴
。
菅
原
国
隆
来
、
原
稾
催
促
也
、
安
部
公
房

来
、
そ
の
木
彫
三
点
を
見
せ
ら
る
、
展
覧
会
に
出
品
す
る
よ
し
也

〇
十
一
月
二
十
七
日
（
月
）
雨
。
菅
原
国
隆
来
、
書
き
か
け
の
草
藁
の
一
部
を
わ
た

す
。
斯
波
武
来
、
山
陽*

五
言
絶
句
の
書
幅
を
持
参
す　
こ
れ
を
購
ふ

 

＊ 

山
陽　

頼
山
陽
。
江
戸
後
期
の
歴
史
家
・
思
想
家
で
あ
り
、
漢
詩
や
画
も
よ
く
し
た
文
人

〇
十
一
月
二
十
九
日
（
水
）
雨
。
夜
来
新
潮
連
載
の
エ
セ
エ
の
稾
を
書
き
つ
ぎ
暁
に

成
る
。
恋
愛
に
つ
い
て
三
十
五
枚
、
新
年
号
に
寄
稾
せ
む
と
す
、
新
潮
大
田
美
和

来
話
、
す
な
は
ち
原
稾
を
わ
た
す
、
ま
た
新
潮
社
出
版
部
新
田
敞
来
森
鴎
外
集
下

巻
の
目
次
を
わ
た
す
、
夜
大
雨
の
中
に
藤
川
栄
子
耀
子
の
母
子
来
話
閑
談
数
刻
こ

れ
が
帰
る
を
門
に
送
れ
ば
月
明
か
也

　
上
段
：
恋
愛
に
つ
い
て　
三
十
五
枚

〇
十
一
月
三
十
日
（
木
）
晴
。
大
田
美
和
原
稾
料
を
と
ゞ
け
来
る　
夜
窪
田
啓
作
来

話
、
新
潮
社
よ
り
カ
ミ
ュ
の
エ
ト
ラ
ン
ヂ
ェ*

の
翻
訳
を
依
頼
さ
れ
た
る
に
つ
き

そ
の
挨
拶
也　
窪
田
か
へ
ら
ん
と
す
る
に
ま
た
雨
ふ
り
は
じ
む　
ち
か
ご
ろ
天
候

さ
だ
ま
ら
ず
寒
さ
や
う
や
く
迫
る

 

＊ 

エ
ト
ラ
ン
ヂ
ェ　
『
異
邦
人
』

〇
十
二
月
一
日
（
金
）
雨
。
長
野
県
小
諸
町
荒
町
二
葉
楽
器
店
よ
り
余
の
小
照
二
葉

送
り
来
る　
さ
き
ご
ろ
文
芸
列
車
に
て
そ
の
地
に
あ
そ
び
た
る
を
り
ひ
と
の
撮
影

し
た
る
も
の
也　
夜
は
は
せ
川
に
て
小
酌

〇
十
二
月
六
日
（
水
）
晴
。
昨
日
井
澤
義
雄
神
戸
よ
り
来
泊
、
昨
夜
井
澤
を
と
も
な
ひ

て
は
せ
川
に
て
の
む
に
徳
田
雅
彦
に
会
ひ
と
も
に
ジ
ャ
ポ
ン
、
エ
ス
ポ
ア
ル
に
て

小
酌
深
夜
か
へ
る　
徳
田
も
ま
た
来
泊
す　
は
せ
川
に
て
う
な
ぎ
の
看
板
を
書
く　

う
な
き
も
あ
り
て
は
せ
川
の
酒　
た
れ
か
に
あ
と
を
つ
け
て
も
ら
ふ
つ
も
り
也

 
＊ 

木
下
順
二　

劇
作
家
、
演
劇
評
論
家

 
＊ 
山
本
安
英　

女
優
、
朗
読
家

 

＊ 

市
原
豊
太　

フ
ラ
ン
ス
文
学
者
、
随
筆
家

〇
十
月
二
十
九
日*

（
月
）
曇
。
東
宝
試
写
室
に
て
フ
ラ
ン
ス
映
画
ヴ
ェ
ロ
ー
ヌマ
マ
の

恋
人
を
見
る
、
つ
ま
ら
な
し
、
藤
川
栄
子
桂
ゆ
き
子*

に
逢
ふ　
夜
菅
原
国
隆
徳

田
雅
彦
と
銀
座
の
あ
ち
こ
ち
に
の
む　
深
夜
豪
雨

 

＊ 

二
十
九
日　

三
十
日
の
誤
記
と
思
わ
れ
る

 

＊ 

桂
ゆ
き
子　

桂
ゆ
き
。
画
家
。
初
期
は
ユ
キ
子
と
も
名
乗
っ
て
い
た

〇
十
月
三
十
一
日
（
火
）
雨
。
夕
中
央
大
学
講
堂
に
ラ
ザ
ー
ル
・
レ
ヴ
ィ
の
ピ
ヤ
ノ

演
奏
を
聴
く
、
曲
は
ク
ー
プ
ラ
ン
、
フ
ラ
ン
ク
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
イ
よ
り
は
じ
め
て

フ
ラ
ン
ス
現
代
音
楽
に
お
よ
び
シ
ャ
ブ
リ
エ
に
終
る
。
ヴ
ィ
ル
チ
ュ
オ
ジ
テ
賞
す

る
に
堪
へ
た
り
、
帰
途
同
道
の
徳
田
雅
彦
と
銀
座
に
て
の
む

〇
十
一
月
一
日
（
水
）
晴
。
あ
た
た
か
し
、
小
説
新
潮
小
林
博
来
話
、
原
稾
依
頼
也　

午
後
二
時
よ
り
文
藝
春
秋
新
社
引
越
祝
の
宴
あ
り　
そ
の
宴
に
列
す
、
帰
途
新
宿

紀
之
国
屋
に
立
寄
り
て
フ
ラ
ン
ス
書
を
購
ふ　

Cam
us�:�N

oces�
及�Les�Justes,��

Sartre�:�Les�Jeux�sont�faits�

及�La�Putain�Respectueuse,�
田
辺
茂
一
と
や

き
と
り
屋
に
て
の
み
ま
た
紀
ノ
国
屋
喫
茶
室
に
於
け
る
三
田
文
学
の
会
を
の
ぞ
き

て
匆
々
に
帰
る

〇
十
一
月
二
日
（
木
）
晴
。
夜
三
越
劇
場
に
て
文
学
座
所
演
岸
田
國
士
作
「
道
遠
か

ら
ん
」
を
観
る
。
芸
の
無
き
見
世
物
也
。
坂
口
安
吾
夫
妻
と
廊
下
に
て
逢
ふ
。
坂

口
愛
犬
コ
リ
イ
病
死
せ
り
と
い
ふ
。
芝
居
は
ね
て
の
ち
鍛
冶
町
の
喫
茶
店
に
て
文

人
役
者
お
ほ
ぜ
い
に
て
ビ
ー
ル
を
の
む

〇
十
一
月
六
日
（
月
）
曇
。
文
芸
列
車
と
い
ふ
催
し
に
て
文
藝
春
秋
の
依
頼
に
よ
り

四
日
正
午
東
京
駅
発
信
州
戸
倉
に
む
か
ひ
小
諸
の
藤
村
碑
を
見
て
五
日
夜
帰
る
。

至
る
と
こ
ろ
サ
イ
ン
責
め
に
て
俗
悪
呆
れ
は
て
た
り　
日
本
人
こ
と
ご
と
く
狂
せ

る
か
の
ご
と
き
感
あ
り
、
今
後
か
か
る
催
し
に
は
一
切
参
加
す
べ
か
ら
ず
。
今
朝

新
田
敞
来
、
森
鴎
外
集
上
巻
解
説
七
枚
及
背
徳
者*

訳
稾
を
訂
正
せ
る
も
の
を
手

交
す　
小
諸
の
城
址
公
園
に
て
一
句　
信
濃
路
の
紅
葉
は
早
し
藤
村
碑　
そ
の
他

い
く
つ
か
書
か
さ
れ
た
れ
ど
み
な
忘
れ
た
り
、
帰
来
酒
の
せ
ゐ
も
あ
り
て
い
さ
さ

か
疲
る
、
夜
朱
楽
菅
江
狂
歌
大
体
を
読
了
す

 

＊ 

背
徳
者　

ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
作
品

〇
十
一
月
八
日
（
水
）
晴
。
よ
ね
と
東
宝
映
画
試
写
室
に
フ
ラ
ン
ス
物
のLe�

Torrent�*�

を
観
に
行
き
た
る
に
藤
川
母
娘
お
よ
び
河
辺
健
一
と
逢
ふ
、
転
じ
て

夕
方
よ
り
朝
日
講
堂
に
フ
ラ
ン
ス
将
来
の
映
画
ロ
ダ
ン
及
ゴ
ツ
ホ
を
観
る
。
帰
途

有
楽
町
に
て
藤
川
河
辺
と
も
に
ビ
ー
ル
を
の
み
ま
た
茶
を
喫
し
て
閑
談
す
、
帰
来

す
る
に
留
守
中
の
来
客
に
八
木
岡
英
治
、
中
央
公
論
社
某
女
創
元
社
某
女
及
銀
座

は
せ
川
の
女
主
人
也
、
八
木
岡
は
作
品
社
没
落
の
よ
し
、
は
せ
川
は
昨
日
余
が
そ

の
不
心
得
を
叱
せ
る
が
故
に
挨
拶
の
た
め
の
訪
問
也
、
ツ
ク
ダ
煮
と
カマ

マ
バ
ヤ
を
持

参
す　
岸
田
國
士
よ
り
そ
の
著
「
道
遠
か
ら
ん
」
を
贈
ら
る
、
こ
こ
ま
で
書
き
て

甚
だ
ね
む
た
し

　

 

＊ Le Torrent　

フ
ラ
ン
ス
映
画
『Torrents

』（
邦
題
「
憂
愁
夫
人
」、
1
9
5
0
年
12
月
日

本
公
開
）
の
こ
と
か

〇
十
一
月
九
日
（
木
）
晴
。
菅
原
国
隆
来
話
、
島
中
鵬
二
来
話
。
島
中
は
原
稾
催
促

は
な
は
だ
急
な
れ
ど
も
こ
の
と
こ
ろ
書
く
に
懶
く
気
が
す
す
ま
ざ
る
よ
し
を
答
へ

お
く
、
創
元
社
柚
某
女
来
こ
れ
は
雑
文
の
依
頼
な
り
即
座
に
こ
と
わ
る
、
客
の
た

め
に
い
そ
が
し
く
終
日
出
で
ず
、
夜
カ
ミ
ュN

oces�

読
了　
小
冊
子
な
が
ら
内

容
ゆ
た
か
に
し
て
感
ず
る
と
こ
ろ
少
な
か
ら
ず
、
い
づ
れ
書
く
べ
し

〇
十
一
月
十
三
日
（
月
）
晴
。
十マ

マ
九
日
土
曜
日
の
夜
よ
り
島
中
鵬
二
の
案
内
に
て
牛

込
双
葉
荘
に
泊
り
今
夜
か
へ
る
、「
望
楼
」
二
十
枚
書
く
、
中
央
公
論
特
集
に
寄

せ
む
が
た
め
也
、
双
葉
荘
に
て
井
伏
鱒
二
に
逢
ふ
、
留
守
中
安
部
公
房
島
尾
敏
雄
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〇
十
二
月
三
十
一
日
（
日
）
晴
。
新
宿
紀
ノ
国
屋
に
て　

Albert�Cam
us�:�Le�M

ythe�
de�Sisyphe,�Correspondances

（G
ide*�et�Claudel

）
を
購
ふ
。
銀
座
よ
し

田
に
て
小
酌
そ
ば
を
食
ふ
。
と
き
す
で
に
夕
刻
さ
ら
に
は
せ
川
に
お
も
む
き
ま
た

支
那
料
理
某
亭
に
行
き
最
後
、
ア
カ
ン
サ
ス
を
も
つ
て
本
年
の
飲
み
納
め
と
す
、

こ
の
夜
の
仲
間
は
今
日
出
海
永
井
龍
男
城
左
門
巌
谷
大
四
ブ
ー
チ
ャ
ン
及
徳
田
雅

彦
也　
雑
然
ま
た
陶
然
と
し
て
こ
こ
に
一
年
す
ぎ
た
り

 

＊ G
ide　

ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
（
ジ
イ
ド
）。
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家

　
昭
和
二
十
六
年　
一
九
五
一
年

〇
一
月
一
日
（
月
）
晴
天
寒
は
な
は
だ
し
か
ら
ず
、
家
居
し
て
床
に
鉄
斎
を
掛
け
ひ

と
り
酒
を
酌
む
、
さ
ひ
は
ひ
に
訪
客
の
わ
づ
ら
は
し
き
も
の
無
し
、
夷
齋
筆
談
権

力
に
つ
い
て
続
篇
の
稾
を
起
す　
戯
詠　
初
か
ら
す
い
津
久
の
空
に
翔
け
る
ら
む　

酒
爰
元
に
高
輪
の
春

〇
一
月
二
日
（
火
）
晴
。
終
日
無
事

〇
一
月
三
日
（
水
）
晴
。
ロ
ー
レ
ン
ス
「
息
子
と
恋
人
」（
吉
田
健
一
訳
）
読
了　

最
後
に
母
を
突
き
放
し
て
外
国
に
飛
び
立
つ
や
う
に
書
き
た
ら
ば
よ
か
り
し
な
ら

む　
原
作
の
ま
ま
に
て
は
恋
愛
観
念
は
閉
鎖
さ
れ
た
る
ご
と
く
に
て
お
も
し
ろ
か

ら
ず　
夜
み
き
年
賀
に
来
る
、
海
苔
を
贈
ら
る

〇
一
月
四
日
（
木
）
晴
。
三
越
劇
場
に
て
俳
優
座
公
演
桜
の
園
を
観
る
。
帰
途
三
好

達
治
と
烏
森
若
竹
に
お
も
む
き
ま
た
カ
ー
ボ
ン
に
転
じ
て
の
む　
深
夜
帰
宅　
海

老
名
雄
二
来
泊
こ
い
つ
留
守
中
に
本
を
か
き
ま
は
し
て
不
届
な
奴
也

〇
一
月
五
日
（
金
）
晴
。
海
老
名
か
へ
る
、伊
藤
濱
子
来
話
、カ
ン
ヅ
メ
を
贈
ら
る
。

昨
夜
の
酒
に
て
あ
た
ま
お
も
し

〇
一
月
六
日
（
土
）
晴
。
料
亭
濱
田
女
あ
る
じ
来
話
、
時
津
風
後
援
会
に
入
会
を
た

の
ま
る
。
八
木
岡
英
治
松
村
良
吉
来
話　
つ
い
で
池
田
よ
し
来
ベ
ー
コ
ン
チ
ー
ズ

を
贈
ら
る
、
よ
し
に
ア
カ
ン
サ
ス
宛
紹
介
状
を
書
く

〇
一
月
七
日
（
日
）
曇
。
終
日
家
居
。
夜
佐
々
木
基
一
来
話
。
酒
を
く
み
て
歓
談
時

の
移
る
を
忘
る
、
佐
々
木
は
富
士
見
ヶ
丘
に
家
を
新
築
す
べ
し
と
い
ふ

〇
一
月
八
日
（
月
）
晴
。
小
山
清
来
話
。
元
旦
に
こ
こ
ろ
み
た
る
戯
墨
を
小
山
清
に

托
し
て
津
島
美
知
子
に
贈
る
、
菅
原
国
隆
来
話
、
池
田
よ
し
来
話
、
終
日
客
と
対

談
に
疲
れ
た
り

〇
一
月
十
日
（
水
）
雪
、
雨
ま
じ
り
に
少
し
つ
も
る
。
濱
田
某
女
来
話　
筒
井
よ
し

子
の
う
は
さ
を
聞
く
、
濱
田
よ
り
酒
と
り
貝
セ
ル
リ
を
お
く
ら
る
。
窪
田
啓
作
来

話
。
窪
田
は
現
住
所
の
立
退
要
求
に
て
当
惑
す
と
語
る

〇
一
月
十
一
日
（
木
）
う
す
ぐ
も
り
、
山
川
朝
子
来
話
河
出
書
房
文
藝
編
輯
部
に
つ

と
め
る
こ
と
に
な
り
し
と
語
る　
胃
を
病
む
よ
し　
河
辺
健
一
来
話　
夕
方
文
藝

春
秋
社
に
お
も
む
く　
窪
田
啓
作
に
文
学
界
に
執
筆
す
る
こ
と
を
す
す
む
る
は
が

き
を
出
す　
夜
は
せ
川
に
お
も
む
く　
先
日
こ
の
店
の
看
板
の
た
め
に
う
な
き
も

あ
り
て
は
せ
川
の
酒
と
書
き
て
お
き
た
る
に
傘
雨*

宗
匠
の
附
句
あ
り　
冬
の
夜

の
風
情
う
れ
し
き
柳
か
な　
い
つ
ま
で
も
風
邪
の
抜
け
な
い
咳
を
し
て
、
こ
れ
に

応
へ
て
ざ
れ
歌
二
首
し
る
す　
柳
か
け
踏
み
た
か
へ
た
る
ほ
ろ
酔
の
足
お
ほ
つ
か

な
千
鳥
に
も
似
す　
ま
た　
か
せ
の
名
は
野
風
谷
風
す
ま
ふ
取
せ
き
と
め
あ
へ
ぬ

恋
の
山
風　
若
竹
お
よ
び
カ
ー
ボ
ン
に
も
立
寄
り
て
か
へ
る

 

＊ 

傘
雨　

久
保
田
万
太
郎
の
雅
号

〇
一
月
十
二
日
（
金
）
晴
。
終
日
門
を
出
で
ず　
夜
窪
田
啓
作
来
話

〇
一
月
十
三
日
（
土
）
晴
。
島
尾
敏
雄
福
島
よ
り
神
戸
に
か
へ
る
途
中
と
て
た
づ
ね

来
る　
胃
ア
ト
ニ
ー
療
養
の
た
め
蔵
王
の
湯
に
お
も
む
け
り
と
語
る　
酒
も
肉
も

口
に
し
が
た
し
と
聞
き
わ
づ
か
に
紅
茶
に
て
し
ば
ら
く
閑
談

〇
一
月
十
四
日
（
日
）
晴
。
風
寒
し
。
籠
居
筆
す
ゝ
ま
ざ
れ
ど
も
随
筆
の
草
稿マ
マ

た
ど

〇
十
二
月
九
日
（
土
）
晴
。
六
日
夜
よ
り
小
石
川
も
み
ぢ
に
泊
り
文
藝
春
秋
別
冊
の

た
め
に
小
説
演
技
二
十
二
枚
今
暁
稾
成
る
。
帰
宅
。
井
澤
は
留
守
中
帰
郷
せ
り
と

い
ふ
。
し
か
る
に
夜
に
入
つ
て
井
澤
再
来
、
他
所
に
泊
り
た
る
よ
し
に
て
す
な
は

ち
こ
れ
を
と
も
な
ひ
て
は
せ
川
に
て
小
酌
、
井
澤
か
へ
る

　
上
段
：
演
技　
二
十
二
枚

〇
十
二
月
十
日
（
日
）
晴
。
講
談
社
よ
り
ミ
カ
ン
の
箱
を
送
り
来
る

〇
十
二
月
十
二
日
（
火
）
晴
。
神
田
の
古
本
屋
に
て　

Julien�Benda�:�Le�rapport�
d’Uriel�

を
あ
が
な
ふ
、
帰
途
は
せ
川
に
て
小
酌

〇
十
二
月
十
四
日
（
木
）
晴
の
ち
雨
。
昨
夜
お
そ
く
海
老
名
雄
二
来
泊
、
そ
の
関
係

せ
る
泰
む
き
の
貿
易
会
社
と
や
ら
没
落
し
た
り
と
語
る　
歳
寒
海
老
名
も
弱
り
目

な
る
べ
し　
今
朝
匆
々
に
去
る　
夜
韓
非
子
を
読
む

〇
十
二
月
十
六
日
（
土
）
晴
。
安
部
公
房
妻
真
知
子
来
、
安
部
病
気
の
よ
し　
こ
れ

に
見
舞
を
お
く
る
。
夜
は
せ
川
に
て
の
み
鈴
木
貢
と
と
も
に
ノ
ン
シ
ヤ
ラ
ン
及
エ

ス
ポ
ア
ル
に
て
ま
た
の
む　
深
夜
雨
に
打
た
れ
て
帰
宅　
雷
雨
也

〇
十
二
月
十
七
日
（
日
）
晴
。
新
潮
社
よ
り
発
行
す
べ
き
森
鴎
外
集
下
巻
の
解
説
八

枚
草
し
畢
る

〇
十
二
月
十
八
日
（
月
）
晴
。
文
学
座
稽
古
場
に
お
も
む
き
て
三
島
由
紀
夫
の
邯
鄲　

福
田
恆
存
の
堅
塁
奪
取
の
上
演
を
観
る　
帰
途
は
せ
川
に
て
の
む

〇
十
二
月
十
九
日
（
火
）
晴
、
新
潮
社
新
田
来
、
鴎
外
集
解
説
を
わ
た
す
。
夜
は
せ

川
に
て
小
酌
。
徳
田
雅
彦
菅
原
国
隆
と
逢
ふ

〇
十
二
月
二
十
一
日
（
木
）
雨
の
ち
晴
。
昨
夜
徳
田
雅
彦
田
川
博
一
ら
と
銀
座
は
せ

川
に
て
会
し
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
に
お
も
む
き
ま
た
烏
森
若
竹*

に
至
り
連
飲
い

さ
さ
か
酔
ふ　
徳
田
来
泊
今
朝
か
へ
る
、
新
潮
社
員
某
女
来
、
翻
訳
背
徳
者
の
校

正
を
一
閲
し
て
か
へ
す
、昨
日
津
島
美
知
子
夫
人
来
ウ
イ
ス
キ
ー
と
花
を
贈
ら
る
、

歳
暮
の
挨
拶
也

 

＊ 

烏
森
若
竹　

新
ば
し
若
竹
な
ど
の
表
記
も
あ
り

〇
十
二
月
二
十
二
日
（
金
）
晴
。
新
潮
連
載
の
エ
セ
エ
の
稾
を
書
き
は
じ
む
、
夜
菅

原
国
隆
来
話

〇
十
二
月
二
十
三
日
（
土
）
晴
。
銀
座
は
せ
川
女
あ
る
じ
来
、
歳
暮
挨
拶
也
、
蒲
鉾

を
贈
ら
る
。
戸
石
泰
一
来
話
、
檀
一
雄
の
近
況
を
聞
く
、
夜
は
せ
川
に
て
小
酌
、

文
藝
春
秋
新
社
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
立
寄
り
て
す
ぐ
帰
宅　
留
守
中
新
潮
社
よ
り
森

鴎
外
集
上
巻
五
冊
届
け
来
る

〇
十
二
月
廿
五
日
（
月
）
晴
。
河
出
書
房
竹
田
博
来
、
島
尾
敏
雄
著
贋
学
生
の
成
れ

る
を
持
参
す
、
夜
は
せ
川
に
て
小
酌　
ま
た
新
ば
し
夏
目
に
て
の
む

〇
十
二
月
二
十
六
日
（
火
）
晴
。
新
潮
社
員
に
背
徳
者
の
校
正
を
わ
た
す　
夜
徳
田

雅
彦
と
銀
座
に
数
件
を
め
ぐ
つ
て
忘
年
会
を
催
す

〇
十
二
月
二
十
七
日
（
水
）
晴
。
菅
原
国
隆
来
、
夷
齋
筆
談
権
力
に
つ
い
て
九
枚
わ

た
す
、
未
完
な
れ
ど
も
期
日
迫
つ
て
詮
方
な
し　
来
月
匆
々
こ
れ
を
書
き
つ
ぐ
べ

し　
プ
サ
ン
よ
り
借
金
取
来
る
、
少
額
を
あ
た
へ
て
去
ら
し
む　
残
金
な
ほ
八
千

余
円
あ
り
と
い
ふ　
夜
に
入
つ
て
風
す
こ
し
く
寒
し

　
上
段
：
夷
齋
筆
談　
権
力
に
つ
い
て　
八
枚　
未
完　
附
記
一
枚

〇
十
二
月
二
十
九
日
（
金
）
晴
。
新
潮
社
よ
り
暮
の
金
若
干
を
と
ど
け
来
る
、
夜
徳

田
雅
彦
鈴
木
貢
菅
原
国
隆
と
銀
座
数
軒
を
の
み
あ
る
く
、
行
く
と
こ
ろ
売
文
の
徒

に
逢
は
ざ
る
こ
と
な
し　
エ
ス
ポ
ア
ル
の
る
み
女
よ
り
ネ
ク
タ
イ
を
贈
ら
る　
こ

の
日
神
田
村
口
に
て
鞠
塢*

が
都
鳥
考
を
購
ふ

 
＊ 
鞠
塢　

花
屋
敷
鞠
塢
。
骨
董
商
・
本
草
家
・
文
人
。
姓
は
佐
原
、
北
野
な
ど
。
文
化
年
間
、

隅
田
川
畔
の
寺
島
村
に
植
物
園
「
百
花
園
」
を
開
く

〇
十
二
月
卅
日
（
土
）
小
雨
、
山
形
な
る
沢
渡
恒
よ
り
干
柿
を
送
り
来
る
。
返
信
に　

干
柿
や
小
雨
の
軒
の
薄
あ
か
り
、
安
部
公
房
そ
の
弟
を
伴
ひ
て
来
話　
世
紀
画
集

一
帖
を
贈
ら
る
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二
十
一
枚
。
午
後
文
藝
春
秋
社
に
お
も
む
き
坂
口
安
吾
菅
原
国
隆
の
た
ま
た
ま
来

れ
る
に
逢
ひ
す
な
は
ち
と
も
に
は
せ
川
に
て
の
む
。
坂
口
伊
東
に
か
へ
る
。
徳
田

鈴
木
と
と
も
に
ア
カ
ン
サ
ス
に
て
の
み
帰
途
若
竹
に
立
寄
り
て
帰
宅

　
上
段
：
さ
ら
ば
垣　
二
十
一
枚

〇
二
月
一
日
（
木
）
晴
。
夜
は
せ
川
に
て
城
左
門
に
逢
ふ
。
は
せ
川
紹
介
に
て
昭
和

通
の
髪
床
に
お
も
む
き
た
る
に
こ
の
界
隈
に
も
似
ず
当
節
は
田
舎
に
も
あ
ら
ざ
る

べ
き
ほ
ど
の
貧
弱
な
る
床
屋
也
、い
か
に
も
は
せ
川
の
紹
介
し
さ
う
な
と
こ
ろ
也
。

ア
カ
サマ

マン
ス
に
お
も
む
き
幸
子
と
吉
野
す
し
を
食
ひ
に
行
く
。
エ
ス
ポ
ア
ル
に
立

寄
り
て
か
へ
る

〇
二
月
五
日（
月
）晴
。
東
宝
試
写
室
に
て
フ
ラ
ン
ス
映
画
パ
ル
ム
の
僧
院
を
観
る
。

帰
途
は
せ
川
に
て
藤
川
栄
子
母
子
及
び
よ
ね
に
う
な
ぎ
を
餐
す
。
中
島
健
蔵
浦
松

佐
美
太
郎*

に
逢
ふ
。
酔
余
真
杉
静
枝*

を
の
の
し
つ
て
こ
れ
を
怒
ら
し
む
。
な
げ

く
べ
し
。
ア
カ
ン
サ
ス
に
立
寄
り
て
か
へ
る
。

 

＊ 

浦
松
佐
美
太
郎　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
評
論
家
・
登
山
家

 

＊ 

真
杉
静
枝　

小
説
家

〇
二
月
六
日（
火
）晴
。
新
潮
社
に
酒
井
を
訪
ね
て
背
徳
者
印
税
の
一
部
を
借
り
る
。

神
田
井
上
書
店
に
て
文
心
彫マ
マ
龍
を
購
ふ
。
帰
途
は
せ
川
お
よ
び
ア
カ
ン
サ
ス
に
て

小
酌
。
け
ふ
は
早
め
に
帰
宅
。
真
杉
静
枝
に
詫
び
の
手
紙
を
出
す
。
神
田
月
曜
書

房
に
安
部
公
房
の
本
の
出
版
に
つ
き
て
推
薦
の
挨
拶
を
い
ふ
。

 

＊
文
心
彫
龍　
『
文
心
雕
龍
』
か
。
中
国
六
朝
時
代
に
梁
の
劉
勰
が
著
し
た
文
学
理
論
書

〇
二
月
七
日（
水
）晴
。
新
潮
社
よ
り
森
鴎
外
集
下
巻
五
冊
届
け
来
る
。
終
日
家
居
。

〇
二
月
九
日
（
金
）
曇
小
雨
。
昨
夜
小
林
秀
雄
と
烏
森
若
竹
に
て
逢
ひ
と
も
に
ア
カ

ン
サ
ス
に
て
の
み
大
酔
し
て
帰
途
徳
田
雅
彦
を
つ
れ
て
高
輪
濱
田
に
お
も
む
き
酒

宴
払
暁
に
お
よ
ぶ
。
混
沌
と
し
て
人
事
を
弁
ぜ
ず
、
た
だ
い
た
づ
ら
に
肉
体
の
お

と
ろ
へ
た
る
こ
と
を
感
ず

〇
二
月
十
日
（
土
）
晴
、
春
暖
に
似
た
り
。
よ
し
来
話
。
よ
し
の
誕
生
日
と
て
こ
れ

を
濱
田
に
招
じ
て
楼
上
に
て
小
酌
。

〇
二
月
十
二
日
（
月
）
晴
。
安
部
公
房
来
話
。
安
部
を
と
も
な
ひ
て
烏
森
若
竹
に
て

の
む
、
た
ま
た
ま
城
左
門
に
逢
ひ
す
な
は
ち
と
も
に
バ
ー
数
軒
を
め
ぐ
り
最
後
に

城
を
高
輪
濱
田
に
つ
れ
来
つ
て
泊
ら
し
む
。

〇
二
月
十
三
日
（
火
）
晴
。
講
談
社
高
橋
清
次
来
。
原
稾
依
頼
也　
ウ
ィ
ス
キ
ー
一

本
を
贈
ら
る
。
高
橋
を
と
も
な
ひ
て
濱
田
に
お
も
む
き
た
る
に
城
左
門
い
ま
だ
楼

上
に
あ
り
鼎
座
し
て
ビ
ー
ル
を
の
む　
城
か
へ
る
。
夜
濱
田
初
枝
来
話
。
鯉
を
お

く
ら
る
。
鯉
こ
く
に
し
て
食
ふ
に
そ
の
味
美
也
。
海
老
名
雄
二
来
。
す
ぐ
に
追
ひ

か
へ
す
。
こ
や
つ
近
頃
酔
態
は
な
は
だ
下
品
也

〇
二
月
十
四
日
（
水
）
朝
よ
り
ふ
り
出
し
た
る
雪　
夜
に
入
つ
て
さ
ら
に
は
げ
し
く

風
こ
れ
に
加
は
つ
て
吹
雪
と
な
る
。
昼
菅
原
国
隆
来
話

〇
二
月
十
五
日
（
木
）
晴
。
夜
来
の
積
雪
三
尺
に
お
よ
び
十
五
年
ぶ
り
と
や
ら
に
て

市
中
の
交
通
ほ
と
ん
ど
杜
絶
し
た
る
が
ご
と
し
。
終
日
出
で
ず
炬
燵
し
て
山
中

人
饒
舌*

を
読
む
、
こ
れ
明
治
十
二
年
板マ
マ
の
袖
珍
本
也　
画
中
詩
人
咏
物
画
家
写

生
同
一
機
軸
の
句
あ
り
、
果
し
て
然
る
や
否
や
、
ま
た
然
り
と
す
る
と
も
咏
物
写

生
の
こ
と
今
日
に
於
て
何
の
芸
術
的
意
味
あ
り
や
考
ふ
べ
し
。
夜
徳
田
雅
彦
来
話　

と
も
に
濱
田
に
お
も
む
き
て
小
酌
、
徳
田
同
所
に
泊
る

 

＊ 

山
中
人
饒
舌　

田
能
村
竹
田
の
画
論
書
。
翌
月
脱
稿
の
「
風
景
に
つ
い
て
」（『
夷
齋
筆
談
』）

冒
頭
に
も
引
用
あ
り

〇
二
月
十
九
日
（
月
）
晴
。
さ
る
十
六
日
夜
よ
り
濱
田
楼
上
に
泊
り
別
冊
文
藝
春
秋

二
十
号
の
た
め
に
小
説
の
稾
を
起
し
今
日
成
る
。
常
陸
帯
二
十
五
枚

　
上
段
：
常
陸
帯　
二
十
五
枚

〇
二
月
二
十
一
日
（
水
）
晴
。
夜
来
ジ
イ
ド
む
か
し
ば
な
し
十
六
枚
の
稾
を
起
し
あ

か
つ
き
に
成
る
。
昨
夜
夕
刊
に
ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
の
訃
を
つ
た
へ
た
る
に
依
り

た
ど
し
く
書
く
。
感
あ
り
、
頑
固
と
は
何
を
理
解
し
な
い
か
と
い
ふ
こ
と
で
は
な

く
何
を
撰
択
す
る
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る

〇
一
月
十
七
日
（
水
）
晴
。
昨
日
宮
川
曼
魚
よ
り
来
信
、
新
潮
二
月
号　
余
が
随
筆

の
末
尾
に
病
弱
吐
血
の
語
を
措
き
た
る
に
そ
の
筆
の
綾
な
る
を
知
ら
ず
曼
魚
子
見

舞
状
を
寄
せ
来
れ
る
な
り　
返
信
に
一
句
添
へ
て
や
る　
風
邪
ひ
き
の
恋
と
は
見

え
ぬ
し
や
が
れ
声　
夜
海
老
名
雄
二
来
話
、
筒
井
夫
婦
わ
か
れ
に
つ
い
て
の
揉
め

ご
と
を
聴
く　
よ
ね
こ
の
二
日
と
も
ひ
と
り
に
て
活
動
写
真
を
観
に
行
く

〇
一
月
十
八
日
（
木
）
晴
。
菅
原
国
隆
来
話
。
原
稾
催
促
也
。
終
日
無
事
。
深
夜
に

お
よ
ん
で
随
筆
の
稾
を
草
し
終
る
。
こ
れ
新
潮
三
月
号
に
寄
せ
む
が
た
め
也
、
権

力
に
つ
い
て
（
承
前
）
三
十
八
枚
夷
齋
筆
談
六

　
上
段
：
権
力
に
つ
い
て　
承
前　
三
十
八
枚　
夷
齋
筆
談
六

〇
一
月
十
九
日
（
金
）
晴
。
新
潮
社
大
田
美
和
来
、夷
齋
筆
談
六
の
原
稾
を
わ
た
す
。

夜
は
せ
川
に
て
の
む
。
先
日
の
傘
雨
の
句
に
附
け
て　
身
は
や
つ
せ
と
も
松
風
を

聴
く
。
し
か
れ
ど
も
前
句
に
風
邪
と
あ
れ
ば
松
風
は
不
束
な
り
改
む
べ
し

〇
一
月
二
十
日
（
土
）
晴
。
あ
た
ゝ
か
し
。
大
田
美
和
来
。
元
東
京
新
聞
記
者
平
岩

来
、
こ
れ
は
さ
き
に
レ
ツ
ド
パ
ー
ヂ
に
て
解
雇
さ
れ
た
る
も
の
な
れ
ど
も
そ
の
処

分
不
当
の
故
を
も
つ
て
復
職
運
動
の
た
め
署
名
帖
に
記
入
を
求
め
ら
る
。
運
動
妥

当
な
り
と
み
と
め
て
こ
れ
に
署
名
す
。
展
望
編
集
部
員
石
井
来
。
談
話
記
事
を
取

る
た
め
の
訪
問
な
り
。
す
こ
し
話
す
。

〇
一
月
二
十
一
日
（
日
）*�

昨
夜
は
せ
川
に
お
も
む
き
前
夜
の
附
句
を
あ
ら
た
む
、

身
は
窶
せ
ど
も
京
訛
な
る
と
す
。
そ
れ
よ
り
ア
カ
ン
サ
ス
に
て
の
み　
ま
た
烏
森

若
竹
に
お
も
む
き
た
る
に
三
好
達
治
座
に
あ
り
吉
川
幸
次
郎*

貝
塚
茂
樹*

桑
原
武

夫*

に
紹
介
さ
る　
さ
ら
に
カ
ー
ボ
ン
に
転
ず　
深
夜
か
へ
り
今
朝
昏
々
と
し
て

起
き
出
づ
る
こ
と
を
え
ず　
夜
に
至
つ
て
い
さ
ゝ
か
回
復
す　
深
夜
フ
ォ
ー
ク

ナ
ー
「
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
」
の
邦
訳
を
読
了
す

　

 

＊ 

こ
の
日
は
天
気
の
記
載
な
し　

 

＊ 

吉
川
幸
次
郎
（
中
国
文
学
者
）、貝
塚
茂
樹
（
中
国
史
学
者
）、桑
原
武
夫
（
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
・

評
論
家
）
い
ず
れ
も
京
都
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
た
京
都
学
派

〇
一
月
二
十
二
日
（
月
）
晴
。
日
本
生
命
館
に
て
文
学
界
主
催
ス
エ
ー
デ
ン
映
画
の

試
写
を
観
る
。
つ
ま
ら
な
し
。
け
ふ
よ
ね
の
誕
生
日
な
り
、
す
な
は
ち
帰
途
は
せ

川
に
と
も
な
ひ
て
う
な
ぎ
を
餐
す
。
よ
ね
を
さ
き
に
帰
し
た
る
の
ち
鈴
木
貢
と
ア

カ
ン
サ
ス
に
お
も
む
く
。
鈴
木
腹
痛
に
て
酒
な
か
ば
に
し
て
か
へ
る
。
ひ
と
り
エ

ス
ポ
ー
ル
に
お
も
む
く
、
乱
酔

〇
一
月
二
十
三
日
（
火
）
晴
。
ま
た
し
て
も
宿
酔
昏
昏
た
り
。
伊
藤
はマ

マま
来
話
。
濱

田
初
枝
来
話
。
安
部
公
房
に
は
が
き
を
出
す

〇
一
月
二
十
四
日
（
水
）
晴
。
銀
座
東
宝
試
写
室
に
て
コ
ク
ト
ー
の
映
画
オ
ル
フ
ェ

を
観
る
。お
も
し
ろ
し
。よ
ね
藤
川
母
娘
と
と
も
に
は
せ
川
に
て
う
な
ぎ
を
食
ふ
。

余
は
別
に
徳
田
鈴
木
田
川
と
と
も
に
は
せ
川
よ
り
ア
カ
ン
サ
ス
に
転
じ
て
の
む
、

乱
酔
前
後
不
覚
也

〇
一
月
二
十
五
日
（
木
）
晴
。
池
田
生
子
来
話
。
ア
カ
ン
サ
ス
の
店
に
出
る
こ
と
に

話
き
ま
る
。

〇
一
月
二
十
七
日
（
土
）
晴
。
濱
田
に
鈴
木
徳
田
中
戸
川
を
招
い
て
酒
盛
を
催
す
、

さ
ら
に
ア
カ
ン
サ
ス
に
お
も
む
き
大
い
に
酔
ふ
。
よ
し
を
つ
れ
て
新
ば
し
の
若
竹

お
よ
び
カ
ー
ボ
ン
に
て
ま
た
の
む
。
こ
の
日
安
部
公
房
妻
を
伊
藤
濱
子
に
紹
介
し

て
職
に
就
か
し
む
。
新
潮
社
よ
り
ジ
イ
ド
背
徳
者
三
冊
を
届
け
来
る
。
夜
留
守
中

に
菅
原
国
隆
金
を
届
け
に
来
れ
ど
も
逢
は
ず

〇
一
月
二
十
八
日
（
日
）
晴
。
よ
し
来
話
、
ア
カ
ン
サ
ス
に
つ
と
ま
ら
ざ
る
こ
と
を

い
ふ
。
よ
ね
と
よ
し
と
を
つ
れ
て
濱
田
に
て
小
酌

〇
一
月
三
十
一
日
（
水
）
晴
。
さ
る
二
十
九
日
午
後
よ
り
鈴
木
貢
案
内
に
て
渋
谷

東
泉
に
お
も
む
き
文
学
界
三
月
号
の
た
め
に
短
篇
一
つ
今
朝
成
る
。
さ
ら
ば
垣
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＊ 

仲
田
菊
代　

画
家
、
仲
田
好
江
の
名
で
も
活
動
、
女
流
画
家
協
会
創
立
メ
ン
バ
ー

 

＊ 

藤
島
武
二　

画
家

〇
三
月
十
六
日
（
金
）
晴
。
昨
夜
徳
田
雅
彦
濱
田
に
来
泊　
今
日
は
よ
し
来
、
よ
ね

と
よ
し
と
を
携
へ
て
烏
森
若
竹
に
て
小
酌
。
鈴
木
貢
来
り
会
す
、
転
じ
て
鈴
木
と

ア
カ
ン
サ
ス
に
お
も
む
く
。
今
朝
小
牧
近
江*

よ
り
来
信
、「
ジ
イ
ド
む
か
し
ば
な

し
」
を
読
み
て
畴
昔
の
交
を
お
も
ひ
お
こ
し
た
る
も
の
也　
こ
の
尺
牘
小
牧
の
人

柄
を
匂
は
せ
て
甚
だ
佳　
故
人
の
情
掬
す
る
に
堪
へ
た
り

 

＊ 

小
牧
近
江　

フ
ラ
ン
ス
文
学
者
・
社
会
運
動
家

〇
三
月
十
七
日
（
土
）
晴
。
小
牧
近
江
に
書
を
遣
る
。
新
宿
紀
ノ
国
や
に
お
も
む
き

た
る
に
フ
ラ
ン
ス
の
本
い
ま
だ
届
か
ず
、
池
島
信
平
真
杉
静
枝
草
野
心
平*

に
逢

ふ　
池
島
と
お
龍
に
て
の
む　
夜
よ
し
来
話

 

＊ 

草
野
心
平　

詩
人

〇
三
月
十
八
日
（
日
）
晴
。
昨
夜
よ
り
今
夜
に
お
よ
び
荀
子*

と
淮
南
子*

と
を
読
む
。

荀
子
は
む
か
し
読
み
た
る
ほ
ど
に
お
も
しマ

マく
お
も
は
ず
。
淮
南
子
は
神
仙
に
関
す

る
数
篇
を
佚
亡
し
た
る
こ
と
を
憾
み
と
す
べ
し

 

＊ 

荀
子　

中
国
戦
国
時
代
末
の
思
想
家
で
儒
学
者
の
荀
子
の
思
想
を
後
代
が
ま
と
め
た
書

 

＊ 

淮
南
子　

中
国
前
漢
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
思
想
書

〇
三
月
二
十
二
日
（
木
）
曇
、
う
す
日
さ
す
、
島
尾
敏
雄
安
部
公
房
来
話
、
文
藝
春

秋
新
社
に
お
も
む
き
島
尾
を
鈴
木
貢
に
紹
介
す
、
同
社
に
て
種
痘
す
、
濱
田
長
女

久
子
上
野
音
楽
学
校
声
楽
科
の
入
学
試
験
に
合
格
し
た
る
を
も
つ
て
こ
れ
に
祝
の

品
を
お
く
る

〇
三
月
二
十
四
日
（
土
）
晴
。
昨
夜
文
藝
春
秋
招
待
に
て
帝
劇
に
「
モ
ル
ガ
ン
お
雪
」

と
い
ふ
見
世
物
を
観
る
。
そ
の
帰
途
徳
田
雅
彦
と
と
も
に
お
㐂
代
ジ
ャ
ポ
ン
エ
ス
ポ

ワ
ル
を
歴
訪
し
最
後
に
井
上
友
一
郎
と
車
に
て
渋
谷
東
泉
に
お
も
む
く
、
井
上
は

か
へ
り
徳
田
と
ふ
た
り
に
て
泊
る
、
今
朝
帰
宅
、
昨
夜
ル
ミ
に
キ
ス
を
強
要
さ
れ

く
ち
び
る
を
噛
ま
れ
た
る
痕
痛
し　
銀
座
は
せ
川
母
娘
来
、
こ
の
店
に
行
か
ざ
る

こ
と
久
し
け
れ
ば
挨
拶
に
来
れ
る
也　
こ
れ
を
濱
田
に
つ
れ
行
き
て
茶
菓
を
供
す

〇
三
月
廿
九
日（
木
）晴
。
さ
き
ご
ろ
よ
り
書
き
つ
ぎ
た
る
夷
齋
筆
談
八
の
稾
成
る
。

技
術
に
つ
い
て
二
十
五
枚
。
新
潮
大
田
美
和
の
来
れ
る
に
わ
た
す
。
河
上
徹
太
郎

書
を
寄
せ
て
ク
ロ
ー
デ
ル
ジ
イ
ド
往
復
書
簡
集
の
借
覧
を
も
と
む
。
す
な
は
ち
そ

の
書
を
大
田
美
和
に
托
し
て
河
上
宅
に
届
け
し
む
る
こ
と
ゝ
す　
夜
ひ
と
り
若
竹

に
て
の
む

　
上
段
：
技
術
に
つ
い
て　
二
十
五
枚　
夷
齋
筆
談
八

〇
三
月
三
十
日
（
金
）
晴
。
上
野
博
物
館
に
て
マ
チ
ス
展
覧
会
を
観
る
、
そ
の
ヴ
ア

ン
ス
礼
拝
堂
の
た
め
の
仕
事
は
な
は
だ
仏
画
に
似
た
る
を
よ
ろ
こ
ぶ　
帰
途
銀
座

吉
田
に
て
河
上
徹
太
郎
今
日
出
海
に
逢
ひ
小
酌
、
そ
の
店
に
た
ま
た
ま
来
れ
る
商

人
よ
り
ゆ
か
た
一
反
を
買
ふ
、
ロ
ー
タ
リ
イ
に
立
寄
り
て
帰
宅

〇
三
月
三
十
一
日
（
土
）
晴
。
月
曜
書
房
野
原
来
話
、
安
部
公
房
に
戦
後
文
学
賞
を
お

く
る
こ
と
に
決
定
せ
り
と
報
告
す
、
な
ら
び
に
そ
の
著
壁
に
序
文
を
書
く
こ
と
を

依
頼
さ
る
、
賞
の
こ
と
安
部
の
た
め
に
よ
ろ
こ
ぶ
べ
し　
林
達
夫
よ
り
岩
波
文
庫

板マ
マ

ヴ
オ
ル
テ
ー
ル
哲
学
書
簡
を
贈
ら
る
、
林
を
平
凡
社
に
訪
ふ
、
近
く
の
ビ
ヤ
ホ
ー

ル
に
て
ビ
ー
ル
を
の
み
閑
談
、
帰
途
烏
森
若
竹
に
て
小
酌
、
小
林
秀
雄
に
逢
ふ

〇
四
月
二
日
（
月
）
雨
。
嘉
昭
片
瀬
よ
り
ラ
ヂ
オ
を
届
け
来
る
、
し
ろ
う
と
の
作
り

た
る
ラ
ジ
オ
の
よ
し
に
て
米マ
マ

の
望
み
に
依
り
こ
れ
を
あ
が
な
ふ
、
嘉
昭
と
将
棋
を

さ
す

〇
四
月
四
日
（
水
）
小
雨
の
ち
曇
。
新
潮
主
催
に
て
セ
ン
ト
ラ
ル
試
写
室
に
な
ん
と

か
い
ふ
ア
メ
リ
カ
映
画
を
観
る
。
愚
劣
な
り
、
帰
途
藤
川
栄
子
母
子
と
ア
マ
ン
ド

に
て
小
憩
。
そ
れ
よ
り
若
竹
に
お
も
む
き
河
上
徹
太
郎
三
好
達
治
と
逢
ふ
、
ア
カ

ン
サ
ス
の
幸
子
病
す
こ
し
く
癒
え
た
り
と
聞
き
す
な
は
ち
そ
の
店
に
行
く
。
ま
た

エ
ス
ポ
ア
ル
に
も
立
寄
る
、
例
に
依
つ
て
乱
酔

文
学
界
の
需
め
に
応
じ
て
草
せ
る
も
の
也　
実
情
を
い
へ
ば
ア
カ
ン
サ
ス
の
勘
定

書
す
こ
し
大
巾
に
て
文
藝
春
秋
社
宛
に
届
け
来
り
た
る
が
た
め
也
。
夜
徳
田
雅
彦

鈴
木
貢
と
と
も
に
ア
カ
ン
サ
ス
に
て
の
み
そ
れ
よ
り
烏
森
の
小
料
理
屋
に
お
も
む

く
、
こ
れ
男
色
の
店
也
、
屋
根
低
き
二
階
よ
り
お
り
来
る
も
の
あ
つ
て
余
に
声
を

か
く
、
す
な
は
ち
三
島
由
紀
夫
也
、
は
た
せ
る
か
な
の
感
あ
り
、
さ
ら
に
徳
田
案

内
に
て
西
銀
座
バ
ー
ボ
ン
に
お
も
む
く
。
オ
ー
ル
ス
ト
リ
ツ
プ
の
景
物
あ
り
。
帰

途
濱
田
に
立
寄
り
て
小
酌
。
た
ち
ま
ち
眠
気
を
も
よ
ふマ
マ
し
て
そ
の
場
に
臥
す
。

　
上
段
：
ジ
イ
ド
む
か
し
ば
な
し　
十
六
枚

〇
二
月
二
十
二
日
（
木
）
晴
。
昼
の
う
ち
風
強
く
し
て
あ
た
ゝ
か
し　
濱
田
に
半
日

を
す
ご
す　
菅
原
国
隆
来
話
、
菅
原
妹
と
濱
田
娘
と
白
百
合
に
て
同
窓
の
よ
し

〇
二
月
二
十
三
日
（
金
）
晴
。
濱
田
初
枝
来
話
。
こ
の
ひ
と
山
田
有
勝*

を
識
れ
る

こ
と
を
聞
く
。
夜
は
せ
川
に
て
小
酌

 

＊ 

山
田
有
勝　

詩
人

〇
二
月
二
十
六
日
（
月
）
晴
。
夜
湘
南
電
車
不
通
に
て
窪
田
啓
作
北
川
正
来
泊
。
余

か
へ
つ
て
濱
田
に
お
も
む
き
て
泊
る

〇
三
月
一
日
（
木
）
晴
。
去
る
二
十
六
日
夜
よ
り
濱
田
に
滞
在　
今
朝
随
筆
の
稾
を
草

し
了
る　
夷
齋
筆
談
七
風
景
に
つ
い
て
十
八
枚
也　
大
田
美
和
の
来
れ
る
に
手
交

す　
こ
の
間
新
潮
社
よ
り
ジ
イ
ド
全
集
背
徳
者
印
税
を
と
ゞ
け
来
る
。
ま
た
新
宿

紀
ノ
国
屋
に
お
も
む
き
て�André�Gide�:�Littérature�engagée�

一
冊
を
あ
が
な
ふ

　
上
段
：
風
景
に
つ
い
て　
十
八
枚　
夷
齋
筆
談
七

〇
三
月
三
日
（
土
）
晴
。
神
田
山
本
に
て
秘
伝
花
鏡*

六
冊
を
購
ふ
。
よ
ね
余
の
た

め
に
背
広
一
着
を
購
ひ
来
る
。
濱
田
よ
り
桜
も
ち
を
お
く
ら
れ
た
れ
ば
若
竹
の
ち

ら
し
鮨
を
お
く
る

 

＊ 

秘
伝
花
鏡　

陳
淏
に
よ
り
清
代
初
期
に
著
さ
れ
た
園
芸
書
。
日
本
で
は
『
秘
伝
花
鏡
』
と
称

す
る
こ
と
が
多
い

〇
三
月
六
日
（
火
）
曇
。
夜
に
入
つ
て
雨
。
昨
夜
海
老
名
雄
二
ま
た
も
乱
酔
し
て
来

る
。
匆
匆
に
追
ひ
か
え
す
。
こ
い
つ
東
海
汽
船
会
社
よ
り
解
雇
さ
れ
た
る
の
ち
は

こ
の
一
年
ば
か
り
は
生
活
す
つ
か
り
ぐ
う
た
ら
に
な
れ
る
が
如
し
。
余
を
さ
そ
つ

て
濱
田
に
お
も
む
き
て
の
ま
ん
と
計
る
。
唾
棄
す
べ
し
、
す
な
は
ち
書
を
遣
し
て

今
後
深
夜
の
来
訪
を
拒
絶
す
る
む
ね
を
伝
へ
お
く
。
こ
れ
に
て
き
か
ざ
れ
ば
絶
交

の
ほ
か
な
し

〇
三
月
七
日
（
水
）
晴
。
今
日
は
余
の
誕
生
日
也
。
濱
田
初
枝
来
、
祝
ひ
の
た
め
と

て
鯛
塩
焼
一
尾
、
豚
蒸
焼
一
皿
、
海
老
て
ん
ぷ
ら
一
皿
、
蒲
鉾
野
菜
盛
合
せ
一
皿

を
贈
ら
る
。
山
川
朝
子
来
話
。
山
川
を
と
も
な
ひ
て
銀
座
文
藝
春
秋
社
に
お
も
む

く
。
昨
夜
三
階
編
輯
室
に
て
小
火
を
出
し
た
る
に
つ
き
そ
の
跡
を
見
物
す
。
山
川

と
花
馬
車
に
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
の
む
。山
川
よ
り
そ
の
著
小
公
子
を
贈
ら
る
。

さ
ら
に
は
せ
川
に
お
も
む
く
に
池
島
信
平
徳
田
雅
彦
巌
谷
大
四
来
り
会
し　
転
じ

て
一
同
新
宿
に
車
を
走
ら
せ
て
お
龍
に
て
痛
飲
す
、
ま
た
さ
ら
に
神
楽
坂
松
ヶ
枝

に
お
も
む
く
、
池
島
亭
主
也
。
徳
田
巌
谷
山
川
を
つ
れ
て
濱
田
に
か
へ
り
来
つ
て

ま
た
も
小
酌　
払
暁
四
時
に
至
る
。
余
ひ
と
り
家
に
か
へ
り
三
人
濱
田
に
泊
る
。

〇
三
月
八
日
（
木
）
晴
。
あ
た
ゝ
か
に
て
春
来
れ
る
が
ご
と
し
、
濱
田
に
て
巌
谷
山

川
と
ス
キ
焼
に
て
小
酌
、
徳
田
は
社
用
と
て
早
く
か
へ
り
た
り
。
二
人
と
と
も
に

麹
町
角
川
書
店
に
お
も
む
き
堀
辰
雄
の
著
書
を
岸
田
國
士
に
送
る
べ
き
こ
と
を
い

ふ
。
角
川
余
を
招
じ
て
神
田
の
て
ん
ぷ
ら
屋
天
政
に
て
の
む
。
こ
の
店
の
海
老
よ

ろ
し
。
帰
途
銀
座
空
也
に
て
菓
子
折
を
と
ゝ
の
へ
て
こ
れ
を
濱
田
に
贈
る
。

〇
三
月
十
日
（
土
）
雨
。
よ
し
来
。
す
な
は
ち
よ
ね
と
よ
し
と
を
携
へ
て
新
ば
し
若

竹
に
て
小
酌
。
ま
た
ア
マ
ン
ド
に
て
小
憩
。
銀
座
松
坂
や
に
て
よ
ね
に
雨
傘
を
買

ひ
あ
た
ふ
。

〇
三
月
十
二
日
（
月
）
晴
。
銀
座
資
生
堂
に
て
仲
田
菊
代*

の
個
展
を
観
る
。
ま
た

松
坂
や
に
て
藤
島
武
二*

展
覧
会
を
観
る
。
帰
途
烏
森
若
竹
に
て
小
酌
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贋
を
届
け
来
る
。
朝
子
来
、
小
公
子
の
草
稾
を
わ
た
す
、
河
出
書
房
に
お
も
む
き

佐
佐マ
マ

木
基
一
に
逢
ふ
、
朝
子
巌
谷
佐
佐マ
マ

木
と
と
も
に
新
宿
お
龍
に
て
の
む
、
朝
子

を
そ
の
三
軒
茶
屋
の
家
に
送
り
て
小
酌

〇
四
月
二
十
五
日
（
水
）
晴
。
夜
窪
田
啓
作
菅
原
国
隆
来
話
、
晩
餐
を
と
も
に
し
て

閑
談
す　
窪
田
は
エ
ト
ラ
ン
ヂ
ェ
の
翻
訳
成
り
こ
れ
を
新
潮
に
発
表
す
る
よ
し

〇
四
月
二
十
六
日
（
木
）
晴
。
菅
原
国
隆
来
、
新
潮
よ
り
の
借
五
、マ
マ

〇
〇
〇
〇　

菅
原
と
と
も
に
烏
森
若
竹
に
て
の
む
、
帰
途
新
橋
マ
ー
ケ
ツ
ト
某
店
に
て
入
江
某

女
の
勤
め
を
る
に
逢
ふ

〇
四
月
二
十
九
日
（
日
）
今
暁
夷
齋
筆
談
九
、
悪
運
に
つ
い
て
二
十
枚
成
る
、
と
き

に
戸
外
に
雨
声
を
聴
く
、
の
ち
晴
。
大
田
美
和
来
、
筆
談
の
草
稾
を
わ
た
す
、
上

野
博
物
館
に
お
も
む
き
宗
達
光
琳*

展
を
観
る
、
蓮
玉
庵
に
て
そ
ば
を
食
ひ
浅
草

に
お
も
む
き
駒
形
ど
せ
う
に
て
ビ
ー
ル
を
の
む

　
上
段
：
悪
運
に
つ
い
て　
二
十
枚　
夷
齋
筆
談
九

 

＊ 

宗
達
光
琳　

俵
屋
宗
達
と
尾
形
光
琳
。
と
も
に
江
戸
期
の
絵
師

〇
四
月
三
十
日
（
月
）
晴
。
大
映
試
写
室
に
て
映
画
自
由
学
校
を
観
る　
小
野
詮
蔵マ
マ*

初
役
に
て
出
演　
と
ん
と
感
服
せ
ず　
帰
途
田
川
と
銀
座
に
て
ビ
ー
ル
を
の
む
。

ま
た
若
竹
に
お
も
む
く
、
河
上
徹
太
郎
に
逢
ふ

 

＊
小
野
詮
造　

文
藝
春
秋
社
の
編
集
者
、「
小
野
文
春
」
の
芸
名
で
俳
優
と
し
て
出
演

〇
五
月
一
日
（
火
）
晴
。
新
宿
紀
ノ
国
屋
に
て�Lettres�de�M

arcel�Proust�à�
Bibesco�

を
購
ふ
。
帰
途
若
竹
に
て
小
酌

〇
五
月
二
日
（
水
）
晴
。
岩
波
書
店
某
女
史
来
、
つ
ま
ら
ぬ
原
稾
依
頼
に
て
こ
れ
を

こ
と
わ
る
。
改
造
社
天
野
来
、
近
代
短
篇
小
説
集
と
や
ら
に
余
の
旧
作
曽
呂
利
咄

を
収
録
し
た
し
と
い
ふ
、
こ
れ
を
許
す
、
濱
田
夫
人
は
じ
め
て
吉
井
徳
子
を
伴
ひ

て
来
話
、
ラ
ヂ
オ
役
者
恩
田
清
二
郎
来
話

〇
五
月
三
日
（
木
）
晴
。
安
部
公
房
著
壁
の
た
め
に
序
を
撰
す
、
六
枚
、
月
曜
書
房

よ
り
刊
行
予
定
の
も
の
な
り

　
上
段
：
壁
序　
六
枚

〇
五
月
六
日
（
日
）
晴
。
漫
に
明
治
神
宮
境
内
を
あ
る
く
。
帰
途
新
宿
お
龍
に
て
小

酌　
池
島
信
平
と
逢
ふ

〇
五
月
八
日
（
火
）
雨
。
昨
夜
田
村
泰
次
郎*

と
銀
座
に
て
の
み
元
芸
者
喜
春
が
ひ

さ
ぐ
浴
衣
を
買
ひ
て
か
へ
る
。
今
日
終
日
不
出
、
濱
田
夫
人
来
話
、
商
売
不
況
の

よ
し
を
語
る
。
孔
叢
子*

読
了
。
こ
の
書
の
記
載
信
じ
が
た
き
ふ
し
あ
れ
ど
も
な

ほ
一
読
に
堪
へ
た
り　
ち
な
み
に
大
田
南
畝*

旧
蔵
本
に
て
南
畝
自
筆
の
書
入
ま

た
そ
の
学
に
勉
め
るマ
マ

た
る
こ
と
を
し
の
ば
し
む

　

 

＊ 

田
村
泰
次
郎　

小
説
家

 

＊ 

孔
叢
子　

中
国
春
秋
時
代
の
儒
家
・
孔
子
お
よ
び
そ
の
代
々
の
子
孫
の
言
行
を
収
め
た
書
物

 

＊ 

大
田
南
畝　

江
戸
中
後
期
の
文
人
で
狂
歌
師
、
御
家
人
。
別
号
に
蜀
山
人
な
ど

〇
五
月
十
四
日
（
月
）
晴
。
新
潮
社
に
お
も
む
く
に
応
待
無
礼
也　
新
潮
に
寄
稾
せ

ざ
る
こ
と
と
す
、
中
央
公
論
社
に
島
中
鵬
二
と
逢
ふ
、
鵬
二
と
有
楽
町
す
し
や
に

て
中
食
、
夜
徳
田
雅
彦
鈴
木
貢
と
と
も
に
は
せ
川
エ
ス
ポ
ア
ル
ア
カ
ン
サ
ス
に
て

の
む

〇
五
月
二
十
二
日
（
火
）
晴
。
神
田
村
口
書
房
に
お
も
む
き
て
蜀
山
飯
盛*

一
九*

狂

歌
合
幅
及
清
水
濱
臣*

宛
棭
斎
書
簡
一
幅
を
あ
が
な
ふ
、
帰
途
キ
ヤ
ン
ド
ル
に
小

憩
、
こ
の
朝
フ
ァ
ル
ス
二
十
枚
脱
稾
中
央
公
論
特
集
に
寄
せ
む
と
す
、
村
口
書
房

二
階
に
て
大
雅
堂*

筆
瀟
湘
八
景
屏
風
六
曲
一
双
煎
茶
仕
立
を
観
る

　
上
段
：
フ
ァ
ル
ス　
二
十
枚

 

＊ 

飯
盛　

江
戸
期
の
狂
歌
師
・
宿
屋
飯
盛
の
こ
と
か

 

＊ 

一
九　

江
戸
期
の
戯
作
者
、
絵
師
の
十
返
舎
一
九
の
こ
と
か

 

＊ 

清
水
濱
臣　

江
戸
後
期
の
歌
人
、
国
学
者

 

＊ 

大
雅
堂　

江
戸
後
期
の
文
人
画
家
・
池
大
雅
の
こ
と

〇
四
月
七
日
（
土
）
雨
の
ち
晴
。
東
中
野
モ
ナ
ミ
に
於
て
第
二
回
戦
後
文
学
賞
授
賞

式
あ
り　
受
賞
者
安
部
公
房
也　
す
な
は
ち
そ
の
会
に
列
す　
佐
々
木
基
一
般
若

雄
高*
野
間
宏*

花
田
清
輝*

椎
名
麟
三*

同
席
、
閑
談
数
刻　
帰
途
ア
カ
ン
サ
ス
に

て
小
酌

 

＊ 

般
若
雄
高　

埴
谷
雄
高
の
こ
と
（
本
名
：
般
若
豊
）。
小
説
家
・
評
論
家

 

＊ 

野
間
宏　

小
説
家
・
評
論
家

 

＊ 

花
田
清
輝　

評
論
家
・
小
説
家

 

＊ 

椎
名
麟
三　

小
説
家

〇
四
月
八
日
（
日
）
晴
。
井
澤
義
雄
神
戸
よ
り
来
泊
、
う
な
ぎ
一
折
贈
ら
る
。
井
澤

と
と
も
に
新
宿
紀
ノ
国
屋
に
お
も
む
く　

H
istoire�de�m

es�pensées

（Alain

）,�
Chine�(M

arc�Chadourne*�)

を
あ
が
な
ふ
。
お
龍
の
店
に
て
小
酌

　

＊M
arc C

hadourne　

マ
ル
ク
・
シ
ャ
ド
ゥ
ル
ヌ
。
フ
ラ
ン
ス
の
作
家

〇
四
月
九
日
（
月
）
晴
。
群
像
有
木
勉
と
川
島
と
来
る
。
有
木
は
高
橋
清
次
の
キ
ン

グ
編
輯
長
に
転
じ
た
る
の
ち
を
受
け
て
群
像
編
輯
長
と
な
り
た
る
も
の
也　
二
人

を
つ
れ
て
ア
カ
ン
サ
ス
及
若
竹
に
て
小
酌
。ま
た
蛇
の
新
に
て
月
曜
書
房
の
永
田
、

読
売
の
竹
内
に
会
ふ
。
さ
ら
に
有
木
の
案
内
に
て
ル
ビ
コ
ン
に
お
も
む
く　
最
後

に
ア
カ
ン
サ
ス
の
さ
ち
子
を
車
に
て
霞
町
の
そ
の
家
に
送
る

〇
四
月
十
日
（
火
）
晴
。
井
澤
義
雄
と
新
宿
紀
ノ
国
屋
に
お
も
む
き
て
本
を
購

ふ
、Valéry�:�M

on�Faust,�Alain�:�M
ars,�H

enri�M
ondor

マ
マ

e*�:�M
allarm

é�et�
Valéry,�Kafka�:�Journal�intim

e,�

河
盛
好
蔵
に
逢
ひ
お
龍
に
て
ビ
ー
ル
を
の
む
、

鈴
木
貢
来
り
会
す
、
河
盛
と
別
れ
井
澤
の
東
京
駅
よ
り
神
戸
に
か
へ
る
を
送
り
て

鈴
木
と
と
も
に
て
ア
カ
ン
サ
ス
に
お
も
む
く
、
徳
田
雅
彦
来
る
、
帰
途
さ
ち
子
其

他
を
つ
れ
て
聘
珍
に
て
そ
ば
を
食
ふ

 

＊ H
enri M

ondore　

正
し
く
はH

enri M
ondor

（
ア
ン
リ
・
モ
ン
ド
ー
ル
）。
フ
ラ
ン
ス
の

外
科
医
師
で
フ
ラ
ン
ス
文
学
史
、
医
学
史
の
著
作
で
も
知
ら
れ
る

〇
四
月
十
一
日
（
水
）
雨
。
丸
ビ
ル
に
て
福
中
骨
董
屋
の
ペ
ル
シ
ヤ
美
術
品
の
展
覧

会
を
観
る
。
帰
途
若
竹
に
て
小
酌
。
巷
に
マ
ツ
カ
ツマ
マ
サ
ー
解
任
の
報
を
聞
く

〇
四
月
十
六
日
（
月
）
晴
、
山
川
朝
子
来
、
原
稾
催
促
也
、
よ
ね
と
銀
座
東
宝
試
写

室
に
て
映
画
レ
ベ
ツ
カ
を
観
る
、
帰
途
若
竹
に
て
小
酌

〇
四
月
十
七
日
（
火
）
小
雨
、
と
き
ど
き
晴
、
神
田
月
曜
書
房
に
お
も
む
き
て
安
部

公
房
の
本
の
刊
行
に
つ
き
て
話
す
、
そ
の
近
く
の
店
に
て
永
田
野
原
と
小
酌
、
中

野
重
治
よ
り
来
信
、
竹
田*

と
中
斎*

と
の
交
友
に
つ
き
て
問
を
呈
し
来
る

 

＊ 

竹
田　

田
能
村
竹
田
。
江
戸
期
の
文
人
画
家

 

＊ 

中
斎　

江
戸
期
の
儒
学
者
・
大
塩
平
八
郎
の
号

〇
四
月
十
九
日
（
木
）
晴
。
さ
き
ご
ろ
よ
り
の
小
説
草
稾
夜
来
こ
れ
を
書
き
つ
ぎ
て

今
朝
成
る
。
末
の
松
山
四
十
枚
、
群
像
六
月
号
に
寄
せ
ん
が
た
め
也　
川
島
来
、

す
な
は
ち
原
稾
を
わ
た
す　
河
辺
健
一
来
、「
人
間
」
没
落
に
頻マ
マ

す
と
い
ふ
、
山

川
朝
子
来
、
朝
子
と
と
も
に
神
田
の
て
ん
ぷ
ら
屋
に
て
の
み
新
宿
お
龍
に
転
じ
つ

ひ
に
三
軒
茶
屋
な
る
そ
の
家
に
送
る

　
上
段
：
末
の
松
山　
四
十
枚

〇
四
月
二
十
日
（
金
）
晴
。
夜
若
竹
の
直
の
会
の
発
会
式
に
お
も
む
く　
三
好
達
治

河
上
徹
太
郎
吉
田
健
一
に
逢
ふ

〇
四
月
二
十
一
日
（
土
）
小
雨
の
ち
晴
。
高
松
宮
邸
に
し
て
ア
ル
ビ
ヨ
ン
の
会
に
出

席
す　
帰
途
若
竹
に
お
も
む
く
、
幸
子
を
電
話
に
て
呼
ぶ　
す
な
は
ち
ア
カ
ン
サ

ス
に
転
ず
、
幸
子
を
車
に
て
そ
の
家
に
お
く
る
、
昼
講
談
社
有
木
勉
来
話

〇
四
月
二
十
二
日
（
日
）
晴
。
よ
ね
ひ
と
り
上
野
博
物
館
に
マ
チ
ス
展
お
よ
び
琳
派

展
を
見
に
行
く
、
安
部
公
房
夫
妻
来
話
、
山
川
朝
子
の
た
め
に
文
藝
に
寄
せ
む
と

し
て
小
説
草
稾
小
公
子
十
三
枚
け
ふ
一
日
に
て
書
く

　
上
段
：
小
公
子　
十
三
枚

〇
四
月
二
十
三
日
（
月
）
晴
。
菅
原
国
隆
来
、
小
林
秀
雄
の
寄
贈
に
係
る
そ
の
著
真
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に
載
せ
む
が
た
め
也　
安
部
を
文
藝
春
秋
社
に
つ
れ
行
き
て
紹
介
す　
よ
し
田
に

て
小
酌　
安
部
妻
肺
を
や
む
よ
し

〇
八
月
十
日
（
金
）
晴
。
新
潮
と
絶
縁
す
る
こ
と
に
決
し
て
そ
の
む
ね
を
菅
原
国
隆

に
い
ふ

〇
八
月
十
一
日
（
土
）
晴
。
文
藝
春
秋
社
楼
上
に
て
池
島
信
平
の
欧
羅
巴
の
旅
よ
り

還
れ
る
を
歓
迎
す
る
会
に
列
す　
連
日
旱
天
の
と
こ
ろ
こ
の
日
夜
に
お
よ
ん
で
雷

雨
あ
り

〇
八
月
十
三
日
（
月
）
晴
。
窪
田
啓
作
来
話
、
フ
ラ
ン
ス
訳
カ
フ
カ
短
篇
集�La�

M
uraille�de�Chine�

を
贈
ら
る

〇
八
月
十
五
日
（
水
）
う
す
ぐ
も
り
、
お
と
し
ば
な
し
清
盛
二
十
五
枚
を
草
し
こ
れ

を
オ
ー
ル
読
物
に
寄
す

　
上
段
：
お
と
し
ば
な
し
清
盛　
二
十
五
枚

〇
八
月
二
十
七
日
（
月
）
晴
。
論
争
ば
や
り
二
十
二
枚
を
草
す
文
学
界
十
月
号
に
寄

せ
む
と
す　
褥マ
マ

暑
旬
余
に
わ
た
つ
て
つ
ゞ
く

　
上
段
：
論
争
ば
や
り　
二
十
二
枚

〇
八
月
三
十
一
日
（
金
）
晴
。
文
藝
春
秋
に
寄
せ
む
が
た
め
に
善
人
悪
人
六
枚
を
草

す
、
文
藝
春
秋
社
に
て
坂
口
安
吾
に
逢
ふ
、
坂
口
疲
労
困
憊
の
て
い
に
て
見
る
に

堪
へ
ず　
わ
づ
か
に
数
語
を
交
し
て
別
れ
た
り

　
上
段
：
善
人
悪
人　
六
枚

〇
九
月
一
日
（
土
）
晴
、
小
雨
。
し
ば
ら
く
日
記
を
怠
り
た
れ
ば
け
ふ
よ
り
ま
た
こ

れ
を
続
け
む
と
お
も
ふ
、
午
後
上
野
美
術
館
に
お
も
む
き
て
二
科
展
を
観
る
、
藤

川
栄
子
岡
本
太
郎
等
と
語
る　
安
部
公
房
妻
病
は
な
は
だ
篤
き
よ
し
を
聞
く
、
帰

途
銀
座
よ
し
田
及
は
せ
川
に
て
小
酌

〇
九
月
二
日
（
日
）
晴
。
高
島
屋
に
て
ふ
た
た
び
ピ
カ
ソ
展
を
観
る
。
甚
だ
善
し
、

帰
途
有
楽
町
の
名
も
知
れ
ぬ
酒
場
に
て
小
憩
、
日
曜
日
は
知
合
の
酒
店
み
な
休
業

に
て
不
便
也
、
斯
波
来
話
、
外
套
の
修
繕
を
依
頼
す
、
小
説
の
稾
を
起
さ
ん
と
し

て
筆
す
す
ま
ず　
書
を
読
ま
む
と
し
て
想
ま
た
み
だ
る　
秋
夜
蕭
條
た
り

〇
九
月
三
日
（
月
）
晴
。
夕
銀
座
吉
田
に
て
吉
田
健
一
と
会
す　
夜
徳
田
雅
彦
寺
田

武
雄
と
は
せ
川
に
て
逢
ひ
と
も
に
東
京
温
泉
に
お
も
む
き
て
ト
ル
コ
風
呂
に
浴

す
、
ミ
ス
・
ト
ル
コ
と
称
す
る
も
の
を
見
物
し
た
る
こ
と
こ
れ
が
初
め
て
也
、
帰

途
サ
ロ
メ
及
エ
ス
ポ
ア
ル
に
て
小
酌

〇
九
月
四
日
（
火
）
晴
。
角
川
源
義
来
話
、
文
庫
本
濹
東
綺
譚*

解
説
を
依
頼
さ
る
、

角
川
と
よ
し
だ
に
て
小
酌
、
夜
は
せ
川
に
て
北
原
武
夫
に
逢
ふ

 

＊ 

濹
東
綺
譚　

永
井
荷
風
の
小
説

　
□　
　
□

〇
九
月
六
日
（
木
）
晴
。
夜
来
角
川
源
義
の
乞
を
容
れ
て
濹
東
綺
譚
解
説
の
稾
を
草

す
、
十
枚
、
文
藝
春
秋
社
に
角
川
を
呼
び
て
こ
れ
を
わ
た
す
、
加
藤
周
一
フ
ラ
ン

ス
に
お
も
む
く
に
つ
き
文
学
界
に
通
信
を
寄
せ
し
め
ん
が
た
め
に
池
島
信
平
に
配

慮
を
求
む　
よ
し
田
に
て
城
左
門
に
逢
ひ
馬
上
盃
に
お
も
む
く
、
夜
は
せ
川
に
て

加
藤
池
島
と
会
す
、
ま
た
徳
田
雅
彦
と
エ
ス
ポ
ー
ル
に
て
小
酌

　
上
段
：
濹
東
綺
譚　
解
説　
十
枚

〇
九
月
七
日
（
金
）
晴
。
セ
ン
ト
ラ
ル
試
写
室
に
て
ベ
ッ
ト
・
デ
ヴ
ィ
ス
出
演�All�

about�Eve*

を
観
る
、
夜
徳
田
雅
彦
鈴
木
貢
と
と
も
に
は
せ
川
に
て
会
ひ
と
も
に
ア

カ
ン
サ
ス
、
エ
ス
ポ
ワ
ル
に
お
も
む
き
さ
ら
に
新
宿
お
龍
に
転
じ
て
痛
飲
乱
酔
す

　

＊All about Eve　
『
イ
ヴ
の
総
て
』
1
9
5
0
年
、
ベ
テ
ィ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
主
演

〇
九
月
八
日
（
土
）
晴
。
新
宿
紀
伊
国
や
に
て
フマ

マ
ラ
ン
書
を
あ
が
な
ふ
、Jean�

G
enet*�:�Journal�du�voleur*,�Jean�G

iraudux*�:�La�Française�et�la�France,　

Sartre�:�Le�M
ur,�Aragon�L’H

om
m
e�com

m
uniste�;�et�Anicet,�Paul�Claudel�

:�Figures�et�paraboles��

紀
ノ
国
や
喫
茶
室
に
て
清
水
幾
太マ
マ
郎*

、
河
盛
好
蔵
に

逢
ふ
、
帰
途
銀
座
よ
し
田
に
て
小
酌

〇
五
月
二
十
三
日
（
水
）
晴
。
中
央
公
論
社
員
某
の
来
れ
る
に
フ
ァ
ル
ス
の
原
稾
を

わ
た
す
、
夜
窪
田
啓
作
来
話
、
ハ
ム
を
贈
ら
る

〇
五
月
二
十
四
日
（
木
）
晴
。
銀
座
東
宝
試
写
室
に
て
オ
ル
フ
ェ
を
観
る
、
帰
途
窪

田
啓
作
夫
妻
菅
原
国
隆
と
花
馬
車
に
て
小
憩　
夜
は
せ
川
に
て
徳
田
雅
彦
河
上

徹
太
郎
と
逢
ひ
と
も
に
エ
ス
ポ
ー
ル
に
お
も
む
き
ま
た
新
宿
ナ
ル
シ
ス
に
て
の
む　

徳
田
濱
田
に
泊
る

〇
五
月
二
十
五
日
（
金
）
晴
、
オ
ー
ル
読
物
に
て
宮
川
曼
魚
娘
の
写
真
を
載
せ
る
に

つ
き
狂
歌
を
寄
す　
花
火
待
つ
ゆ
か
た
の
袖
に
そ
よ
〳
〵
と
う
な
き
の
香
よ
り
に

ほ
ふ
染
色　
こ
の
夜
池
島
信
平
空
路
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
に
お
も
む
く

〇
五
月
二
十
九
日
（
火
）
晴
。
新
宿
紀
ノ
国
屋
に
て�Jam

m
es*�et�G

ide�:�
Correspondance,�Cam

us�:�Actuelles,��Sartre�:�B

マ
マ

eaudelaire,�

を
購
ふ
。
帰

途
新
ば
し
若
竹
に
て
小
酌
、月
曜
書
房
よ
り
安
部
公
房
著
「
壁
」
七
部
届
け
来
る
、

余
の
序
を
添
へ
た
り

 

＊  Jam
m

es　

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ジ
ャ
ム
。
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
、
小
説
家
、
劇
作
家

〇
五
月
三
十
一
日
（
木
）
曇
小
雨
、
夷
齋
筆
談
十
仕
事
に
つ
い
て
十
枚
菅
原
国
隆
の

来
れ
る
に
わ
た
す

　
上
段
：
仕
事
に
つ
い
て
上　
十
枚　
夷
齋
筆
談
十

〇
六
月
十
九
日
（
火
）
晴
。
日
記
を
お
こ
た
る
こ
と
二
旬
に
お
よ
ぶ
。
今
朝
合

縁
奇
縁
第
一
章
十
四
枚
成
る
、
別
冊
文
藝
春
秋
に
寄
す
る
た
め
也
、
午
後
新

宿
紀
之
国
屋
に
お
も
む
き
て
フ
ラ
ン
ス
書
を
五
冊
を
あ
が
な
ふ　

Aragon*�:�
Les�Com

m
unistes,��Alain�:�Vingt�Leçons�sur�les�Beaux-arts,�Sartre�:�

L’im
aginaire,�Cam

us�:�Le�M
alentendu�suivi�de�Caligula�:�L’État�de�

siège,�

帰
途
中
村
屋
三
階
に
て
桜
桃
忌
に
列
す
、
夜
銀
座
に
転
じ
徳
田
雅
彦
と
ア

カ
ン
サ
ス
に
て
小
酌

　
上
段
：
合
縁
奇
縁　
第
一
章　
十
四
枚

 

＊ Aragon　

ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン
。
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
、
小
説
家
、
文
芸
評
論
家

〇
六
月
二
十
三
日
（
土
）
昼
晴
。
夜
曇
。
深
夜
雷
雨
。
昼
小
山
清
来
話
。
夜
よ
し
及

び
伊
藤
濱
子
来
話
。
夷
齋
筆
談
十
一
仕
事
に
つ
い
て
続
稾
十
五
枚
書
く

　
上
段
：
仕
事
に
つ
い
て
続　
十
五
枚　
夷
齋
筆
談
十
一

〇
六
月
二
十
八
日
（
木
）
曇
小
雨
。
乱
世
雑
談
十
六
枚
書
く
、
文
学
界
八
月
号
に
寄

せ
ん
と
す
、
林
芙
美
子
の
急
逝
を
聞
く
。
夜
烏
森
若
竹
に
て
小
酌

　
上
段
：
乱
世
雑
談　
十
六
枚

〇
七
月
十
九
日
（
木
）
晴
。
夜
来
芝
居
ぎ
ら
ひ
二
十
二
枚
脱
稾
文
学
界
九
月
号
に
寄

す　
銀
座
リ
ド
に
て
花
房
満
三
郎*

鈴
木
貢
と
小
憩　
夜
若
竹
に
て
小
酌

　
上
段
：
芝
居
ぎ
ら
ひ　
二
十
二
枚

 

＊ 

花
房
満
三
郎　

文
藝
春
秋
社
の
編
集
者

〇
八
月
一
日
（
水
）
晴
。
合
縁
奇
縁
第
二
回
三
十
五
枚
脱
稾
。
三
越
に
て
新
樹
会

展
覧
会
を
観
る
、
会
場
に
て
小
泉
清*

と
逢
ふ
、
新
宿
紀
の
国
や
に
て�Jaques�

M
aritain*�:�Raison�et�Raisons,�Aragon�:�Chroniques�du�bel�canto,��
Sartre�:�L’Engrenage,�Valéry�:�H

istoires�brisées��

を
購
ふ　
夜
徳
田
雅
彦

と
は
せ
川
ハ
ゲ
天
ア
カ
ン
サ
ス
に
て
の
む
。
昨
日
安
部
公
房
芥
川
賞
を
受
く

�

上
段
：
合
縁
奇
縁　
第
二
回　
三
十
五
枚

 

＊ 

小
泉
清　

画
家
、
小
泉
八
雲
の
三
男

 

＊ Jaques M
aritain　

ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
リ
タ
ン
。
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者

〇
八
月
六
日
（
月
）
晴
。
文
藝
春
秋
社
に
て
久
保
田
万
太
郎
と
逢
ひ
つ
ひ
に
深
更
に

至
る
ま
で
と
も
に
の
む　
ブ
ル
ド
ツ
グ
よ
し
田
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
の
み
廻
り
て
最
後

は
ひ
と
り
ア
カ
ン
サ
ス
に
眠
る
、
同
郷
の
先
輩
久
保
田
の
万
さ
ん
と
の
む
こ
と
今

宵
は
じ
め
て
也

〇
八
月
七
日
（
火
）
晴
。
昼
安
部
公
房
来
、
文
藝
編
輯
部
巌
谷
大
四
山
川
朝
子
写
真

師
同
伴
に
て
来
り　
安
部
と
余
と
の
対
座
せ
る
と
こ
ろ
を
写
真
に
う
つ
す　
文
藝
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ソ
連
活
動
写
真
金
の
星
の
騎
士
を
見
る
。
写
真
は
つ
ま
ら
な
け
れ
ど
テ
ク
ニ
カ

ラ
ー
佳
也　
帰
途
若
竹
に
て
小
酌

〇
九
月
二
十
九
日（
土
）晴
。
中
間
物
と
は
何
か
二
十
二
枚
を
草
し
文
学
界
に
寄
す
、

新
宿
紀
伊
国
屋
に
てClaudel�:�Conversations�dans�le�Loir-et-Cher,�Alain�

:�Les�Saisons�de�l’esprit,�Élém
ents�de�philosophie,�Cam

us�:�Lettres�à�
un�am

i�allem
and��

を
購
ふ
、
こ
の
夜
鈴
木
貢
と
連
飲
す
る
と
こ
ろ　
よ
し
田
江

安
餐
室
ハ
ム
レ
ツ
ト
、
エ
ス
ポ
ア
ル
、
ア
カ
ン
サ
ス
也
、
江
安
餐
室
は
は
じ
め
て

お
も
む
き
た
る
店
に
て
そ
の
料
理
賞
す
べ
し
、
中
共
北
京
よ
り�People’s�China�

人
民
中
国
と
題
す
る
冊
子
を
文
藝
春
秋
手
帖
に
名
を
つ
ら
ぬ
る
和
朝
の
文
人
宛
に

香
港
経
由
に
て
送
り
来
れ
る
よ
し
、
余
の
も
と
に
も
ま
た
送
ら
れ
た
り
、
海
外
向

宣
伝
用
と
お
ぼ
し
く
こ
の
雑
誌
の
出
来
工
合
あ
し
か
ら
ず

　
上
段
：
中
間
物
と
は
何
か　
二
十
二
枚�

〇
十
月
二
日
（
火
）
曇
。
昨
夜
よ
し
田
及
び
ハ
ム
レ
ツ
ト
に
て
乱
酔
い
さ
さ
か
疲
れ

た
り
、
久
保
田
万
太
郎
よ
り
そ
の
著
樹
蔭
を
贈
ら
る
、
お
も
し
ろ
し
、
句
あ
り
、

晴
れ
行
く
や
そ
の
あ
さ
か
ほ
の
雫
よ
り
、
は
が
き
に
書
き
て
遣
る　
夜
三
越
劇
場

に
て
俳
優
座
公
演
夜
の
来
訪
者
を
観
る
、
翻
案
物
に
し
て
通
俗
芝
居
な
れ
ど
も
飽

か
ず
見
る
に
堪
へ
た
り

〇
十
月
三
日
（
水
）
曇　
角
川
書
店
よ
り
角
川
文
庫
板マ
マ

白
描
を
届
け
来
る

〇
十
月
七
日
（
日
）
晴
や
ゝ
寒
し
、
合
縁
奇
縁
第
三
回
三
十
六
枚
脱
稾

　
上
段
：
合
縁
奇
縁　
第
三
回
完
結　
三
十
六
枚

〇
十
月
八
日（
月
）晴
、文
藝
春
秋
社
に
て
徳
田
雅
彦
に
合
縁
奇
縁
の
原
稾
を
わ
た
す
、

川
端
康
成*

に
逢
ふ
、
川
端
徳
田
と
ゝ
も
に
芝
西
久
保
巴
町
な
る
玉
井
大
閑
堂*

に

お
も
む
く
、
馬
遠*

山
水
図　
□
若
□
山
茶
花
図　
栄
華
物
語
絵
巻
残
缺*　
引マ
マ

仁

仏*　
カマ
マ
ン
ダ
ラ
仏*

其
他
い
ろ
い
ろ
観
る
、
酒
井
家
蔵
馬
遠
四
幅
対
は
ニ
セ
モ
ノ

な
る
が
ご
と
し
、
夜
徳
田
と
放
送
局
に
て
佐
藤
美
子
長
門
美
保*

の
歌
劇
を
聴
く
、

佐
藤
長
門
と
は
せ
川
ハ
ム
レ
ツ
ト
に
て
小
酌
、
徳
田
高
輪
に
来
り
て
濱
田
に
泊

 

＊ 

川
端
康
成　

小
説
家

 

＊ 

玉
井
大
閑
堂　

古
美
術
商

 

＊ 

馬
遠　

中
国
南
宋
の
画
家

 

＊ 

栄
華
物
語
絵
巻
残
缺　
『
栄
華
物
語
』
は
平
安
時
代
に
仮
名
文
で
書
か
れ
た
歴
史
物
語
。
残
缺

は
部
分
の
意

 

＊ 

引
仁
仏　

密
教
が
台
頭
す
る
平
安
初
期
の
弘
仁
・
貞
観
時
代
の
仏
像
の
こ
と
か 

 

＊ 

カ
ン
ダ
ラ
仏　

紀
元
前
後
か
ら
5
世
紀
の
イ
ン
ド
で
造
像
さ
れ
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
影
響
の
強

い
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
か

　

 

＊ 

佐
藤
美
子
、
長
門
美
保　

と
も
に
声
楽
家

〇
十
月
十
二
日（
金
）晴
。
東
宝
試
写
室
に
て
映
画
白
き
恐
怖
バ
ー
グ
マ
ン
を
観
る
。

そ
の
か
へ
り
佐
藤
美
子
岡
本
太
郎
安
部
公
房
と
と
も
に
吉
田
に
て
小
憩
、
安
部
妻

肺
患
軽
か
ら
ざ
る
が
如
し　
文
藝
春
秋
社
員
中
野
修
迎
へ
に
て
代
々
木
大
井
廣

介*

宅
に
坂
口
安
吾
を
訪
ふ
。
途
中
読
売
講
堂
笈
田
幸マ
マ

吉
ピ
ヤ
ノ
浚
へ
に
て
加
藤

周
一
に
逢
ひ
そ
の
フ
ラ
ン
ス
出
発
す
る
日
ど
り
十
一
月
三
日
に
さ
だ
ま
れ
る
こ
と

を
聴
く
、
坂
口
に
逢
ふ
に
そ
の
神
経
い
さ
ゝ
か
異
状
を
呈
す
る
に
似
た
り
、
競
輪

告
発
事
件
に
て
強
迫
観
念
の
兆
あ
き
ら
か
也
、
カ
ミ
ュ
の
本
四
冊
：Actuelles,�

N
oces,�Les�Justes,�Lettres�à�un�am

i�allem
and�

を
吉
田
に
托
し
て
河
上
徹

太
郎
に
借マ
マ

す

〇
十
月
十
六
日
（
火
）*�

昨
夜
銀
座
に
て
城
左
門
に
逢
ひ
と
も
に
濱
田
に
お
も
む
き

た
る
に
た
ま
た
ま
徳
田
雅
彦
来
、
す
な
は
ち
深
夜
小
酌
、
徳
田
城
濱
田
に
泊
、
今

日
夕
鈴
木
貢
と
吉
田
に
て
の
む
、
河
上
徹
太
郎
に
逢
ひ
三
人
に
て
エ
ス
ポ
ア
ル
に

お
も
む
く
、
池
島
信
平
、
徳
田
鈴
木
に
角
川
文
庫
板マ
マ

白
描
を
各
一
部
お
く
る

　
＊
こ
の
日
は
天
気
の
記
載
な
し

〇
十
月
十
八
日
（
木
）
晴
。
昨
夜
烏
森
若
竹
に
て
常
連
の
集
り
あ
り　
そ
れ
よ
り
は

 
＊ Jean G

enet　

ジ
ャ
ン
・
ジ
ュ
ネ  

。
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家
、
詩
人
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、
劇

作
家
で
政
治
活
動
家

 

＊ Jean Giraudoux　

ジ
ャ
ン
・
ジ
ロ
ド
ゥ
。
フ
ラ
ン
ス
の
劇
作
家
、
小
説
家
、
外
交
官
で
も
あ
っ
た

 

＊ 

清
水
幾
多
郎　

社
会
学
者
・
評
論
家

〇
九
月
十
一
日
（
火
）
晴
。
昨
夜
は
せ
川
に
て
池
島
信
平
加
藤
周
一
と
会
し
加
藤
が

文
学
界
に
フ
ラ
ン
ス
便
り
を
送
る
件
ま
と
ま
り
た
る
こ
と
を
聞
く
。
池
島
ほ
か
今

日
出
海
大
岡
昇
平
徳
田
雅
彦
と
と
も
に
あ
ち
こ
ち
の
酒
場
を
め
ぐ
り
、
さ
ら
に
新

宿
に
転
じ
目
白
な
る
池
島
邸
に
お
も
む
き
て
一
泊
。
今
朝
文
藝
春
秋
社
に
行
き
て

徳
田
鈴
木
と
と
も
に
ブ
ル
ド
ツ
グ
に
て
昼
餐
、
日
本
橋
に
お
も
む
き
て
窪
田
啓
作

に
逢
ふ
、
鮒
佐
の
つ
く
だ
に
を
購
ひ
て
帰
る

〇
九
月
十
二
日
（
水
）
晴
。
よ
し
来
話
、
昨
日
の
つ
く
だ
煮
の
裾
分
を
お
く
る
。
よ

し
田
に
て
河
上
徹
太
郎
井
上
友
一
郎
と
逢
ふ
、ま
た
新
潮
社
新
田
敞
を
招
い
て「
焼

跡
の
イ
エ
ス
」
三
千
部
増
刷
の
た
め
昨
日
花
舎
の
検
印
を
わ
た
す

〇
九
月
十
四
日
（
金
）
晴
。
新
潮
新
田
敞
来
、
夷
齋
筆
談
上
梓
に
つ
い
て
交
渉
を
受

く
。
安
部
公
房
来
、
と
も
に
牛
込
な
る
勅
使
河
原
蒼
風*
邸
に
お
も
む
く
、
石
濤

和
尚*

画
冊
、
金
冬
心*

画
幅
を
示
さ
る　
け
だ
し
清
朝
絶
代
の
傑
作
也　
す
し
幸

の
餐
応
あ
り
、
さ
ら
に
銀
座
に
転
じ
て
エ
ス
ポ
ア
ル
に
て
小
酌
清
談

 

＊ 

勅
使
河
原
蒼
風　

華
道
家
・
い
け
ば
な
の
草
月
流
の
創
始
者

 

＊ 

石
濤
和
尚　

石
濤
。
中
国
明
末
清
初
の
画
僧

 

＊ 

金
冬
心　

金
農
。
冬
心
は
号
。
中
国
清
代
の
書
家
・
文
人
画
家

〇
九
月
十
五
日
（
土
）
く
も
り
小
雨
、
午
後
東
中
野
モ
ナ
ミ
に
て
近
代
文
学
社
主
催

安
部
公
房
の
受
賞
祝
賀
会
に
出
席
す
、
帰
途
薄
暮
に
お
よ
ん
で
佐
々
木
基
一
野
間

宏
岡
本
太
郎
と
と
も
に
銀
座
は
せ
川
に
お
も
む
き
ま
た
よ
し
田
に
て
小
酌
、
岡
本

酔
つ
て
佐
佐マ
マ
木
に
か
ら
む
、
新
ば
し
に
て
三
人
に
別
れ
エ
ス
ポ
ー
ル
に
お
も
む
く

に
た
ま
た
ま
久
保
田
万
太
郎
林
房
雄
に
逢
ひ
さ
ら
に
ハ
ム
レ
ッ
ト
に
て
の
む
、
ナ

ポ
レ
オ
ン
の
某
女
を
つ
れ
て
烏
森
若
竹
に
て
小
酌　
車
に
て
某
女
を
赤
坂
ま
で
お

く
り
て
深
夜
帰
宅

〇
九
月
十
六
日
（
日
）
曇
、
終
日
家
居
、Sartre�:�Les�jeux�sont�faits�

を
読
む
。

〇
九
月
十
八
日
（
火
）
曇
小
雨
。
昼
東
宝
試
写
室
に
て�Sartre�:�Les�jeux�sont�

faits�

を
観
る
。
藤
川
栄
子
母
子
と
は
せ
川
に
て
小
酌
、
夜
日
比
谷
公
会
堂
に
て

M
enuhin*

の
演
奏
会
を
聴
く
、Tartini,�Franck,�Bach,�Paganini*.　
今
日
出

海
に
逢
ひ
ま
た
は
せ
川
に
て
閑
談

 

＊ M
enuhin　

メ
ニ
ュ
ー
ヒ
ン
（
メ
ニ
ュ
ー
イ
ン
）。
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

 

＊ Tartini, Franck, B
ach, Paganini　

タ
ル
テ
ィ
ー
ニ
、
フ
ラ
ン
ク
、
バ
ッ
ハ
、
パ
ガ
ニ
ー

ニ　

い
ず
れ
も
作
曲
家

〇
九
月
二
十
日
（
木
）
晴
。
角
川
書
店
に
白
描
校
正
を
わ
た
す
、
夜
銀
座
よ
し
田
に

て
今
日
出
海
に
逢
ひ
ア
カ
ン
サ
ス
に
お
も
む
く
、
乱
酔

〇
九
月
二
十
一
日
（
金
）
晴
。
上
野
美
術
館
に
て
新
制
作
派
及
一
水
会
展
覧
会
を
観

る
。
つ
ま
ら
ぬ
をマ
マ

画
を
見
せ
ら
れ
て
迷
惑
す
、
す
な
は
ち
博
物
館
に
お
も
む
き
て

雪
舟*

永
徳
を
観
て
目
を
洗
ふ　
帰
途
よ
し
田
及
若
竹
に
て
河
上
徹
太
郎
吉
田
健

一
と
小
酌

 

＊ 

雪
舟　

雪
舟
等
楊
。
室
町
時
代
の
画
僧
（
禅
宗
）

〇
九
月
二
十
二
日
（
土
）
雨
。
窪
田
啓
作
来
話
、
閑
談
数
刻
、Sartre�:�Les�Jeux�

sont�faits

を
借マ
マ
す

〇
九
月
二
十
三
日
（
日
）
晴
。
昼
久
し
ぶ
り
に
て
浅
草
を
あ
る
く
、
並
木
や
ぶ
に
て

ビ
ー
ル
を
の
み
て
帰
る
、
こ
の
店
の
そ
ば
よ
ろ
し
、
余
が
幼
少
の
こ
ろ
こ
こ
の
内

儀
は
小
粋
な
年
増
な
り
し
が
今
は
す
で
に
老
い
た
る
を
見
て
を
か
し
き
お
も
ひ
を

し
た
り

〇
九
月
二
十
五
日
（
火
）
小
雨
、
朝
よ
り
眠
り
て
晩
に
至
る　
銀
座
よ
し
田
に
て
小
酌

〇
九
月
二
十
七
日
（
木
）
晴
、
や
ゝ
寒
。
夕
刻
麻
布
飯
倉
な
る
日
ソ
親
善
協
会
に
て
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Regards�sur�le�m
onde�actuel�et�autres�essais,��Vercors*�:�Le�sable�du�

tem
ps,��Yvon�Belaval*�:�La�recherche�de�la�poésie�

を
購
ふ
、
帰
途
秋
田
に

て
キ
リ
タ
ン
ポ
を
食
ふ
、
ま
た
お
龍
に
て
小
酌

 

＊ Vercors　

ヴ
ェ
ル
コ
ー
ル
。
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家
、
画
家　

本
名
：
ジ
ャ
ン
・
ブ
リ
ュ
レ
ル

 

＊ Yvon B
elaval　

イ
ヴ
ォ
ン
・
ベ
ラ
ヴ
ァ
ル
。
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者

〇
十
一
月
十
六
日
（
金
）
晴
。
暁
ち
か
く
「
夢
の
殺
人
」
三
十
五
枚
脱
稾
。
群
像
川

島
の
来
れ
る
に
そ
の
草
稾
を
わ
た
す
新
年
号
に
寄
せ
む
が
た
め
な
り　
山
川
朝
子

来　
夜
佐
藤
美
子
と
よ
し
田
ハ
ム
レ
ツ
ト
小
笹
す
し
に
て
の
む

　
上
段
：
夢
の
殺
人　
三
十
五
枚

〇
十
一
月
十
七
日
（
土
）
晴
。
井
澤
義
雄
神
戸
よ
り
来
泊
（
カ
マ
ボ
コ
を
贈
ら
る
）。

勅
使
河
原
宏*

来
話
、
勅
使
河
原
と
三
越
に
て
草
月
流
展
覧
会
を
観
る
、
ま
た
と
も

に
銀
座
よ
し
田
に
お
も
む
き
て
小
酌
。
佐
藤
美
子
に
逢
ふ　
帰
途
新
ば
し
演
舞
場

な
る
文
学
祭
を
見
物
す
、
久
保
田
万
太
郎
扮
す
る
と
こ
ろ
の
鈴
ヶ
森
の
権
八*

尾
上

松
之
助
を
連
想
せ
し
め
た
り　
但
い
さ
さ
か
故
人
宗
十
郎*

に
似
て
上
出
来
也

 

＊ 

勅
使
河
原
宏　

い
け
ば
な
の
草
月
流
第
三
代
家
元
（
勅
使
河
原
蒼
風
の
子
）、
ほ
か
美
術
、
舞

台
、
映
画
で
も
活
躍

 

＊ 

権
八　

歌
舞
伎
狂
言
「
鈴
ヶ
森
」
の
登
場
人
物
・
白
井
権
八

 

＊ 

尾
上
松
之
助　

歌
舞
伎
役
者
（
二
代
目
）・
映
画
俳
優
の
尾
上
松
之
助
の
こ
と
か

 

＊ 

宗
十
郎　

昭
和
二
十
四
年
に
亡
く
な
っ
た
七
代
目
沢
村
宗
十
郎
の
こ
と
か

〇
十
一
月
十
八
日
（
日
）
晴
。
井
澤
義
雄
西
国
に
か
へ
る
、
新
潮
社
板マ
マ
ジ
イ
ド
全
集

を
与
ふ

〇
十
一
月
二
十
一
日
（
水
）
晴
。
夜
来
蜜
蜂
の
冒
険
十
二
枚
を
草
す
文
藝
新
年
号
に

あ
た
へ
ん
が
た
め
也
、
夕
よ
ね
と
と
も
に
銀
座
よ
し
田
に
お
も
む
き
山
川
朝
子
に

逢
ひ
右
草
稾
を
わ
た
す
、
巌
谷
大
四
来
り
会
す
、
す
な
は
ち
三
人
を
伴
ひ
て
ピ
カ

デ
リ
ー
に
イ
タ
リ
ヤ
映
画
ポ
ー
河
の
水
車
小
屋
を
観
る
、
帰
途
烏
森
若
竹
に
て
小

酌　
三
好
達
治
に
逢
ふ

　
上
段
：
蜜
蜂
の
冒
険　
十
二
枚

〇
十
一
月
二
十
二
日
（
木
）
晴
。
窪
田
啓
作
妻
お
よ
び
娘
来
話
、
イ
ナ
ダ
両
尾
を
贈

ら
る
、
神
田
の
町
を
あ
る
く
、
帰
途
よ
し
田
及
ハ
ム
レ
ツ
ト
に
て
小
酌

〇
十
一
月
二
十
八
日
（
水
）
晴
。
昨
日
大
井
廣
介
よ
り
来
信　
坂
口
安
吾
に
絶
交
状

を
送
り
た
り
と
い
ふ　
坂
口
目
下
行
方
不
明
に
て
消
息
お
ぼ
つ
か
な
し
、
夜
来
随

筆
模
倣
の
効
用
を
草
す
、
二
十
六
枚　
文
学
界
新
年
号
に
寄
す
、
銀
座
よ
し
田
に

て
杵
屋
宇
太
蔵*

に
逢
ふ
、
夜
文
藝
春
秋
社
楼
上
に
て
戦
没
社
員
追
悼
会
に
列
席

す　
大
井
廣
介
に
返
信
を
遣
る

　
上
段
：
模
倣
の
効
用　
二
十
六
枚

 

＊ 

杵
屋
宇
太
蔵　
　

長
唄
三
味
線
奏
者

〇
十
一
月
二
十
九
日
（
木
）
晴
。
石
濤
に
つ
い
て
知
ら
ん
と
し
て
上
野
図
書
館*

に

お
も
む
き
て
書
を
借
る
、
こ
の
図
書
館
じ
つ
に
久
し
ぶ
り
に
て
こ
こ
に
入
ら
ざ
る

こ
と
十
年
を
越
え
た
り　
今
こ
れ
を
見
る
に
内
部
の
荒
廃
は
な
は
だ
し
く
好
学
の

人
を
迎
へ
る
に
ふ
さ
は
し
か
ら
ず　
む
し
ろ
浮
浪
者
の
休
み
場
に
似
た
り　
帰
途

烏
森
若
竹
に
て
小
酌
た
ま
た
ま
今
日
出
海
に
逢
ひ
エ
ス
ポ
ア
ル
に
お
も
む
く
、
そ

の
店
を
出
てマ
マ
て
パ
チ
ン
コ
屋
に
行
き
た
る
に
勅
使
河
原
蒼
風
父
子
に
逢
ひ
ま
た
エ

ス
ポ
ア
ル
に
も
ど
り
て
痛
飲
深
夜
に
お
よ
ん
で
帰
る

 

＊ 

上
野
図
書
館　

前
身
の
帝
国
図
書
館
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
に
改
組

〇
十
一
月
三
十
日
（
金
）
晴
。
夜
中
島
健
蔵
の
労
を
謝
す
る
会
に
出
席
す　
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
宴
会
場
に
て
盛
会
也　
帰
途
佐
藤
美
子
と
赤
坂
溜
池
ゴ
ル
フ
場
に

お
も
む
く　
さ
ら
に
佐
藤
夫
妻
益
田
義
信*

徳
田
雅
彦
ら
と
芝
口
喫
茶
店
ア
リ
に

て
小
憩
、
ま
た
徳
田
と
エ
ス
ポ
ア
ル
に
て
小
酌　
徳
田
濱
田
に
来
泊

 

＊ 

益
田
義
信　

洋
画
家

〇
十
二
月
一
日
（
土
）
晴
。
昼
濱
田
に
お
も
む
き
て
ビ
ー
ル
を
の
む
、
徳
田
雅
彦
か

せ
川
に
お
も
む
き
て
吉
川
幸
次
郎
桑
原
武
夫
三
好
達
治
中
野
重
治
に
逢
ふ
、
家
に

か
へ
れ
ば
窪
田
啓
作
濱
田
に
泊
り
て
小
説
を
書
く
よ
し
を
聞
く
、今
日
終
日
家
居
、

夜
窪
田
来
話
、
明
朝
か
へ
る
と
い
ふ
、
続
猿
蓑
露
伴
註*

を
読
む
、
け
だ
し
七
部

中
も
つ
と
も
品
下
り
た
る
も
の
也　
註
ま
た
精
采マ
マ
無
し

 

＊ 

続
猿
蓑
露
伴
註　
『
続
猿
蓑
』
は
江
戸
中
期
、
松
尾
芭
蕉
と
そ
の
一
門
の
俳
諧
選
集
『
俳
諧
七

部
集
』
の
中
の
一
部
。
蕉
風
の
変
遷
の
跡
を
示
し
た
も
の
。
幸
田
露
伴
の
注
釈
版
と
思
わ
れ
る

〇
十
月
二
十
二
日（
月
）晴
。
夜
銀
座
は
せ
川
に
て
加
藤
周
一
渡
欧
送
別
会
を
催
す
。

会
す
る
も
の
加
藤
夫
妻　
窪
田
啓
作　
中
村
真
一
郎　
吉
田
秀
和*　
白
井
健
三

郎*　
池
島
信
平　
鈴
木
貢

　

 

＊
吉
田
秀
和　

音
楽
評
論
家

　

 

＊
白
井
健
三
郎　

文
芸
評
論
家
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
者

〇
十
月
二
十
五
日
（
木
）
晴
。
金
銭
談
二
十
四
枚
脱
藁*

、
文
学
界
に
わ
た
す
、
文

藝
春
秋
社
に
て
安
部
公
房
夫
妻
岡
本
太
郎
に
逢
ふ　
と
も
に
三
笠
会
館
に
て
小

憩
、
安
部
妻
病
小
康
を
え
た
る
が
ご
と
し　
夜
吉
田
よ
り
ス
コ
ツ
ト
、
エ
ス
ポ
ー

ル
、
ハ
ム
レ
ツ
ト
に
て
小
酌
、
今
日
出
海
河
上
徹
太
郎
河
盛
好
蔵
に
逢
ふ

 

＊ 

上
段
に
脱
稿
の
記
載
な
し

〇
十
月
二
十
六
日
（
金
）
晴
、
新
潮
社
新
田
敞
来
話
、
夷
齋
筆
談
出
板マ
マ
に
つ
き
造
本

見
本
と
し
て
物
理
小
識*

侗
葊マ
マ

筆
記*

豆
腐
百
珍*

を
貸
す
、
吉
田
に
て
小
酌
、
夜

よ
し
来
、
車
に
て
よ
し
を
原
宿
な
る
そ
の
家
に
送
る

 

＊ 

物
理
小
識　

中
国
明
末
清
初
の
思
想
家
・
儒
学
者
・
禅
僧
の
方
以
智
の
著
作
。
科
学
技
術
の

類
書

 

＊ 

侗
葊
筆
記　
『
侗
庵
筆
記
』。
江
戸
後
期
の
漢
学
者
・
儒
官
の
古
賀
侗
庵
の
著
作

 

＊ 

豆
腐
百
珍　

江
戸
天
明
年
間
に
出
さ
れ
た
豆
腐
料
理
百
種
を
記
し
た
書
物

〇
十
月
二
十
七
日
（
土
）
晴
。
昼
東
和
商
事
試
写
室
に
て
ル
ネ
・
ク
レ
ー
ルLa�

beauté�du�diable

を
観
る
、
お
も
し
ろ
か
ら
ず
、
帰
途
よ
し
田
及
び
ハ
ム
レ
ツ

ト
に
て
小
酌

〇
十
月
二
十
八
日
（
日
）
雨
、
終
日
家
居　

M
aurice�Blanchot�*�:�L’arrêt�de�

m
ort�

を
読
む　
思
想
と
生
活
と
が
び
つ
こ
を
引
き
な
が
ら
並
ん
で
あ
る
い
て
ゐ

る
や
う
な
小
説
也　
こ
の
と
き
人
間
像
は
存
在
せ
ざ
る
に
似
た
り　
人
間
を
書
か

ず
因
縁
を
書
く
と
い
ふ
か
、
す
な
は
ち
人
生
の
影
な
る
べ
し

 

＊ M
aurice B

lanchot　

モ
ー
リ
ス
・
ブ
ラ
ン
シ
ョ
。
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
作
家
、
批
評
家

〇
十
一
月
一
日
（
木
）
晴
。
夷
齋
筆
談
を
本
に
仕
立
て
る
に
つ
き
語
を
識
す
、
語
に

い
ふ
、
夷
齋
筆
談
お
の
づ
か
ら
起
り
お
の
づ
か
ら
已
み
前
後
首
尾
を
分
た
ず
春
蠶

腹
中
の
絲
そ
の
已
む
と
こ
ろ
よ
り
ま
た
起
つ
て
盡
く
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ざ
ら
ん
と

す　
し
か
れ
ど
も
も
と
こ
れ
稗
官
者
流
の
饒
舌
に
て
か
の
豊
干
饒
舌
の
か
り
そ
め

に
天
機
を
洩
ら
せ
る
も
の
に
は
似
ず　
蠡
測
の
見
あ
る
ひ
は
長
安
と
日
と
い
づ
れ

が
遠
き
か
に
拘
ら
ざ
る
が
ご
と
き
も
の
あ
る
べ
し　
み
づ
か
ら
揣
ら
ず
し
て
博
雅

の
家
に
笑
は
れ
な
ん　
鶴
林
玉
露
解
経
不
爲
煩
辞
の
く
だ
り
に
六
経
の
古
註
も
ま

た
簡
潔
に
し
て
煩
辞
を
な
さ
ず
と
い
へ
り　
余
も
と
よ
り
煩
辞
を
悪
む　
あ
に
簡

潔
を
好
ま
ざ
ら
ん
や　
た
だ
世
界
は
古
来
す
で
に
六
経
の
外
に
あ
り　
文
章
は
今

日
も
は
や
三
両
字
を
も
つ
て
よ
く
意
義
粲
然
た
ら
し
む
べ
き
術
な
き
を
い
か
に
せ

む　
余
の
ご
と
き
は
戦
戦
兢
兢
つ
ね
に
煩
に
處
し
て
簡
を
失
は
ざ
ら
ん
こ
と
に
努

む
る
の
み*

、
こ
の
草
稾
を
新
潮
社
新
田
に
わ
た
す*

、
山
川
朝
子
来
話
、
中
村
清

二*

著
体
験
の
物
理
中
巻
下
巻
を
贈
ら
る
、
朝
子
と
銀
座
よ
し
田
に
て
小
酌
、
日

本
橋
三
越
に
て
岡
本
太
郎
個
展
を
観
る
、
夜
交
詢
社
構
内
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
に
て
岡
本

の
会
に
列
す
藤
川
栄
子
安
部
公
房
に
逢
ふ

 

＊ 
語
に
い
ふ
〜
努
む
る
の
み　
『
夷
齋
筆
談
』
巻
頭
文
と
一
部
の
用
字
以
外
ほ
ぼ
同
じ

　

 

＊ 

上
段
に
脱
稿
の
記
載
な
し

 

＊ 

中
村
清
二　

物
理
学
者

〇
十
一
月
四
日
（
日
）
晴
。
新
宿
紀
国
屋
に
て�Valéry�:�Tel�quell�2�volum

es�:�
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へ
る
。
夜
窪
田
啓
作
来
話
、
銀
行
事
務
目
下
多
忙
の
よ
し

〇
十
二
月
二
日
（
日
）
晴
。
紀
ノ
国
屋
に
て�Jean�G

iraudoux�:�Littérature��

を

あ
が
な
ふ
。
池
田
生
子
伊
藤
濱
子
及
よ
ね
を
伴
ひ
て
新
宿
西
口
す
ず
め
焼
鳥
屋
に

て
小
酌　
帰
途
み
ち
く
さ
に
立
寄
り
て
か
へ
る

〇
十
二
月
三
日
（
月
）
晴
。
夜
来
石
濤
七
枚
を
草
す
、
釋
道
濟
字
石
濤
号
大
滌
子
又

號
清
湘
老
人
瞎
尊
者
苦
瓜
和
尚*

前
明
楚
藩
の
後　
累
石
に
巧
み
に
し
て
そ
の
作

る
と
こ
ろ
に
揚
州
余
氏
萬
石
園
あ
り　
画
技
の
神
妙
い
ふ
を
俟
た
ず
、
夜
人
事
院

講
堂
に
て
ロ
シ
ヤ
活
動
写
真
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
物
語
を
観
る　
音
楽
よ
ろ
し
け
れ

ど
も
構
成
粗
雑
に
て
退
屈
す　
帰
途
藤
川
栄
子
母
娘
と
有
楽
町
ジ
ャ
ー
マ
ン
ベ
ー

カ
リ
に
て
小
憩
、
さ
ら
に
ひ
と
り
銀
座
よ
し
田
に
小
酌　
こ
の
朝
税
務
署
員
某
た

づ
ね
来
る

　
上
段
：
石
濤　
七
枚

 

＊
大
滌
子
・
清
湘
老
人
・
瞎
尊
者
・
苦
瓜
和
尚　

い
ず
れ
も
石
濤
の
号

〇
十
二
月
五
日
（
水
）
晴
。
勅
使
河
原
宏
来
話
、
石
濤
草
稾
を
わ
た
す
、
安
部
公
房

夫
妻
来
話
こ
れ
を
伴
ひ
て
銀
座
よ
し
田
に
て
小
酌
、
夜
川
太
郎
に
て
池
島
信
平
と

逢
ひ
とマ

マも
は
せ
川
に
お
も
む
き
さ
ら
に
新
宿
に
至
り
お
龍
五
十
鈴
に
て
の
む

〇
十
二
月
十
日
（
月
）
晴
。
さ
る
八
日
よ
り
牛
込
双
葉
荘
に
て
別
冊
文
藝
春
秋
の
た

め
に
小
説
春
の
葬
式
三
十
枚
を
草
し
今
暁
成
る
、
銀
座
に
か
へ
り
吉
田
健
一
鈴
木

貢
と
と
も
に
新
ば
し
川
太
郎
に
て
小
酌
、
ハ
ム
レ
ツ
ト
お
よ
び
は
せ
川
に
て
久
保

田
万
太
郎
今
日
出
海
に
逢
ふ

　
上
段
：
春
の
葬
式　
三
十
枚

〇
十
二
月
十
一
日
（
火
）
晴
。
久
保
田
万
太
郎
よ
り
そ
の
著
オ
ス
ロ
を
贈
ら
る
、
書
中

オ
ス
ロ
に
て
の
句
に　
た
れ
一
人
日
本
語
知
ら
ぬ
白
夜
か
な　
の
句
あ
り
、
こ
の

句
に
二
千
里
の
外
酒
の
中
汲
と
つ
け
て
は
が
き
に
書
き
遣
る
、
夜
若
竹
に
て
小
酌

〇
十
二
月
十
二
日
（
水
）*

銀
座
東
和
商
事
の
試
写
室
に
て
ス
イ
ス
映
画
ジ
ー
プ
の

四
人
を
観
る
、
つ
ま
ら
な
し
、
林
達
夫
に
逢
ひ
若
竹
に
て
小
酌

 

＊ 

こ
の
日
は
天
気
の
記
載
な
し

〇
十
二
月
十
三
日
（
木
）
晴
、
鎌
倉
に
お
も
む
き
て
八
幡
宮
境
内
に
美
術
館
の
新
設

せ
る
も
の
を
観
る
、ル
オ
ー
（
ミ
ゼ
レ
ー
レ
）、黒
陶
（
明
器
）
彩
陶
（
彩
文
土
器
）

藤
川
勇
造
彫
刻
の
陳
列
あ
り　
こ
の
日
あ
た
た
か
に
し
て
春
日
の
ご
と
し
、
帰
途

銀
座
よ
し
田
及
は
せ
川
に
て
小
酌
、
田
川
博
一*

と
新
宿
に
お
も
む
き
て
泥
酔
す

 

＊ 

田
川
博
一　

文
藝
春
秋
社
の
編
集
者

〇
十
二
月
十
九
日
（
水
）
晴
。
島
尾
敏
雄
神
戸
よ
り
来
話
、
明
春
小
岩
に
移
転
し
来

る
ベ
し
と
語
る
、
河
出
書
房
竹
田
博
来
、
小
説
大
系
本
（
昭
和
十
年
代
）
の
た
め

に
検
印
を
わ
た
す
、
夜
文
藝
春
秋
招
待
に
て
帝
劇
に
エ
ノ
ケ
ン*

越
路
吹
雪*

の
お

軽
勘
平
を
観
る
、
愚
劣
也

 

＊ 

エ
ノ
ケ
ン　

榎
本
健
一
。
俳
優
、
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
、
歌
手

 

＊ 

越
路
吹
雪　

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
、
女
優

〇
十
二
月
二
十
日
（
木
）*

夜
烏
森
若
竹
の
忘
年
会
に
列
す

 

＊ 

こ
の
日
は
天
気
の
記
載
な
し

〇
十
二
月
二
十
二
日
（
土
）
晴
、
孤
独
と
抵
抗
二
十
八
枚
を
草
し
て
文
学
界
二
月

号
に
寄
す　
新
宿
紀
伊
国
や
に
て
本
を
買
ふ
、
帰
途
河
盛
好
蔵
に
逢
ひ
新
宿
に

て
小
酌　

Jean�Anouih*�:�Antigone,��S.�de�Beauvoir*�:�Pour�une�m
orale�

de�l’am
biguïté�;�L’invit マé

マ,��Aragon�:�L’hom
m
e�com

m
uniste,��Suarès�et�

Claudel�:�Correspondence�
　
上
段
：
孤
独
と
抵
抗　
二
十
八
枚

 

＊ Jean Anouih　

ジ
ャ
ン
・
ア
ヌ
イ
。
フ
ラ
ン
ス
の
劇
作
家
、
作
家
、
脚
本
家

 

＊ S. de B
eauvoir　

シ
モ
ー
ヌ
・
ド
・
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
。
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
作
家
、

批
評
家
、
活
動
家

〇
十
二
月
二
十
四
日
（
月
）
晴
。
安
部
公
房
来
話
、
と
も
に
多
摩
川
な
る
岡
本
太
郎

宅
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
に
お
も
む
く
、
藤
川
栄
子
勅
使
河
原
蒼
風
父
子
に

逢
ふ

〇
十
二
月
二
十
九
日
（
土
）
晴
、
こ
の
と
こ
ろ
冬
あ
た
た
か
に
し
て
連
夜
の
酒
に
疲

れ
た
り
、
日
本
橋
榛
原
に
て
色
紙
を
買
ふ
、
神
田
村
口*

二
階
に
て
木
米*

の
水
墨
、

明
万
歴
の
春
画�

花
営
錦
陣*�

馬
琴*

の
書
簡
な
ど
を
見
る
、
帰
途
烏
森
若
竹
に
て

小
酌　
三
好
達
治
に
逢
ふ

 

＊ 

神
田
村
口　

村
口
書
店
の
こ
と

 

＊ 

木
米　

青
木
木
米
。
江
戸
後
期
の
京
焼
の
陶
工
、
絵
も
よ
く
し
た

 

＊ 

花
営
錦
陣　

中
国
明
末
の
古
典
春
宮
画
で
漢
詩
と
画
と
が
対
に
な
っ
た
刊
本

 

＊ 

馬
琴　

曲
亭
馬
琴
（
本
姓
：
滝
沢
）。
江
戸
後
期
の
読
本
作
者

〇
十
二
月
卅
一
日
（
月
）
雨
。
夷
齋
筆
談
の
校
正
刷
を
一
閲
す
、
雨
を
つ
い
て
夕
の

巷
に
出
づ
、
若
竹
に
て
小
酌　
直
公
つ
く
る
と
こ
ろ
の
だ
て
巻
を
購
ふ
、
よ
し
田

に
お
も
む
き
た
る
に
客
多
く
し
て
さ
わ
が
し
け
れ
ば
そ
ば
の
み
や
げ
を
も
ち
て
帰

宅　
別
に
直
公
よ
り
イ
カ
の
塩
か
ら
ブ
ー
チ
ヤ
ン
よ
り
酢
茎
を
お
く
ら
る　
一
寝

入
し
て
目
さ
む
れ
ば
夜
半
三
時
也　
一
年
の
ぶ
ら
〳
〵
ぐ
ら
し
こ
こ
に
終
る
、
か

へ
り
み
る
に
諸
事
力
を
つ
く
す
こ
と
十
分
な
ら
ざ
り
し
も
の
多
し　
売
文
の
毒
お

そ
る
べ
し　
意
あ
ま
つ
て
才
足
ら
ず
る
こ
と
を
か
な
し
む　
す
な
は
ち
床
に
鉄
斎

を
掛
け
座
右
の
書
あ
れ
こ
れ
を
ひ
ら
き
て
黙
黙
夜
を
お
く
る




